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○職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長       向     貴 代 治 君

  

事 務局書記 助  田  有  二 君

 

○議事日程（第２号） 

  平成23年12月８日  午前10時開議 

 日程第１ 

  議案一括上程（議案第55号から議案第67号まで） 

 日程第２ 

  町政一般質問 

   ６番 藤 井 良 信 

   １番 太 田 臣 宣 

   ８番 北 川 悦 子 

   ３番 酒 本 昌 博 

   10番 清 水 文 雄 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【夷藤満君】 皆様、おはようござい

ます。 

 傍聴席の皆様におかれましては、早朝より

本会議にお越しをいただき、まことにありが

とうございます。 

 ただいまの出席議員は、16名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【夷藤満君】 本日の会議に説明のた

め出席している者は、６日の会議に配付の説

明員一覧表のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案一括上程 

○議長【夷藤満君】 日程第１、議案第55号

平成23年度内灘町一般会計補正予算（第３号）

から議案第67号内灘町サイクリングターミナ

ルの指定管理者の指定についてまでの13議案

を一括して議題といたします。 

 各議案に対する提案理由の説明は、既に聴

取しております。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○質   疑 

○議長【夷藤満君】 これより提出議案に対

する質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

──質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案等の委員会付託 

○議長【夷藤満君】 お諮りいたします。た

だいま議題となっております議案第55号平成

23年度内灘町一般会計補正予算（第３号）か

ら議案第67号内灘町サイクリングターミナル

の指定管理者の指定についてまでの13議案に

ついては、お手元に配付いたしてあります議

案付託表のとおり所管の各常任委員会に付託

いたしたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、各議案は議案付託表のとおり所管の
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各常任委員会に付託することに決定いたしま

した。 

 なお、継続審査となっております請願第２

号及び請願第４号については、付託委員会の

ほうで審査をお願いいたします。 

 次に、今期定例会までに受理しました請願

第７号国民生活の安心と向上を図る各種基金

事業を継続するための予算確保を求める請願

書、請願第８号「介護職員待遇改善交付金事

業」を平成24年度以降も継続することを求め

る請願、請願第９号大幅増員と夜勤制限で安

全・安心の医療・介護の実現を求める請願の

３つの請願については、お手元に配付の請

願・陳情文書表のとおり所管の各常任委員会

に付託いたしますので、審査願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【夷藤満君】 日程第２、これより町

政に対する一般質問を行います。 

 質問時間は１人30分以内ですので、時間内

にまとめるようお願いいたします。 

 また、傍聴の皆様には、議員が質問してい

る際は静粛にしていただき、立ち歩いたり、

退席しないようお願い申し上げます。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ６番、藤井良信議員。 

   〔６番 藤井良信君 登壇〕 

○６番【藤井良信君】 皆様、おはようござ

います。また、本日早朝からの傍聴の皆様方

には、まことにありがとうございます。 

 議席番号６番、公明党、藤井良信。 

 平成23年第４回内灘町議会定例会におきま

して質問の機会をいただきましたので、通告

に従い町政一般質問を行います。 

 私のほうからは、一問一答方式といたしま

す。 

 2011年、本年はまさに激動、激震の年でご

ざいました。そして今も東日本大震災や原発

事故などの災害対策では、国での速やかな対

応が望まれているところでございます。 

 政府はここで、被災各県での産業復興機構

の設立を進めております。公明党は、３党協

議の中で、産業復興機構では救うことのでき

ない小規模事業者への幅広い救済ができるよ

う主張し、事業者への公的金融機関の融資促

進や、特に二重ローン対策では信用保証協会

の求償権の買い取りを求めてきたところでご

ざいます。 

 また、庶民の生活に大きくかかわるところ

のＴＰＰやＦＴＡの加入問題では、国で国民

的議論が尽くされることで、その対策、ビジ

ョンが講じられ、そのことがまず国民に示さ

れるべきであるとのことから、国の動向に注

視をしているところでございます。 

 また、ここでちょっとうれしい知らせがご

ざいました。12月１日の朝日新聞の記事から

のドクターヘリ県内導入について、「石川県

医師会では来年度導入に向けて検討会を設置

するよう県に要請することの方針を固めた」

と大きく紹介がされておりました。関係の

方々のご賢察に感謝をしているところでござ

います。 

 公明党石川県本部からも、明年春、ドクタ

ーヘリ試乗会の要請など、今計画を進めてい

るところでございます。 

 そういった中で、内灘町制施行50周年の式

典を明年１月15日に控えましての今定例会、

八十出町長からは、提案理由の説明の中でそ

の所信が述べられているところでございます。 

 初めに、ここでいま一度、これまで50年の

町政の歴史と、これから100周年へ向けての新

たな50年のスタートという年の分岐点に立ち

会う町長の意中を一言であらわすとするなら

ば、どのような言葉で表現されるでしょうか、

まずお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 藤井議員の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 今ほどの質問でございますが、来年１月１
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日にいよいよ町制施行50周年の記念すべき年

を迎えることになりますことに、町長といた

しまして非常に感慨深いものがあります。ま

た、現町長として、この50周年の節目に就任

していることをまことに光栄に思っていると

ころでございます。そして、その重みも十分

かみしめながら、将来へのまちづくりを議会

の皆様や町民の皆様とともに築いていきたい

と考えているところでございます。 

 この半世紀の道のりを振り返りまして、先

人たちのご労苦をしっかりと受けとめ、その

歩みやご功績に対しまして、改めて深く感謝

をいたすところでございます。 

 今後の内灘町のさらなる躍進、輝かしい未

来に向けて、町民参加、協働のまちづくりを

進め、持続可能なまちづくり元年のスター

ト・起点といたしまして、町民の皆様が幸せ

を実感し、住んでいてよかったと思えるよう

なまちづくりに向け、決意を新たにしている

ところでございます。 

 そこで、藤井議員お尋ねの町長の意中の一

言といえばということでありますが、今ほど

述べましたように「持続可能なまちづくり元

年のスタート・起点」だということで表現し

たいと思っているところでございます。 

○議長【夷藤満君】 ６番、藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 ありがとうございま

した。 

 次に、町の社会資本整備における民間活力

の活用についてお伺いをいたします。 

 日本では、国や地方公共団体の事業コスト

削減や、より質の高い公共サービスを目指す

ことを目的として、1999年７月に民間資金を

活用するＰＦＩ法が公布されております。そ

して、この法律の施行以降、公共施設の建設

や公共事業においてはＰＦＩ法が多く取り入

られてきたところでございます。 

 ただ、これまでの日本のＰＦＩ事業は、そ

のほとんどがサービス購入型と呼ばれる方式

で大半を占めており、行政がＰＦＩ事業者に

サービス対価を支払うところのこうしたサー

ビス購入型への偏重は、例えば箱物整備に偏

重しているとか従来の公共事業を繰り延べ払

いにしただけなどとの多くの批判の声も聞か

れているところでございます。 

 それを受けて、ことし５月、国会で公共施

設整備などの促進に関する法律の一部が改正

されました。このことにより、国土交通省か

らは社会資本整備における民間活力の活用に

向けて制度改善の提案が示されております。

そこでは、これまでのＰＦＩ法に続く新たな

手法としてコンセッション方式の導入が示さ

れております。 

 そこでまずお伺いをいたします。公共施設

等運営権制度とも言われているこのコンセッ

ション方式とはどのようなものでしょうか。

また、これまでのＰＦＩ法との違いについて

はどうでしょうか。できれば具体的にご説明

ください。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦まちづくり政

策部長。 

〔まちづくり政策部長 高木和彦君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【高木和彦君】 ただ

いまのご質問に私のほうからお答えをいたし

ます。 

 コンセッション方式、それからＰＦＩ方式

は、いずれも民間資金を活用した公共施設の

整備手法であり、ＰＦＩ法において導入され

たものであります。 

 初めに、ＰＦＩは民間の資金と経営能力、

技術力を活用し、公共施設の整備や維持管理、

運営を行う公共事業の手法であります。国や

地方自治体が基本的な事業計画をつくり、資

金やノウハウを提供する民間事業者などを入

札で募っていくものであります。 

 一方、コンセッション方式とは、さきのＰ

ＦＩ法が改正され、公共施設等運営権という

新たな権利が創設されました。この権利を民

間事業者に付与することにより、自治体は運

営権の対価を取得することになります。 
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 コンセッション方式の具体的なメリットと

して、自治体は運営権の対価を取得すること

で施設収入の早期回収ができます。民間事業

者は、資金調達の円滑化と自由度の高い事業

運営が可能となります。施設利用者は、質の

高い公共サービスを受けることができるとい

うふうに理解をいたしております。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 ６番、藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 ありがとうございま

す。 

 事業内容が当初から決められているこれま

でのＰＦＩ法に比べ、新たなコンセッション

方式では官への事業提案が制度として活用で

きることから、より自由度の高い事業運営が

可能となってまいります。また、公共主体に

とっては、民間事業者が整備資金を調達する

ため、財政支出を伴わずにインフラ整備を進

めたり、運営権の売却益によって既存の債務

を減らすことが可能になってくるとのことで

ございました。また、行財政改革推進との視

点からも、これからは重要な課題になってく

るかと思います。 

 そして次に、このコンセッション方式での

制度改善のためのポイントとして２つの大事

な点が示されております。その１つといたし

ましては、民間事業者による提案制度の導入

でございます。そして、その２つ目といたし

まして、民間資金等活用事業推進会議の創設

であります。 

 そこで再度お伺いをしたいと思います。今

ほどのＰＦＩ法におけるコンセッション方式

の町での導入や、それに係る制度改善のため

の民間事業者による提案制度の導入、そして

民間資金等活用事業推進会議の創設について、

町での導入に向けたお考えはどうでしょうか、

お答えください。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦まちづくり政

策部長。 

〔まちづくり政策部長 高木和彦君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【高木和彦君】 ただ

いまご質問にお答えします。 

 今回のＰＦＩ法の改正については、厳しい

財政状況下において、必要な社会資本の整備

や更新を行うために、民間の資金や創意工夫

を最大限活用することになります。そのこと

は本町においても同様であると思っておりま

す。 

 コンセッション方式についてですが、例え

ば水道事業では水道管理者として事業実施が

可能とされており、既に幾つかの先進的自治

体でコンセッション方式に類似した経営方式

の検討が行われているそうであります。 

 ＰＦＩの民間事業者の提案制度につきまし

ては、このことによって今後は民間事業者の

参入意欲が高まってくるものと思います。 

 同じく推進会議の創設についても、今後、

町でＰＦＩ導入のそういった事案が出てきた

ときには検討をさせていただきたいと思いま

す。 

 民間の活用については、これまで町の行財

政改革を推進する中で、保育所の民営化ある

いは指定管理者に民間事業者の指定、コミュ

ニティバスの民間委託運行などさまざまな形

で事業のアウトソーシング化を図ってまいり

ました。今後も広く民間事業者の活用を図っ

ていく中で、ＰＦＩ法改正を踏まえ、どの手

法が有効なのか研究をしてまいりたいと思い

ます。 

○議長【夷藤満君】 ６番、藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 今後、研究を進めて

いきたいとの答弁でございました。 

 ちなみによくご存じのことと思いますけれ

ども、石川県能登町に春蘭の里というところ

がございます。ここでの最近の専門家外国人

へのアンケート調査では、「石川県内で来て

みてよかったと思う観光地」として、この春

蘭の里の取り組みシステムが金沢の兼六園よ

りも高い評価であったとの報告がされており

ます。 
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 今や国際的な広がりとなってきておるわけ

ですが、そこでこの春蘭の里は既に10年以上

前から町の自治体での民間事業者による提案

制度の導入の中から生まれてきたものでござ

います。そして、その間、官民一体となって

構想案からの検討や協議が重ねられてきたと

のことでございます。 

 今ほどの答弁からは、導入に向けてこれか

らさらに研究を行っていきたいとのことでご

ざいましたが、角度を変えてみますと、もう

そろそろここでコンセッション方式による提

案制度の導入にスイッチオンをしてもいいの

ではないかと、こういう視点もあるわけでご

ざいます。また、このスイッチオンしたら、

次の回路をどうするか。こういったことでの

官民一体での議論をしていくことが、町民主

体のまちづくりであり、研究ではないかと思

うわけでございます。 

 そういったことですけれども、次に進めた

いと思います。 

 次に、ＰＰＰ、官民連携による新たな地域

産業の創出についてお伺いをいたします。Ｔ

ＰＰではございません。ＰＰＰでございます。 

 このＰＰＰ、いわゆる官民連携の必要性に

つきましては、私のこれまでの一般質問の機

会におきまして、地域と産官学連携というこ

とからもその重要性を繰り返し、この場で質

問をしてきたところでございます。 

 そこで、今ほどからの法改正に伴う国土交

通省の社会資本整備に係る制度改善提案の中

では、ＰＦＩの取り組みに加えてＰＰＰによ

る新たな方向性が示されております。ここで

は、官によるプロジェクト計画の策定であり

ます。また、官民パートナーシップ、いわゆ

るＰＰＰの強化策と事業化への検討、そして

実施方針の公表などの取り組みでございます。 

 もとより、ことし６月に公布されたところ

の法改正によるこのＰＰＰ活用での社会資本

整備では、道路、鉄道、上下水道、そしてま

ちづくり分野において、官が行う公営事業に

民間企業が事業の計画段階から参加し、資材

調達、建設、運営などを官民連携で包括的に

手がけながら展開されることとなります。 

 ポスト東日本大震災の国内的な視野だけで

なく、日本経済が持続的発展を実現し、グロ

ーバルな融合を進めていくためには極めて重

要な課題と位置づけがされております。 

 そこで、民間事業者からの自由な発想によ

る提案制度や、町のプロジェクト推進、産業

創出のための制度化との観点から、ここでお

伺いをいたします。 

 構想企画段階からの民間企業の参加による

活力の活用ができるこのＰＰＰの事業展開に

ついて、町での制度導入をここで求めるとこ

ろでございます。お考えはいかがでしょうか、

お答えください。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦まちづくり政

策部長。 

〔まちづくり政策部長 高木和彦君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【高木和彦君】 ご質

問にお答えいたします。 

 まず、ＰＦＩは広い意味でＰＰＰ、官民連

携の中の一つの事業の手法であります。 

 そういう中において、最近の内灘町での新

規事業や企業誘致の事例で申し上げると、白

帆台商業施設につきましては事業プロポーザ

ルという方式をとりました。また、保育所の

民営化の公募、総合公園での大型遊具の導入

あるいは情報システムの導入などについては、

いずれも民間の提案によるプロポーザル方式

を採用いたしております。 

 今後とも企業誘致あるいは各種事業を進め

る上において、この広い官民連携というＰＰ

Ｐの視点を持って事業が展開できるのか、そ

ういった研究は続けてまいりたいと思ってお

ります。 

○議長【夷藤満君】 ６番、藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 今ほども申し上げま

したように、研究とは、官民一体となってそ

れぞれの立場からの知恵と情報を生かして議
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論され、検討が重ねられることが生きた研究

であるかと思います。ただ、官が民間事業者

と自由に議論をする場がないのであります。 

 そこで、その議論をする場として、民間資

金等活用事業推進会議の創設は今必要である

ということを申し上げておきたいと思います。 

 次に、国交省成長戦略会議の一文をここで

紹介をしたいと思います。そこでは、「真に

必要な社会資本の新規投資や維持更新を行う

ことが持続可能な成長には不可欠であり、こ

のための方法論としてＰＰＰ／ＰＦＩ制度に

代表される民間の知恵と資金の積極的な導入

により、効果的な公共投資を行う」とのこと

が成長戦略の重点項目として示されているわ

けでございます。 

 また、国の平成23年度予算からは、コンセ

ッション方式などによる新たなＰＰＰ／ＰＦ

Ｉ事業の導入を目指し、事業案件の発掘、新

規投資の公募コンテストなどに係る支援とし

て７億1,200万円が計上をされており、平成24

年度からも同様の予算で継続がされる予定と

も伺っているところでございます。 

 そこで、次に、町での真に必要な社会資本

の新規投資は何かということについてお尋ね

をしたいと思います。 

 ことし３月の議会定例会でも、町の新しい

産業創出の取り組みについて私から質問をし

たところでございます。町長からの、プラチ

ナのように輝く社会づくりをとのプラチナ社

会構想での答弁からは、「今後も企業や研究

機関と交流を行いながら、多面的に知恵を吸

収し、研究を進めていく」とのとこでござい

ました。 

 医療と介護、子育てと社会福祉、そして生

涯学習が連動してのコンパクトシティ構想と

も言えるような、また地域経済と若者雇用、

脱無縁社会を目指しての少子・高齢化社会へ

の対策とも符合する先進的な取り組みである

と感じていたところでございます。 

 そこでお伺いをいたします。プラチナ社会

構想でのこれまでの進捗について、また新年

度をにらんでの今後の展開について、具体的

に何か研究過程での進展があるようでしたら、

ここでお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦まちづくり政

策部長。 

〔まちづくり政策部長 高木和彦君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【高木和彦君】 ご質

問にお答えいたします。 

 プラチナ社会構想は、21世紀の新たな社会

像の中で、環境問題、高齢化問題といった課

題に対し、新しい産業を興し雇用をふやし、

いつまでもさびずにプラチナのように輝いて

いる社会を進めていこうという、株式会社三

菱総合研究所が提唱しているものでございま

す。この理念については、国の内閣府で進め

ている「環境未来都市」構想、地域活性化総

合特区制度がこれに近いものであります。 

 さきのＰＰＰの導入も含めて、内灘町とし

てどのような取り組みができるのかは勉強中

であります。 

 先日、新聞報道があった金沢医科大学看護

学部の学生と旭丘の高齢女性グループとの交

流活動事業も、将来的に高齢者と学生の世代

間同居など脱無縁社会の仕組みづくりを見据

えた取り組みの一つであります。 

 また今回、民間事業者の提案事業で、新エ

ネルギー導入促進協議会に採択された白帆台

スマートコミュニティ構想も、環境負荷の低

減モデル事業につながっていくことを期待を

しているところであります。 

 今後とも引き続き同研究所の研究に参加し、

多くの企業や研究機関と交流を行い、多面的

な検討を進めてまいりたいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 ６番、藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 今ここでの再質問と

なりますけれども、来年度へ向けてのプラチ

ナ社会構想の策定計画とか検討委員会の設立

の予定はあるのでしょうか、お答えください。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦まちづくり政
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策部長。 

〔まちづくり政策部長 高木和彦君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【高木和彦君】 ただ

いま２つ申し上げました。 

 脱無縁社会の仕組みづくりを見据えた事業、

これにつきましては、今、石川コンソーシア

ム事業の一環として位置づけて事業を続けて

おります。こういったものはまた引き続き継

続して、次年度の予算にも続けていきたいと

いうふうに考えております。 

 白帆台のスマートコミュニティ構想につき

ましては、この事業調査の結果を踏まえて、

それらを公表することによって、それを具体

的に事業化しようとする民間事業者が出てく

ることを期待しているものであります。 

 そういったことが、またこのプラチナ社会

に少しずつ近づいていくというふうに思って

おります。 

○議長【夷藤満君】 ６番、藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 ありがとうございま

す。 

 次に、国土交通省成長戦略会議の中では、

グローバル化が進む21世紀においてのＰＰＰ

が求められる本質的な理由として、国の内外

を問わないパワーシフトの発生にあると言わ

れております。 

 そこで、このパワーシフトとは、日本の経

済社会をめぐり、国の内外を通じてさまざま

な環境や形態からの影響力と、その相互関係

の力であるパワーが大きくシフトする、いわ

ゆる変化するとの意味でございます。 

 世界の中でパワーシフトが生じているにも

かかわらず、行政や民間企業、そして政治が

その変化を十分認識せず、みずから形成して

きたパワーを従来の形で堅持しようとすれば、

日本の経済活力は大きく失われてしまうとの

ことからも、ＰＰＰが成長戦略の重要課題と

なっているようであります。 

 そこで、そのパワーシフトへの対応として、

グローバル戦略と地域化戦略の融合を図ると

のことから、グローバル化に対応しつつも、

それに翻弄されない地域づくりのためには、

行政における側からの主体的なパワーシフト

への意識変革が必要になってくると私は思う

ところでございます。 

 そういったことからの質問となりますけれ

ども、町での新しい産業創出でのプロジェク

ト構想案や具体案の中ではグローバル化社会

でのパワーシフトへの視点が不可欠であると

思いますが、町長はどのようにお感じになる

でしょうか、お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦まちづくり政

策部長。 

〔まちづくり政策部長 高木和彦君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【高木和彦君】 ただ

いまのご質問についても、私のほうから答弁

させていただきたいと思います。 

 今ご質問のパワーシフトというこの実態と

しまして、中国を初めとする新興国の台頭や

さまざまなもののグローバル化、国内では少

子・高齢化の流れの中で戦後の右肩上がりの

成長を支えてきた経済社会活動の相互関係が

大きく変化してきております。日本もかつて

は安い労働力に支えられ、メード・イン・ジ

ャパンのブランドで、世界に工業製品等を輸

出し、繁栄をしてまいりました。今、日本が

成熟社会に入り、人口高齢化、減少化、ある

いは環境意識の高まりなど、前例のない社会

を迎えております。 

 このような環境下で、先ほど申し上げまし

たプラチナ社会構想あるいはスマートコミュ

ニティ構想もグローバルなパワーシフトを踏

まえた新しい産業創出や持続可能な循環型社

会の構築につながっていく事業だというふう

に思っております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 ６番、藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 これまで呉江市とか、

中国の旅順との交流も始まっているわけでご

ざいます。そういったグローバル意識を持っ
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た、また政策の検討ということは、これまた

大事なことになってくるかと思いますので、

どうかひとつまたその辺検討をよろしくお願

いしたいと思います。 

 続きまして、内灘町に住むお二方から、プ

ラチナ社会構想にも関連する構想案がござい

ましたので、ここでご紹介をさせていただき

ます。 

 その１つは、介護ヘルパーなどを育成する

介護専門の養成学校が要請できないかとの構

想でございます。次代を見据えての構想提案

でありますけれども、何か難しい高度な資格

を取るためのものではなく、若者の育成と雇

用対策として、また地元の若者の定住のみな

らず、県内外からも介護を目指す学生たちが

介護現場での体験学習もできるような介護専

門学校の誘致の要望の構想ということでござ

います。 

 ２つ目の提案では、構想案としてリハビリ

テーションセンターの誘致の構想でございま

す。これも内灘住民の病後患者のみならず、

県内外からリハビリに来られても、より多く

の方々の収容可能な規模の施設をとのことで

ございます。また、スポーツ科学医療から見

た専門的なリハビリ施設や高齢者の方々の予

防医学の立場からのリハビリも含めて広く対

応ができ、また町の美しい眺望や環境にも配

慮され、宿泊施設の整った本格的なリハビリ

テーションセンターを望まれての構想でござ

います。 

 先日も国会で、災害時での緊急医療対策と

してベッド数1,000床の病院船の導入も検討

をされておりました。そこまでとは言わなく

ても、いざというときの大災害では、緊急介

護支援や緊急避難所としての活用もできる防

災機能が整った施設をとのお話でございます。 

 また、そこでは介護を目指す学生たちの実

践、実習の現場ともなり、働きながらの体験

学習も可能となってくることが考えられます。

興味深い構想としてお聞きをしたところでご

ざいます。 

 こういった町民の声からの要望については、

どのように考えられるでしょうか。特に今ほ

どから申し上げておりますＰＰＰ／ＰＦＩを

活用しての構想案として、実現性は高いよう

に感じますけれども、この辺のご見解をお示

しください。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの質問に

お答えしたいと思います。 

 今ほどの介護専門の養成学校及び宿泊機能

を整えたリハビリテーションセンターの誘致

ということで、町民からご要望があるという

ことでありました。今ほどの藤井議員の質問

で初めてお聞きしたということであります。 

 このほかにも私どもにも町民からの要望、

あるいは企業からの提案、構想は幾つも町に

届いているものがあるわけでございます。さ

まざまな施設等の拡充によりまして、公共サ

ービス及び民間事業者のサービスが充実をす

るということは、生活者にとってサービス利

用の選択肢がふえて大変喜ばしいことだと、

このように思っているところでございます。 

 しかしながら、現段階で具体的にその施設

の規模や経営主体あるいは立地場所等を聞い

ているものではございませんし、さまざまな

課題や実現性の可否も十分検討する必要があ

ると、このように思っているところでござい

ます。 

 町民の要望や民間事業者からの事業提案に

つきまして、事業概要をよくお聞きをし検討

しなければならないものと思っているところ

でございます。 

 今後も新しい公共の分野におきまして、企

業と行政とが協働での事業実施や、今ほども

お話ありましたＰＰＰやＰＦＩを活用しての

整備手法を進めて、協力体制をとっていくこ

とは大切なことであると、このように思って

いる次第でございます。 
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 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 ６番、藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 こういった町民から

の構想案や提案は、今ほど町長からもお話が

ありましたように、町にとっては貴重な財産

であり、また大事な宝ともなってくるという

ようなふうにお聞きしたわけでございます。

ぜひともそういった大切にするというお気持

ちを大切にしていただきたいと、このように

思うわけでございます。 

 今回、私からのＰＰＰ／ＰＦＩにおける質

問の趣旨といたしましては、町の制度として

の民間事業者による提案制度を実現し、また

民間資金などを活用するための事業推進会議

を創設することがコンセッション方式であり、

その方式の活用はＰＰＰを大きく推進される

とのことからの質問でございました。 

 ここで再度、国交省からの制度改善提案の

中では、ＰＰＰの総括テーマが示されており

ます。その原文をそのままここで紹介をさせ

ていただきますと、「出来ない理由を挙げる

のでなく、出来るために何を変える必要があ

るのかまで踏み込んだ積極的な議論を行う」

と、このように明文化されているわけでござ

います。 

 ここで最後の質問となります。今のＰＰＰ

の総括テーマについて、プロジェクトの推進

ということからどのようなお考えを持たれる

でしょうか、お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの質問に

お答えしたいと思います。 

 今後、町財政はますます厳しくなっていく

わけでありますが、しかしながら町では、こ

れまでも皆さんにお話ししているとおり、消

防庁舎の建設、あるいはほのぼの湯の移転建

築、そして総合公園第３次拡張などでの体育

館、グラウンドの整備、そして福祉センター

跡地での宿泊施設をどうするか。そして、白

帆台商業施設でどんな形で企業誘致をするの

か。そして、北部開発をこれからどうするの

か等々、さまざまな形で各種公共施設の整備

や新規事業の展開、実施をしていかないかん

ということであります。 

 その流れの中で、今ほどのＰＰＰ、官民パ

ートナーシップの考え方は時代に合ったもの

であり、今後さらに広がっていくものと思っ

ているところでございます。 

 行政が指示をし、民間が作業するというこ

れまでの考え方を改めまして、行政と民間が

ともに考え、行動する、よりよいパートナー

シップをつくっていけるように多面的に研究

をしていきたいと、このように思っていると

ころでございます。 

 ぜひ、藤井議員からもご協力賜りますよう

よろしくお願いしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 答弁が終わりました。

よろしいですか。 

○６番【藤井良信君】 はい。ありがとうご

ざいました。 

○議長【夷藤満君】 １番、太田臣宣議員。 

   〔１番 太田臣宣君 登壇〕 

○１番【太田臣宣君】 議席番号１番、太田

臣宣です。 

 傍聴席の皆様におかれましては、早朝より、

また足元の悪い中、多数傍聴いただきまして

まことにありがとうございます。 

 平成23年第４回内灘町議会定例会において

一般質問の機会を得ましたので、通告に従い

一問一答方式で質問をさせていただきます。 

 今回、私のほうからは、内灘中学校に新し

い部活動を発足させることと地区公民館をコ

ミュニティの場所にすることについて、そし

て鶴ケ丘５丁目バス停付近の歩道にガードレ

ールを設置することの３点を質問させていた

だきます。 

 町長並びに関係部課長には、わかりやすく

簡潔明瞭なご答弁をよろしくお願いいたしま

す。 
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 １点目の質問は、内灘中学校に自転車、ト

ランポリン、空手部を新たに発足させてはど

うかという質問であります。 

 内灘町にはスポーツ少年団が22団体あり、

500名以上の子供たちが各競技で活躍してい

ます。また、その子供たちが中学校に進み、

内灘中学校の多くの部活動においても優秀な

成績をおさめています。スポーツ少年団の中

でも、空手やトランポリンは大変優秀な成績

をおさめており、その子供たちが中学校で競

技を継続したくても部活動がない。そういっ

た中では、今まで一生懸命取り組んできたス

ポーツ競技がそこで途切れるのではないでし

ょうか。また、トップスポーツを目指す子供

たちの夢や希望を摘んでしまわないように考

えていく必要があると思っております。 

 今、しっかりと検討し、子供たちが大きく

なっても地域スポーツ、生涯スポーツとして

継続してスポーツができる環境を整備してい

くことが町の使命ではないでしょうか。 

 もう一つ、町の特色あるスポーツ、自転車

部の設置についても検討する必要があると思

っております。 

 近年、自転車がブームとなり、親子でサイ

クリングをしたり、競技ばかりではなく気軽

なスポーツとして自転車を取り入れる人が増

加してきております。 

 内灘町では自転車競技場を有しており、ま

た指導者の面においても自転車競技経験者や

県連盟の関係者が多数おり、他町にはないす

ばらしい環境が整っています。このすばらし

い環境を、また自転車の町として発信してい

くためにも、内灘中学校に自転車部を創設し、

子供から大人まで生涯スポーツとして取り組

めるように検討していただきたいと思ってお

ります。 

 スポーツ競技の継続性を持たせるためにも、

現在、内灘中学校にない部活動の創設につい

て町はどのように考えているか、まずお聞き

したいと思います。答弁よろしくお願いいた

します。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平教育次長兼学

校教育課長。 

〔教育次長兼学校教育課長 長丸一平君 登壇〕 

○教育次長兼学校教育課長【長丸一平君】 現

在、内灘中学校にはスポーツ少年団にあって

中学校の部活動にない種目が幾つかあります。

平成23年第１回定例会で夷藤議員からの自転

車部の創設をとのご質問にもお答えしました

が、現在、内灘中学校の部活動は、体育部が

13競技、男女合計22種目、文化部は８つの部

があります。合計30の部活動があります。そ

して、全教職員が顧問または副顧問として指

導に当たっております。 

 部活動の種類がふえることにより、顧問が

手薄になる部活動が出ることが予想され、そ

れ以上、部活動をふやすことは、顧問の配置

計画上難しいことがまずあります。 

 また、これまで中学校の部活動の種目に取

り入れられてこなかったのは、中学校体育連

盟の競技種目にないことが大きな理由であり

ました。中学校体育連盟の種目にないという

ことは、日ごろの練習の成果を発揮する場も

少なく、練習のみの日々であり、継続して練

習していく意欲を失っていく懸念があるから

であります。そして、やはり危険を伴うよう

な競技種目については、中学校体育連盟の種

目とはならないということであります。 

 そういったことから、これらの競技種目を

新しい部として取り入れることは、まだまだ

課題があることではないかと考えております。 

 なお現在、小学校で空手を行っている子供

たちにつきましては、中学校になってからは

空手道協会と一緒に練習を行っており、トラ

ンポリンにつきましては学校外のサークルな

どで活動しているのが実情でございます。 

○議長【夷藤満君】 １番、太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 今ほど顧問不足、危

険なスポーツということでありました。 

 中学校体育連盟に競技種目がないという理
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由でなく、この内灘町からスポーツの町内灘

として全国に発信していくことが町のＰＲに

もつながってまいります。どうしても部活動

新設が難しいということであれば、愛好会で

もサークルでもできないか。また、顧問、指

導者不足ということであれば、外部から指導

者を受け入れる考えは町にはないのか、お伺

いしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平教育次長兼学

校教育課長。 

〔教育次長兼学校教育課長 長丸一平君 登壇〕 

○教育次長兼学校教育課長【長丸一平君】 た

だいまの部活動がないなら愛好会やサークル

ができないかというご質問でございます。 

 現在、中学校以外の外部のスポーツクラブ

や教室等で活動している生徒はたくさんおり

ます。先日の新聞にも掲載されていましたよ

うに、内灘中学校２年生の小松せえはさんは、

12月３日からモスクワで開催されます第１回

ワールドユース空手選手権の中学校女子55キ

ロ級に日本代表として出場することが報じら

れておりました。彼女も極真空手内灘支部で

活動しており、優秀な指導者のもと練習し、

技術が向上していった成果からであるかと思

います。 

 そういったことから、学校と地域が連携し、

学校にない競技があれば地域の団体が指導、

運営するクラブや教室で中学生が活動するこ

とで、スポーツの継続性が図られるのではな

いでしょうか。地域にそういったクラブや教

室があるようであれば、学校でも希望する生

徒の募集、啓発に協力したいと思っておりま

すので、ご理解願いたいと思います。 

 それから、外部の指導者が活用できないか

とのことでありますが、部活動のできる体育

施設も飽和状態であることから、地域の活動

の中でお願いできないかなと思っております。 

○１番【太田臣宣君】 今ほど地域の活動の

場所でというご答弁もいただき……。 

○議長【夷藤満君】 挙手の上、発言願いま

す。 

○１番【太田臣宣君】 申しわけありません。 

○議長【夷藤満君】 １番、太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 今ほど地域の中でと

いうことを答弁いただきました。９月定例会

での私の質問で、サッカー場や体育館を整備

し、スポーツでの交流人口拡大や大会誘致に

向けた前向きなご答弁をいただき、町のスポ

ーツに対するしっかりとした考え方をお聞き

しました。 

 そういったことも踏まえ、競技によっての

継続性という格差、それを是正するためにも

今後の町の取り組みを示していただきたいと

思っております。もう一度お伺いしたいと思

います。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平教育次長兼学

校教育課長。 

〔教育次長兼学校教育課長 長丸一平君 登壇〕 

○教育次長兼学校教育課長【長丸一平君】 競

技によって継続性という格差を是正せよとい

うご質問であったかと思います。 

 陸上競技や水泳競技は、中学校にはありま

すが少年団にはございません。また、トラン

ポリンや空手は少年団にありますが中学校の

部活動にはない状態であります。 

 小学校、中学校、高校、大学、そして社会

人までスポーツを継続できる環境を整えるこ

とは非常に難しいことかなと思っております。

この問題を解決できるのは、豊かな人脈を持

っておられるそれぞれの体育協会の皆様では

ないかと考えております。体育協会と中学校

の部活動の顧問や学校長が話し合いの場をも

っと持って、また内灘高校や金沢医科大学も

含め、課題などを議論していくことが必要で

あると考えております。 

 そういったことから、学校現場の先生方が

体育協会関係者と相談しながら検討していき

たいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 １番、太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 体協なりと検討して
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いただけるということでありました。 

 スポーツの継続性、生涯スポーツについて、

今後しっかりと町のほうも続いてしっかりと

検討していただきたいと思っております。 

 次の質問に移ります。 

 ２つ目の質問は、医科大通りの鶴ケ丘３丁

目の松の木を伐採したところにガードレール

設置をという質問であります。 

 鶴ケ丘４丁目の信号機付近より南は、歩道

の道路側にはウバメガシが植樹され、歩道の

裏側にはガードパイプが現在設置されており

ます。しかし、鶴ケ丘３丁目の松の木を伐採

したところには、現在、ガードレールやガー

ドパイプといった安全対策が施されておりま

せん。特に鶴ケ丘５丁目のバス停付近の歩道

については、裏側は急斜面となっており、自

動車事故によっては車が転落する危険が伴い

ます。また、その歩道は自転車も通行可能と

なっており、同様に危険だと思われます。 

 町並みの景観等も踏まえ植樹か植林を考え、

ガードレールやガードパイプ等の安全対策を

早急に設置するように求めます。 

 執行部におかれましては、どのような思い

があるのか、お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 ただいま

のご質問にお答えいたします。 

 医科大通りの鶴ケ丘５丁目バス停付近東側

約150メーターの区間は、鶴ケ丘３丁目住宅地

との間に約４メーターのがけがあります。そ

のがけには、昭和50年代に植栽した松苗が大

きく育ち松林となっていたため、道路とその

がけの間にガードレールを設置しておりませ

んでした。松葉が海からの風で民家の屋根に

落ち雨どいが詰まるなど、長年ご迷惑をおか

けしておりました。 

 一昨年、町と町会が話し合い、３カ年計画

で松をすべて伐採することにいたしました。

松の伐採は既に完了し、年内にはカイヅカイ

ブキを1.5メーター間隔で植栽いたします。 

 交通事故が起きれば、車がカイヅカイブキ

を突き破り、がけから転落するおそれがあり、

運転手等の人命や道路下の住宅に被害が及ぶ

可能性もあります。早急にガードパイプを設

置したいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 １番、太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 ありがとうございま

す。早急に設置することをお願いし、３つ目

の質問に移ります。 

 ３つ目の質問でありますが、地区公民館を

コミュニティの場へという質問です。 

 内閣府が発表した2011年度版高齢社会白書

によると、2010年10月１日時点で65歳以上の

高齢者人口は2,958万人で、総人口に占める割

合は23.1％と発表されました。 

 高齢者人口は、1947年から1949年生まれの

団塊の世代、65歳以上になる2015年には3,000

万人を超え、75歳以上の後期高齢者となる

2025年には高齢化率が30.5％に達すると推計

されています。内灘町においても着実に高齢

化の波が近づいていると考えても不思議では

ありません。 

 また、車社会の進展や生活の利便性など生

活様式の変化につれ、人と触れ合う機会が減

少し、精神的ストレスが増大するなど心身の

健康にも大きな影響を与えているものと考え

ます。 

 このような中、高齢者世帯の孤立化を防ぐ

ためにも、町の社会福祉政策のあり方が必要

となってきます。 

 内灘町には17町会に公民館が設置されてお

り、地区公民館がその核となりコミュニティ

を形成していくことが今後ますます重要とな

ってくるものと思われます。 

 近年の高齢化社会を迎えて、高齢者の公民

館の利用実態はどのようになっているのか、

まずお聞きしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 島田睦郎生涯学習課長。 

   〔生涯学習課長 島田睦郎君 登壇〕 
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○生涯学習課長【島田睦郎君】 太田議員お

尋ねの高齢者の公民館の利用実態についてお

答えをさせていただきます。 

 近年、高齢化や核家族化が進みまして、ひ

とり暮らしの高齢者または高齢者のみの世帯

が増加する中で、高齢者の孤立化を防ぐ仕組

みづくりが喫緊の課題となってまいります。 

 そこで、最も基本となる地域コミュニティ

の持つ役割が大きくなるものでありますが、

その点、当町では町内の17区町会すべてに公

民館を設置しており、地域住民の教養の向上、

健康の増進など生活に根差した生涯学習や地

域コミュニティの拠点として整備されており、

活用されております。 

 こうした公民館における高齢者の利用状況

についてでありますが、それぞれの公民館で

の催し物や内灘町社会福祉協議会のいきいき

サロンなどの行事のほか、主に各種教室やサ

ークル活動などで多くの高齢者の皆様に定期

的にご利用いただいておるものでございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 １番、太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 現在、定期的に利用

されているということでありました。 

 せんだって、文教福祉常任委員会で私ども

沖縄県那覇市の社会福祉協議会へと視察へ行

ってまいりました。視察の内容は、地域の支

え合いマップを作成したときの経緯と現在の

活動についてということで勉強してまいりま

した。那覇市社協では、つながりの深さを基

本に、民生児童委員や健康福祉ボランティア、

また地域の住民や商店が参画して、高齢者世

帯やひとり暮らし世帯を把握して地図を作成

し、また本人が主体となり参加できるように

場所を提供してサロン的に集える環境を整備

したとのことでありました。 

 近い将来、内灘町においても支え合いマッ

プが必要となってくると思われます。そうい

った中、内灘町には各地区に公民館があり、

だれでも集える居場所があります。公民館の

和室を週何回かでも開放し、高齢者がふだん

から集えるような公民館になるように、また

６月の定例会でも質問させていただきました

が、子供たちが安全に集えるように施設を改

修し、子供から高齢者まで集える環境を整備

していくことが次の世代へとコミュニティを

つなげていくこととなります。 

 世代を超えて触れ合える場として、地区公

民館の周知啓発を行い、またモデル公民館を

設置できないかどうか、最後にお尋ねします。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 太田議員の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 私からは、地区公民館をコミュニティの場

へという、そのうちの高齢者から子供まで世

代を超えて触れ合える場としての地区公民館

の周知啓発を行い、モデル公民館を設置でき

ないかと、そんな質問にお答えしたいと思い

ます。 

 議員ご承知のとおり、我が国では高齢化社

会の進展は予想をはるかに超えるスピードで

進んでいるということでありまして、本町の

高齢化も同様であると、こんなふうに思って

いるところでございます。 

 今後、本町のひとり暮らしの高齢者あるい

は高齢者のみの世帯が相当な勢いで増加して

くるものと予測をいたしておるわけでござい

ます。 

 そうした中で、高齢者が社会とのかかわり

を希薄化し孤立化するようなことがあれば、

それは人間が生きていく上で欠くことのでき

ない社会的なきずなを失うことになり、同時

にそれは内灘町にとっても安心して住み続け

ることのできる町としての機能を、さらには

魅力を失うことになり、そうした事態は何と

してでも避けなければならないと、このよう

に考えているところでございます。 

 すべての子供や高齢者が安心して暮らし続

けられる地域コミュニティの構築は、まちづ
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くりの根幹的な課題でありまして、子供や高

齢者の暮らしやすさの度合いはその町自体の

魅力度をあらわすバロメーターであると、こ

んなふうに言われているところでございます。 

 太田議員ご質問の子供たちから高齢者まで

が世代を超えて交流できる公民館環境の構築

をとの件につきましては、私も議員と同様に

考えておるところでございまして、幅広い世

代の利用についてその周知の徹底と、もしそ

ういった広範な世代の利用を阻害している要

因があるならば、地区公民館と話し合ってそ

の解決が必要であると、このように思ってお

るところでございます。 

 ご提案の世代を超えて触れ合える公民館の

開放事業の運営形態につきましては、地域の

人々の広範な利用の持続性や地域コミュニテ

ィの核としての公民館本来の性格を考えます

と、それは各地区公民館での文化祭のように、

地域住民の皆様によって自発的に企画をされ、

自主的に運営される、そういった形態をとる

のが一番だとこのように思っているところで

ございますし、その上で町行政が環境整備な

どについて足らざる点について可能な限り支

援すると、こういった形態がふさわしいんで

はないかと思っているところでございます。 

 今後、各地区公民館に対しまして教育委員

会を通じて働きかけをするなど、具体的な協

議を進めていきたいと思っているところでご

ざいます。 

 なお、モデル公民館の設置につきましては、

地区公民館との話し合い、協議の中で、その

可能性を見きわめ、しかるべき公民館があり

ましたらその公民館と連携して、パイロット

事業の実施を検討してまいりたいと、このよ

うに思っているところでございます。 

 いずれにいたしましても、公民館を地域づ

くりの核としてまちづくりを進めてきた本町

のすぐれた持ち味を十二分に発揮をし、地域

の人と人とのきずなづくりを大切にしたまち

づくりに今後とも努めてまいりたいとこのよ

うに思っていますので、よろしくお願いした

いと思います。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 １番、太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 町長、ご答弁ありが

とうございました。 

 前向きにまた公民館をモデル公民館として

できれば、それからまた一つずつ広がってい

くかなと思っておりますので、今後もしっか

りとご検討していただきたいと思います。 

 以上で私の質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川悦子議員。 

   〔８番 北川悦子君 登壇〕 

○８番【北川悦子君】 議席番号８番、日本

共産党、北川悦子です。 

 一問一答方式で行います。 

 12月８日、1941年、アジア太平洋戦争の開

戦からちょうど70年。広島、長崎に原爆が落

とされるまで戦争をやめませんでした。３年

８カ月後の45年８月の敗戦まで、多くの国民

が犠牲になり、国内の主要な都市は空爆など

で焼き尽くされました。戦争がなぜ起こった

のか。どんな戦争だったのか。二度と繰り返

してはならない。戦後66年、日本がみずから

戦争を引き起こすことがなかったのは、焼け

跡の中で、不戦を誓う憲法９条、戦争を放棄

した憲法と、戦争はもうたくさんだという悲

惨な経験から、運動、世論となってきたため

ではないでしょうか。次世代を担う子供たち

に、戦争、平和、そして憲法９条の大切さを

伝えていかねばと思っております。 

 質問に入らさせていただきます。 

 介護保険について。 

 皆さんからよく介護保険料が高過ぎる、保

険あって介護なしとか、その反面、週に数回、

デイサービスや一定時間のヘルパー訪問のお

かげで、何とか在宅生活が成り立っている利

用者、家族の方々も多くいます。最近では、

介護難民の相談もふえてきているのではない
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でしょうか。 

 国会では、介護保険法改定が６月に成立し

たことを受け、2012年度、来年度から介護保

険の制度が変わってきます。市町村の判断で

介護予防・日常生活支援総合事業を創設でき

ること。また、24時間対応の定期巡回・随時

対応型訪問介護看護、２種類の在宅サービス

を組み合わせる複合型サービスの創設、介護

職員のたん吸引や経管栄養などの医療行為を

可能にする。大変なことです。介護療養病床

の12年３月末の廃止期限を６年間延長。また、

財政安定化基金の取り崩しを可能にすること

などが挙げられております。 

 平成26年度までの３年間の要介護認定者の

推計値をみますと、要介護４と５の方は、23

年度は161人、26年度になりますと201人と、

推定でありますがふえております。施設・居

住系サービス利用者数は、23年度では245人、

26年度では240人となっております。 

 そこでお尋ねいたします。第５期事業計画

の中で、現在も待機者のある特別養護老人ホ

ーム増設等の計画があるのかどうか、お尋ね

したいと思います。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 北川悦子議員の質

問にお答えしたいと思います。 

 今ほどご質問がありました第５期事業計画

の中に特別養護老人ホームの２期目といいま

すか、２つ目の施設が計画にあるのかという

ことでありましたが、現在、検討しながらこ

の第５期介護保険事業計画を今策定中であり

ますが、現在のところは特別養護老人ホーム

の２つ目の施設ということについては考えて

いないところでございます。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川議員。 

○８番【北川悦子君】 現在でも待機者があ

るということで、９月議会のときには恩道議

員に対してケアホームというようなことで、

計画の中にもケアホームをという１カ所とい

うようなことも挙げられておりますので、そ

ういう中でいろいろ考慮されていかれるのか

なというふうには思っておりますけれども、

いずれにしましても24時間対応ということで

ありましても、本当にその方が住みなれた地

域の中で過ごしていくのがいいのか、施設の

中で過ごしていくのがいいのかというところ

は、その方と家族の方とかいろんな方の思い

があるかと思いますが、いずれにしましても

そういう中でサービスが受けられるような環

境をぜひつくっていっていただきたいと。 

 だれもが年を重ねていくわけですので、そ

ういう点でぜひ、今も待機者のある特養老人

ホームということも一つ選択肢の中に入れて

いただいて、していっていただきたいと思い

ます。 

 またさらにもう一つ、2012年４月以降、国

費による介護労働者の処遇改善交付金が継続

されずに、介護報酬の引き上げで対応する方

向も示されています。ということは、介護保

険料、こちらのほうに上乗せされてくること

が考えられます。 

 町は介護保険料見直しにどういうふうに、

来年度からの介護保険料見直しに対して引き

上げが心配されておりますが、町の考えを伺

いたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの北川議

員の質問にお答えしたいと思いますが、介護

保険料についてどんな考えを持っているのか

ということであります。 

 第５期の介護保険料の改定につきましては、

現在、本町の介護保険事業計画策定委員の皆

さんによってご審議をいただいている最中で

ありまして、保険料の算定に当たりましては

国の方針等に基づきまして、県の財政安定化

基金及び町の介護給付費準備基金を負担軽減

の財源として活用していただきまして、でき

る限り保険料の引き上げ抑制に努めていきた
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いと、こんなふうに思っているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川議員。 

○８番【北川悦子君】 今ほど町長から答弁

いただきました県の財政安定化基金の取り崩

しと、また町の準備基金残高、23年度見込み

では4,854万3,000円ぐらいになるかと思いま

すが、そういう取り崩しで可能な限り引き上

げを抑えていきたいということでありました。 

 本当に厚生労働省の課税標準額を見ていま

しても、2008年度から2010年度まで、石川県

の場合ですと所得が15.8％も落ち込んでいる

という現実からいきましても、やはりこれ以

上の介護保険料が上がっていくということは、

ますます介護保険料を払っても介護利用はで

きないというような状態に陥っていくかと思

います。 

 本当に苦しいというのが現実であります。

介護保険料、65歳からになりますと年金から

天引きされてしまい、介護保険料を払っても

利用を週３回認定されていても我慢して１回

使うか使わないかという方も出ていらっしゃ

るかと、現実あるかと思います。 

 どうか保険料の引き上げに対しましては、

そういう町民の皆さんのことをよく考えてい

ただいて、県、国への財政安定化基金の取り

崩し等を要望していっていただきたいという

ことを再度お願いしたいと思いますが、いか

がでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 北川議員の質問に

お答えします。 

 今ほども申し上げましたように、県の財政

安定化基金及び町の介護給付費準備基金を負

担軽減の財源として活用していくということ

でありますから、今ほど町民の皆さんの生活

実態について申されました。私どももそうい

う話もよく伺っているわけであります。 

 そんなことも勘案しながら、なるべく引き

上げについては抑制していきたいと、このよ

うに思っているところでございますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川議員。 

○８番【北川悦子君】 再度、介護保険料の

引き上げに対して本当に慎重に引き上げをし

ないという構えで対処していっていただきた

いというふうにお願いしたいと思います。 

 次にもう一つ、今回の法改定で危惧してい

ることは、市町村の判断で介護予防・日常生

活支援総合事業を創設できるということにな

っております。介護予防・日常生活支援総合

事業を導入するかどうかは町の判断で決める

ことができます。 

 現在、要支援１、要支援２の方は予防給付

として介護者に対する介護給付に準じて全国

一律の基準によって質が保たれ、利用料も１

割負担で、ヘルパーによる家事援助や介護事

業者のデイサービス、短期入所などのサービ

スが提供されてきましたけれども、今回の総

合事業によるとサービス提供は内容も料金設

定もすべて市町村任せになる上、サービスの

担い手も必ずしもプロの保証はなく、ボラン

ティアなど多様なマンパワーを活用するとさ

れております。 

 さらに問題なのは、総合事業は介護保険本

体とは別枠の地域支援事業の一環とされて、

その費用には介護給付費の３％以内という上

限がつけられています。 

 現在、町では要支援１と２の方は、22年度

では127人、23年６月では142人となっていま

す。第５期事業計画の中で、必要な介護サー

ビスを保障するために、総合事業を導入しな

いように私としては求めていきたいと思いま

すが、町の考えを伺います。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 私から、議

員ご質問の総合事業についてお答えいたしま
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す。 

 介護予防・日常生活支援総合事業につきま

しては、平成23年６月に公布されました介護

サービスの基盤強化のための介護保険法等の

一部を改正する法律に基づき創設された事業

でございます。この事業につきましては、要

介護認定におきまして軽度の要支援という認

定を受けた方に対し、従来の訪問介護や通所

介護などの介護予防サービスにかえ、配食サ

ービスや安否確認など生活支援サービスなど

を総合的に提供する事業として、平成24年４

月１日から施行するものでございます。 

 また、事業実施に際しましては、対象者の

心身の状態などに応じて従来の介護予防サー

ビスを提供するのか、それとも今回の新たな

総合サービスを利用するのかは、議員さんが

おっしゃったとおり市町村が判断するものと

なっております。しかし、制度上は本人の意

向を最大限に尊重することを基本としており

ますので、決して総合サービスを町が強要す

るものではないという認識をしております。 

 したがいまして、内灘町における総合サー

ビスの実施につきましては、現時点では考え

ておりませんが、今後、国、県の動向と他市

町の取り組み状況などを注視してまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川議員。 

○８番【北川悦子君】 現在は総合サービス、

町としては考えていないということでありま

すが、今後ということもありますので、ぜひ

だれもが老いていくことでありまして、安心

してこの町で老いることのできるように、介

護保険料の引き上げ、またサービスは切り捨

てられることのないように町として努力をし

ていっていただきたいということをお願いし

て、次の質問に移らさせていただきます。 

 暮らし・福祉の相談窓口をぜひ設けていた

だきたい。 

 町民にとり、役場の存在はまだまだ近寄り

がたい存在の方が多いのではないでしょうか。

年に一度、役場へ来庁する機会があるかどう

かという方もいらっしゃいます。 

 役場からは一方的に書類が送られてきて、

意味がわからずに放置してしまうと、申請に

より負担を軽減できたのにさかのぼりができ

なかったというような話をお聞きしたりいた

します。また、窓口で相談したけれども、で

きませんと言われた、納得できないというよ

うな相談を受けたりもしております。 

 町民にとっては心を悩まし、大変な覚悟で

出向かれて役場へ行っていらっしゃる方もい

らっしゃるかと思います。 

 一方、役場のほうでは、現在、ワンストッ

プ体制で一つの手続から関連する担当者が入

れかわり対応してくれて随分助かっておりま

す。また、高齢で目が不自由だという方、手

が震えて書きづらいという方、町の方が代筆

をしてくださって本当に助かったという声も

聞いております。内灘町の規模だからできる

温かいサービスではないでしょうか。 

 こうしたサービスを生かしながら、一歩進

めていただいて、暮らし・福祉の相談窓口を

創設できないでしょうか、お尋ねしたいと思

います。 

○議長【夷藤満君】 出川常俊総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 暮らし・福祉の

相談等は、町民生活課に設置してあります相

談窓口を通じまして関係各課との緊密な連絡

体制のもと、それぞれを所管する担当者がそ

の相談窓口に出向くワンストップ体制を築き

まして、日々多様な相談に対応しているとこ

ろでございます。 

 現在、町民生活課で設置してあります町民

の各種相談に関する窓口について、今後とも

わかりやすい案内掲示に心がけていきたいと

存じます。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川議員。 

○８番【北川悦子君】 現在、そうですね、
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窓口のほうへ行けば相談に応じていただいて

おりますが、どこへ行ったらいいかわからな

いというような場合もありますので、ぜひ各

年金課とかそれぞれの窓口じゃなくて、総合

的に一括で受けられるようなところもぜひ創

設していただけられないでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 出川常俊総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 町民の方々から

各種相談に関する窓口は町民生活課が所管を

するということになっております。そこでの

相談のその掲示をよりわかりやすく庁舎へ来

る人に案内掲示をすることによって、その辺

を改善をしていきたいと、そう思っています。 

 よろしくお願いします。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川議員。 

○８番【北川悦子君】 現在、庁舎の案内の

方が一番窓口のほうにいらっしゃいますね。

その方たちも生かしながら、どこへ行ったら

一番いいのかというようなところをしていた

だきたいと思います。 

 私の思いとしては、現在、職員同士で見落

としがちなケースなんかもあったりするかと

思います。苦労して見つけた制度とか、喜ば

れたケースなど、町としてはどんな形で共有

しているのでしょうか。あの方にはお尋ねし

たときにはわからなかったけれども、この方

だとこういうふうに丁寧に教えていただいて

納得できたとかいうことなんかもあるかと思

います。そのような点ではいかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 出川常俊総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 現在、相談を受

けましたその内容については記録を保管しま

して、関係職員で情報を共有しまして、類似

の相談等の参考にいたしております。 

 今後とも個人情報の保護に十分に配慮しな

がら、その相談内容が日々の業務に生かせる

よう情報共有のあり方について研究をしてい

きたいと、そう思っています。 

 そして、今ほど議員のほうからもありまし

た総合案内の業務ですけれども、総合案内の

業務につきましては来庁された方の動きがよ

り見やすいそういう席に移動しまして、そし

て来庁された方に職員が積極的に声をかけ案

内するよう、より一層努めていきたいと思い

ます。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川議員。 

○８番【北川悦子君】 最近は本当に障害者

自立支援法にしましても、子ども手当にいた

しましても、介護保険制度等にいたしまして

も、制度が本当に変わりまして、見直しも多

い中、町民も職員も大変だと思います。だか

ら、こんな大変だからこそ経験の深い、根を

おろした方に相談窓口専用になっていただい

て、相談窓口の創設をぜひしていただきたい

ということを再度お願いをいたしまして、次

の質問に移させていただきたいと思います。 

 次に、住宅の改修工事費等補助金制度につ

いてお尋ねしたいと思います。 

 内灘町耐震改修促進計画によりますと、阪

神・淡路大震災の被害者の約９割は住宅の倒

壊などにより命を奪われ、昭和56年以前の建

築物、いわゆる新耐震基準以前の建物に大き

な被害が出ていることがわかったと記され、

大地震から命、財産を守るには住宅・建築物

の耐震化が効果的であり、住宅・建築物が倒

壊しないようにすることは多くの生命や財産

を守るために有効かつ効果的な方法であると

記されています。 

 住宅の耐震化率は、平成18年度末で73％で

あり、平成27年度末までの９年間で90％にす

る目標が掲げられていますが、５年間近く経

過した現在の住宅の耐震化率はどれだけ上昇

したのでしょうか、お尋ねします。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 ただいま

のご質問にお答えいたします。 

 耐震化率の５年近くの推移ということです
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けれども、先ほど議員がおっしゃいました18

年度の調査以来、まだしておりません。 

 私どもとしましては、建てかえとかそうい

ったものが進み、耐震化率は上がっておると

は想定しておりますけれども、５年経過する

23年度末の耐震化率について今後調査して、

27年度の90％の目標に近づくよう、データと

してそんな調査を今後24年度に実施したいと

考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川議員。 

○８番【北川悦子君】 内灘町耐震改修促進

計画によりますと、計画の進捗状況に合わせ

て検証し、目標や計画内容を見直すとも書か

れています。 

 現状を知らなければ、目標を達成するため

に耐震化の取り組みも実施もできないと思い

ますので、くどいようですが町民の生命、財

産を守るために現状の把握をぜひお願いした

いと思います。 

 ところで、内灘町既存建築物耐震改修工事

費等補助制度が平成21年１月に創設され、耐

震改修で一般地区は補助率３分の２、限度額

50万円、重点地区補助率３分の２で70万円と

なっています。 

 また、ことしの４月１日からは、木造住宅

の耐震診断に要する費用の４分の３、限度額

９万円の補助も実施されていますが、補助を

受けようと調べた方から、とても使いにくく

て難しいというような声が寄せられました。 

 今まで何名の方が補助制度を受けられたの

でしょうか、お尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 ご質問に

お答えいたします。 

 私どもは、その耐震改修工事の補助制度が

使いにくいというそういったことを聞いたこ

とはございません。しかし、平成20年から現

在までの内灘町でのこの補助制度の活用はゼ

ロ件、活用されたことはない状況となってお

ります。 

 今後は、制度の周知の徹底を図るとともに、

ホームページでも広報でも掲載はしとるんで

すけれども、さらに周知を徹底したいと思い

ますし、また近隣市町の制度も研究いたしま

して、この補助制度の利用促進につなげてま

いりたいと思います。 

 内灘町は、県内の耐震化率に比較いたしま

して高い状況となっております。そういった

ことも踏まえ、24年度に調査し、今後の対策

を考えながら目標に向かって進めていきたい

と、そのように考えております。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川議員。 

○８番【北川悦子君】 使いにくいというよ

うな相談も上がっていないというようなこと

でありましたけれども、ただ、ゼロ件である

ということにもあらわれているように、その

前に皆さん調べられて、どこかに使いにくい

というようなことがあるのではないでしょう

か。 

 また、耐震改修促進計画の中では、耐震化

に向けて相談窓口の充実を図り、住民のあら

ゆる相談に対応、相談できる環境整備を目指

し、相談体制の強化を図っていくというふう

になっています。相談体制はどのように強化

され、相談がまた上がっているのでしょうか。

もしあればお尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 相談につ

きましては、都市建設課のほうで相談を受け

付けをしております。 

 先ほども言いましたけれども、ホームペー

ジでの周知徹底でありますとか、制度の研究

をいたしまして利用促進につなげていきたい

と、そのように思っております。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひ周知も重ねて、

使いやすいという点でも研究をしていただき
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たいと思います。 

 以前、住宅リフォーム制度の創設をという

ことで一般質問させていただきました。今後、

研究、検討していくという答弁でありました

けれども、津幡町では12月議会で住宅リフォ

ーム助成制度を創設していくと町長が答弁し

ています。内灘町においても、町を活性化し

ていくためにも、町の業者にお願いをして、

安心のまちづくり、災害に強いまちづくりを

していく使いやすい方法を検討して、耐震化

補助にも拡大していくべきだと思いますが、

住宅リフォーム助成制度創設に対してはどの

ようにお思いでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 住宅リフ

ォーム助成制度についてお答えいたします。 

 この制度につきましては、どのような目的

の住宅リフォーム助成制度がよろしいのか、

そういったものがどういったふうに町の活性

化につながるのか、これからも引き続き検討

をしてまいりたいと考えております。 

 津幡町の例を挙げられたんですけれども、

私どもも今後、県内の動向もあわせて注視し

ながら検討していきたいと、そのように考え

ております。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひ、顔の見える町

の業者の方たちを使って住宅をリフォームし

たいという皆さんの思いもあるかと思います。

研究をされて、早く住宅リフォーム助成制度

が創設されるように願って、次の質問に移り

たいと思います。 

 体育施設の使用料見直しについてお尋ねい

たしたいと思います。 

 ことしの11月11日、内灘町体育施設使用料

見直し検討委員会から、体育施設使用料につ

いての基本的な考え方及び使用料減免規定の

改定案を取りまとめ、答申されております。 

 平成22年、昨年の８月から答申を出される

まで１年５カ月間、12回の審議を重ねられ、

体育施設の利用状況、施設管理経費の調査、

町内スポーツ団体との意見交換など、町のス

ポーツ環境をよりよいものにするという視点

で協議されてきたとあります。大変なご苦労

があっての答申だと受けとめております。そ

の上で質問させていただきたいと思います。 

 平成17年４月、スポーツクラブプラッツう

ちなだが立ち上がり、10月に会報が創刊され

ております。理事長のあいさつの中で、2010

年までに各市町村において１カ所以上の総合

型地域スポーツクラブを立ち上げるようにと

文部科学省からの通達によって内灘町でもプ

ラッツうちなだを立ち上げ、県下で11番目に

立ち上がった。プラッツの会員数は2,000名と

県下一大きなスポーツクラブであることが紹

介されております。 

 また、町長は会報創刊に寄せて、子供から

高齢者まで、だれもが生涯を通して継続的に

スポーツに親しむことができるという理念が、

内灘町の生涯スポーツ振興にとどまらず、地

域全体の活性化につながっていくことを期待

すると記されております。 

 子供から高齢者まで、だれもが生涯を通し

て継続的にスポーツに親しみ、また楽しむこ

とができる理念に基づき、持続可能な環境で

なければなりません。 

 一番懸念されることは、体育施設使用料見

直しの中で、受益者負担の原則に基づき応分

の負担が生まれ、健康維持のためにスポーツ

に親しんでいた方等が減少してしまい、だれ

もが親しむことのできるスポーツから遠くな

るのではないかと思うことです。 

 このことについて町はどのようにお考えな

んでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平教育次長兼学

校教育課長。 

〔教育次長兼学校教育課長 長丸一平君 登壇〕 

○教育次長兼学校教育課長【長丸一平君】 ご

質問にお答えいたしたいと思います。 
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 使用料の見直しによって、一般の方でも健

康のために利用しているのが減るんではない

かというような質問の趣旨であったかと思い

ます。 

 現在、内灘町のスポーツ実施率でございま

すけど、平成21年度の調査でございますが、

町民２万7,000人に対しまして、ウオーキング

やゴルフなどを行っている人を含めまして

9,000人と推計されております。そのうち、本

町の体育施設を利用されている方の人口は約

2,000人であり、町民全体の約１割が体育施設

を利用しているという状態でございます。 

 １点目の質問は以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川議員。 

○８番【北川悦子君】 体育館使用は１割程

度であるから、そんなに影響はないというお

考えなのでしょうか。 

 無料であったからスポーツ人口もふえてき

たと思うのですが、現在、体育施設使用料見

直しで飽和状態になっている体育館が解消に

なるのでしょうか、その点もお尋ねしたいと

思います。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平教育次長兼学

校教育課長。 

〔教育次長兼学校教育課長 長丸一平君 登壇〕 

○教育次長兼学校教育課長【長丸一平君】 ご

質問にお答えします。 

 総合型地域スポーツクラブプラッツうちな

だに登録されている団体は、現在すべて無料

で体育施設を利用しております。そして、一

般の町民や家族連れの方がたまの日曜に運動

しようと思って行っても、定期利用の団体が

体育館をすべて利用しておりますのであいて

いないというのが現状であります。 

 これらを見直しすることによりまして、限

られた体育施設を有効活用して、これまで使

用できなかった町民の方々と定期利用で運動

してきた方々とのスポーツ環境の整備を行い

まして、スポーツ人口の拡大につなげていけ

ないかなというふうに考えております。 

 したがいまして、きっかけがあればスポー

ツをしたいと思っているような潜在的なスポ

ーツ人口の拡大をしまして、町民の生涯スポ

ーツの振興を図っていきたいと考えておりま

す。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川議員。 

○８番【北川悦子君】 各スポーツにもより

ますけれども、施設使用の頻度により、答申

にもあるように週３回までとかいうような取

り決めも必要になってくるかと思います。 

 今まで免除により無料であった使用料が１

回100円としても、週３回練習をしているとい

うことになりますと１カ月単位では1,200円

がかかり、会員が減れば使用料もふえると。

これだけではありません。ほかにも大会出場

のときにもお金がかかり、またプラッツの年

会費もかかってまいります。また、各スポー

ツに対しての登録料等もあり、負担がふえて

くることは確実であります。そういう中で、

だれもが親しむことができるスポーツの理念

に少し外れてしまうんではないかという懸念

があります。 

 先ほど言われましたように、これによって

だれもがスポーツに親しむ機会を得られると

いうことでありますが、現在、飽和状態にあ

る体育施設が使用料の見直しと、あと週３回

というようなことなんかを入れまして、それ

が解消できるところまでいくのかなという疑

問が残っております。 

 答申の中に、使用料改定により町民スポー

ツ活動の停滞及びスポーツ組織の弱体化が生

じないよう、改定案の運用においてはきめ細

やかな配慮と工夫が必要であると思われます

というふうに書いてあります。スポーツの町

内灘として誇れる持続可能な環境、だれもが

スポーツに親しみ、楽しむことができる、健

康維持にも役立つような環境づくりになるよ

うに、今後も慎重な討議、対応を求めていき

たいと思います。 

 というところで、私の質問は終わらさせて
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いただきたいと思います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【夷藤満君】 この際、暫時休憩いた

します。 

 再開は午後１時30分といたします。 

           午前11時53分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後１時30分再開 

    ○再   開 

○議長【夷藤満君】 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 ３番、酒本昌博議員。 

   〔３番 酒本昌博君 登壇〕 

○３番【酒本昌博君】 ３番、酒本昌博でご

ざいます。 

 本日は、傍聴の皆様方には大変寒い中、ご

苦労さまでございます。 

 平成23年第４回定例会におきまして一般質

問の機会をいただきまして、ありがとうござ

います。通告内容に従いまして、一問一答方

式にて行いたいと思いますので、町長また執

行部の方におかれましては明快な答弁をお願

いいたしたく存じます。 

 それではまず、幸福度調査ということで、

郷土の豊かさを知るという一助に、幸福とい

う主観的な分野だけに信頼に頼る尺度になる

のか、さまざまな見解がありますが、法政大

学大学院の研究グループが先ごろ公表いたし

ました都道府県別の幸せ度ランキングでは、

皆様もご存じだと思いますが、１位が福井、

２位が富山、３位が石川と北陸勢がトップス

リーを占めております。郷土の姿を見詰め直

すきっかけになったかと思います。私は内灘

町がまず１番だとは思っているのではござい

ますが。 

 また、法大の調査では、11月のブータンの

国王夫婦が来日なさった際の国民総幸福量

（ＧＮＨ）の考え方ということで参考に、１、

生活・家族、２、労働・企業、３、安全・安

心、４、医療・健康の４部門に分けて40のデ

ータが入っています。 

 それででありますが、近年、悪質化するい

じめが大きく社会問題化しています。いじめ

は昔からあったと言われていますが、昔のも

のと今のものとの間にはやはり幾つかの相違

点があるように思えます。 

 いじめの種類についても、暴力行為、無視

など精神的攻撃に加え、パソコン、携帯電話

での中傷などもふえています。さらに、いじ

めの加害者と被害者がゲーム感覚のように安

易に入れかわることも昔との相違点だと思い

ます。そして、そのいじめによって極めて不

幸な事態が起こっているのも憂慮すべきこと

だと思います。 

 平成22年度の文部科学省の調査によると、

小中高、特別支援学校において、いじめの認

知件数は約７万5,000件、前年度約７万3,000

件でありまして、児童生徒1,000人当たりの認

知件数は5.6件、昨年度は5.1件と前年度と比

べてやはり増加し、暴力行為の発生件数は約

５万9,000件、前年度６万1,000件と発生件数

は減少しているのではありますが、児童1,000

人当たりの発生件数は4.4件、昨年は4.3件と

なって若干ながら増加しております。この数

字は、あくまでも調査結果であり、実際はも

う少し多いと思われています。 

 いじめの認知件数の約94％は約６万8,000

件ですが、暴力行為の発生件数の約83％、４

万9,000件は、小中学校でもいずれも高い割合

を占めているのも、小中学生は義務教育のた

め必ず学校に通わなければならないので逃げ

ることができにくいということがあります。 

 また、いじめが行われる場所も学校のみな

らず、スポーツなどの課外クラブや塾などと

さまざまです。 

 また、いじめの発見のきっかけは、アンケ

ート調査など学校の取り組みによる発見が

26％、前年度は23.9％で最も多く、本人から



 －32－

の訴えは23.1％、前年度では24.3％。学級担

任の発見は19.9％、前年度は19.5％と、学校

の取り組みの重要性を示していると思われま

す。 

 いじめの問題については、その件数が多い

か少ないかの問題以上に、生じた際にいかに

迅速に対応し、その悪化を防止し、解決に結

びつけることができたのかが重要となり、近

年のいじめの認知件数の推移等を見ると学校

がいじめを認知できないケースがあるのでは

ないかと懸念されることが多いのではないで

しょうか。 

 そこで、内灘町教育委員会において、所管

の学校におけるいじめの実態把握にどのよう

な取り組みを行っているのかをお伺いいたし

たいと思います。 

○議長【夷藤満君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 酒本議員の学校に

おけるいじめの実態把握のために、町教育委

員会はどのような取り組みをしているのかと、

そのお尋ねについてお答えを申し上げます。 

 内灘町教育委員会としては、管下の小中学

校に対して定期的にいじめ調査を実施するよ

う指示し、それを実行いたしております。 

 小学校では、友達アンケートあるいはなか

よし調査等という名称で、年間３回から５回

定期的に実施をし、恒常的にいじめを把握で

きるそのような体制づくりをいたしておりま

す。 

 また、中学校におきましては、年間３回の

定期的ないじめ調査を行っておりまして、そ

のほかに町独自で予算を計上し、楽しい学級

生活を送るためのアンケート調査、いわゆる

Ｑ－Ｕテストというものなんですけれども、

こういった調査を年間２回実施いたしており

ます。ですから、都合５回の調査になるわけ

なんですけれども、こういったものによって

学級生活に満足をしていない生徒とその要因、

そういったことを考察することで学級の状況

を把握し、またいじめの早期発見もできると

いう、そういったシステムをとっております。 

 また、学校現場におけるいじめの実態把握

のほかに、内灘町教育センターでは、各学校

からの教師たちで組織する専門委員会を年間

四、五回開催いたしておりまして、いじめの

早期発見や生徒指導、保護者やその他関係機

関との連携等、いじめについて組織的、継続

的に対応しているところでございます。 

 そのほか、臨床心理士による教育相談を定

期的に設けることや、町教育センターの専用

電話での子ども電話相談、そういったものを

受けまして、直接子供からの悩み事も聞ける、

そういった体制をとっているところでござい

ます。 

 また、いじめ未然防止のための講習会の開

催等、いじめや不登校の早期発見、早期対応

の調査研究、そういったことを行っておりま

す。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 ３番、酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 ただいまいろいろ、

私たちがよく目に見えないような取り組みを

なさっているということで大変ありがたく思

うのでありますが、アンケート調査等いろい

ろなことをやっておられまして、そのデータ

等は公表等はする予定はないのでしょうか、

その点を１問だけお願いできたらお答えいた

だきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 今ほど申し上げま

したデータは、基本的には県教委のほうにも

それは、県下といいますか全管下で集計をい

たしておりまして、そちらのほうに全部集ま

っております。そういったことで、特に町に

おいてそれを特別に公開しているというよう

なことはございませんけれども、公のものと

して処理されております。 

 以上です。 
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○議長【夷藤満君】 ３番、酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 結果は公表できない

ということで、また……。 

○議長【夷藤満君】 少し酒本議員、マイク

近づけて。 

○３番【酒本昌博君】 いろいろな問題等の

対応に役立てていただきたいと思いますが。 

 先日、文科省のホームページでいじめ問題

への取り組み状況に関する緊急調査結果とい

う通知という項目には、教育委員会の取り組

みについて11の項目が載っています。 

 まず１番といたしまして、各教育委員会は、

管下の学校に対して、いじめの問題への取り

組みについて、それぞれの実情に応じた点検

項目に基づく定期的な点検を求め、取り組み

の充実を促す必要がある。 

 ２番といたしまして、各教育委員会は、管

下の学校におけるいじめの実態把握の取り組

み状況を点検し、全ての学校に対して「アン

ケート調査」の確実な実施を求めるとともに、

更なる取り組みを行うよう必要な指導・助言

に努める必要がある。 

 ３番といたしましては、各教育委員会は、

いじめの問題への自らの取り組みについて、

それぞれの実情に応じた適切な点検項目を作

成し、定期的に点検を行う必要がある。 

 ４番、各教育委員会は、管下の学校等に対

し、いじめの問題に関する指導の方針を明ら

かにし、積極的な指導を行う必要がある。 

 ５番、各教育委員会は、管下の学校におけ

るいじめの問題の状況について、実態の的確

な把握に努め、各学校のニーズに応じて、適

切な支援を行う必要がある。 

 ６番といたしまして、各市区町村教育委員

会は、出席停止の手続きに関する教育委員会

規則を定める必要がある。 

 ７番といたしまして、各市区町村教育委員

会は、いじめを原因とする就学校の指定の変

更や区域外就学を認められるようにする必要

がある。 

 ８番といたしまして、各教育委員会は、関

連の通知などの資料の活用や、その趣旨の周

知・徹底について、学校の取り組み状況を点

検し、必要な指導、助言を行う必要がある。 

 ９番といたしましては、各教育委員会は、

いじめの問題について、研修の実施や教師用

手引書等の作成により、教職員一人一人や学

校の取り組みの充実を促す必要がある。 

 10番、各教育委員会は、いじめの問題に関

して、学校のみならず、保護者からの相談も

直接受け止められるよう教育相談体制を整え

るとともに、相談窓口について広く周知徹底

を図る必要がある。また、教育相談の内容に

応じ、学校と協力した継続的な事後指導や医

療機関など専門機関との連携が求められる。 

 11番、各教育委員会は、いじめの問題の解

決のために、家庭や地域、関係機関と適切な

連携協力を図る必要がある、と11の指導が表

記されております。 

 私自身は今まで以上に、今後はこの取り組

みをより一層進めていただいて、生徒が安心

で安全な楽しい学校生活が送られるように、

学校教育のほうでは努めていっていただけれ

ば幸いかと思いますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。 

 １点目の質問はこれで終わらせていただき

ます。 

 それでは、２点目の質問といたしまして、

自家発電の供給拡大の予定はないかというこ

とでお願いいたしたいと思います。 

 原子力発電所の再稼働のおくれなどにより、

電力不足の長期化が進み、今冬にとどまらず

来年夏も電力不足が続く見通しであります。 

 内灘町においては、幸い計画停電などは行

われなかったのですが、今後のあらゆる災害

に備え、自家発電の供給拡大の予定はないの

でしょうか、お答え願います。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 酒本議員の一般質
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問にお答えしたいと思います。 

 酒本議員からは、自家発電機の供給拡大の

予定はないのかということであります。 

 本町では以前より、安心して安全に暮らせ

る災害に強いまちづくりを目指しまして、災

害の未然防止と被害の軽減及び災害復旧の円

滑な活動を図れるように、町民と行政及び関

係機関等が一体となりまして地域防災力の強

化を図ってまいってきたところでございます。 

 小中学校を初め公共施設の耐震化工事、資

機材倉庫の建設などを整備いたしまして、飲

料水、備蓄食料の確保に努めてまいったとこ

ろでもございます。そして、町民お一人お一

人の防災意識の高揚を初め、防災訓練の実施

や自主防災組織の育成などを推進していると

ころでございます。 

 そうした中で、今般の東日本大震災により

まして、私たちは多くの教訓と課題を学んだ

わけでございます。現在、国を挙げて防災基

本計画の見直しを図っているわけでございま

す。 

 本町におきましても、来年度予定をしてお

ります地域防災計画の修正作業の中で、今ほ

どもお話ありました自家発電機の設置場所、

そして規模及び燃料の確保等を総合的に勘案

をいたしまして検討してまいりたいと思って

いるところでございます。 

 私からは以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 ３番、酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 町長、大変ありがと

うございます。 

 ６月、前回の質問でも部長の答弁でも、燃

料は補充しない状態で庁内施設、役場庁舎で

は175時間、消防署は72時間、総合体育館で12

時間、文化会館で２時間、水道施設では鶴ケ

丘・向陽台浄水場、宮坂中継ポンプ場ともに

10時間という最低限の確保ということで、今

後は今以上の増設、常設、補強をしてもらい

たいと思いますので、よろしくお願いいたし

たいと思います。 

 今後は町民の安全・安心を第一に、今後と

もより一層のご配慮をお願いいたしたく、私

の質問はこれで終わらせていただきます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水文雄議員。 

   〔10番 清水文雄君 登壇〕 

○10番【清水文雄君】 10番、清水文雄です。 

 私は、一問一答方式で１問ずつ質問をして

いきたいというふうに思いますので、町長初

め関係部局長におかれましては、明快でわか

りやすい答弁をお願いをいたしたいというふ

うに思います。 

 まず、１つ目の質問でございます。まちづ

くり基本条例の制定についてお伺いをいたし

ます。 

 ご存じのとおり、まちづくり基本条例の制

定は、この間約２年間にわたり、まちづくり

町民会議の皆さんが汗をかきながら中心にな

って進められて議論をされているところでご

ざいます。敬意を表したいというふうに思い

ますし、そうした中で、制定に向けた計画で

は、この12月議会にその案が提出をされて、

私としては制定に向けた最終段階に入ってく

るものだというふうに認識をいたしていると

ころでございます。 

 町長は、今定例会提案理由の説明の中で、

まちづくり基本条例制定への強い思いを話さ

れております。 

 まず１つに、町としてまちづくり基本条例

制定の意義と目的を、町としてどんなふうに

認識をされているのか、改めてお聞かせをい

ただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 清水議員の一般質

問にお答えいたします。 

 今ほど町としてまちづくり基本条例の意義

と目的を改めて問うということでございまし

た。 

 少子・高齢化を初め人口の減少、低成長時
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代の到来や、地方分権が進展する中、いろい

ろな地域の課題が発生をしてきているところ

でございます。これまでの仕組みでは、これ

らのさまざまな課題を解決することが大変難

しくなってきているところでございます。そ

こで、町民がまちづくりの主役となって、町

民参画、協働を進めながら、町政運営の基本

的な原則や制度、条例という形でルール化す

る必要があるとの考えに立ちまして、条例制

定に強い意欲を持っているものでございます。 

 このまちづくり基本条例におきましては、

町民参画と協働によるまちづくりを進め、町

民みずからが町民の意思と責任に基づいて地

域のあり方を考え、決定、そして実行してい

くことを目的にうたっているのであります。 

 来年は町制施行50周年の記念すべき節目に

当たります。この50周年となる１月に、町民

主役の新しいまちづくりのスタート、起点と

しての位置づけをしています。町民の皆様に

呼びかけるとともに、歩み始めるにふさわし

い時期であると思っているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水議員。 

○10番【清水文雄君】 今ほど町長のほうか

ら、改めてまちづくり基本条例の意義と目的

についての認識をお示しをいただきました。 

 全国的に、あるいは県内的に、このまちづ

くり基本条例、自治体によっては自治基本条

例というような名称も使われて制定が多くの

自治体でなされているというふうに思います

けれども、町としてその把握をどういうふう

にされているのか、お伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 今ほどの質問でご

ざいますが、全国の自治体ではまちづくり基

本条例、自治基本条例を含め、本年９月現在

で200を超える自治体が既に制定をしており

まして、約70の自治体が検討中とされている

ところでございます。 

 なお、石川県内の制定状況でございますが、

羽咋市、加賀市がまちづくり基本条例を、輪

島市、白山市が自治基本条例を制定しておる

わけでございます。そして、七尾市も今年度

を目標に取り組んでいるところでありますし、

先日の地元紙にもその市民からの意見聴取を

するための取り組み状況も載っていたところ

でございます。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水議員。 

○10番【清水文雄君】 それでは３点目に、

そうした中で現在の内灘町の取り組みの経過

と進捗の状況をお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 内灘町の取り組み

状況でございますが、平成22年４月にまちづ

くり町民会議を立ち上げまして、１年半余り

にわたり町民会議で熱心に議論を重ねられ、

延べ42回にわたる審議がなされてきておりま

す。この間、町民会議の中に条例検討委員会

を設置をし、会議の進行及び条文のたたき台

の作成等を行い、中間報告会、地区意見交換

会、パブリックコメント等の町民意見を盛り

込むなどのプロセスを経まして、素案の取り

まとめをいただいているわけでございます。 

 条例素案につきましては、本年６月に議会

にお示しをし、総務産業建設常任委員会で多

面的な視点での検討をいただいているところ

であり、今議会で議会全員協議会とまちづく

り町民会議との意見交換の場で総合的なご意

見をまっているところであります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水議員。 

○10番【清水文雄君】 今のまちづくり町民

会議が設置をされて１年数カ月、そして42回

の審議が活発に行われてきているということ

でございますけれども、ほかの自治体でも多

く、現在制定がされていますし、あるいはこ

れから70の自治体が検討しているということ
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でございますけれども、内灘町の今のまちづ

くり町民会議の議論の中で、その特徴点、条

例制定の特徴点、とりわけこれは町長の公約

にもありました住民投票条項についての町の

考え方も含めてお伺いをいたしたいというふ

うに思います。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの質問に

お答えしたいと思います。 

 内灘町まちづくり基本条例素案では、まち

づくりの主役を町民といたしまして、議会、

執行機関──行政なんですけれども──の３

者が、ともによりよい内灘町のまちづくりを

進めていくための基本理念や仕組み、行政運

営のあり方など自治の基本的ルールを定めて

いるところでございます。 

 また、まちづくりの基本原則として、情報

公開、町民参画、協働を定めています。 

 住民投票条項につきましては、議会の皆様

からさまざまな観点からご意見をいただいて

いるところであります。この住民投票制度に

つきましては、このまちづくり基本条例とは

別に、その都度、事案ごとに投票の手続や投

票資格等を定める住民投票条例を議会議決を

経て実施できるとする非常設型をとっている

ものであります。 

 この条例の基本的な考え方の中で、町民が

主役としてまちづくりに参加をしていくこと

をうたっており、町民が直接的に行政に対し

て意思表明を行い、その意思決定に参加でき

る町民参加を保障する仕組みが住民投票制度

であると思っているところでございます。 

 町民が主体となってまちづくりを考えると

き、町の姿勢として、町民がこのような町の

意思決定に参加できる方法を理解しているこ

とが町民参画において重要なことだと思って

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水議員。 

○10番【清水文雄君】 今、内灘町のまちづ

くり基本条例の特徴点をお聞きをいたしまし

た。 

 私もそういう意味では、町民参加のまちづ

くりをしていく上でも、前からも質問の中で

も、この間の私の質問の中でも条例制定、期

待をしているということを述べさせていただ

きました。 

 現在、町民も期待をしてその条例の制定に

ついて注目をしているわけでございますけれ

ども、制定に向けた今後の日程で、議会との

関係、先ほど申されました総務産業建設常任

委員会でも慎重に審議をされているというこ

とでございますので、今後の日程、まちづく

り町民会議の町長への答申というのはいつな

のか。そしてまた、議会でもしっかり議論を

していくことが必要だと私自身も思っており

ます。そういう意味では、条例案の議会への

提出がどうなるのか、いつになるのか。町長

の考え、町の考えをお聞きしたいというふう

に思います。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 清水議員の質問に

お答えします。 

 町民会議や地区意見交換会、パブリックコ

メント等で町民への説明がされている中、町

民からの期待も大きいものがある。このこと

は清水議員からもお話がございました。 

 議会と町民会議との意見交換の場において、

総合的なご意見を踏まえまして、町民会議か

らの答申がなされた時点で議会への上程をい

たしたく思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水議員。 

○10番【清水文雄君】 せっかくつくるわけ

でございますので、そういう意味では議会に

提出をされましたら、私自身も議論に参加を

して、納得のいく、全体が納得のいく条例制

定に向けて一緒になって取り組みを議員とし
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て進めていかなければならないというふうに

考えております。 

 ぜひとも早急にお願いを、進め方の面で早

目にお願いをしたいというふうに思います。 

 ２つ目の質問に移らさせていただきます。 

 ２点目は、この間、町長が今回の東日本大

震災に伴っての東京電力の福島原発事故によ

る影響を見ながら、この石川県でも志賀原子

力発電所があるということでございまして、

そういう意味では安全協定の締結を進めてい

きたいという意思をこの間強く表明をされて

おります。 

 現在、国の原子力安全委員会作業部会の中

で、原発事故に備えた防災対策重点区域を拡

大をしていくということで、現行、半径８キ

ロから10キロ圏ということでございますけれ

ども、それを30キロ圏に拡大をするというこ

とで、これまで名称がＥＰＺというふうに言

われておりましたけれども、ＵＰＺという名

称に変更もして進めていくということが明ら

かになっております。同時に、事故後に直ち

に避難する予防防護措置区域というのを設け

ましてこれを５キロ圏、名称をＰＡＺ。さら

には甲状腺の被曝を避けるためのヨウ素剤の

服用準備をする区域として、これは50キロ圏

ということで放射性ヨウ素防護地域、ＰＰＰ

ではございませんでＰＰＡということで新設

がされました。このＰＰＡについては後ほど

詳しくお聞きしたいというふうに思うわけで

ございますが。 

 町長、この原発防災域の拡大に当たって、

ＰＰＡの対応をしっかりやりながら、ＵＰＺ

の50キロ圏への拡大を求めていくということ

で、たしか11月２日の新聞だったと思うんで

すけれどもそれぞれの各紙に載っておりまし

たけれども、マスコミにコメントをされてい

るわけでございます。その姿勢に変わりはな

いのか、具体的に考えをお聞きをいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 清水議員のただい

まの質問にお答えしたいと思います。 

 議員質問の緊急時防護措置を準備する区域、

いわゆるＵＰＺの拡大ついてということでご

ざいました。 

 現在、国では、原子力安全委員会の作業部

会での議論を重ねまして、従来の防災対策重

点実施地域、いわゆるＥＰＺの見直しを含め

た防災指針の改定作業を進めているところで

ございます。 

 報道にもありましたとおり、今のところの

改定案では、当町は原発から約50キロ圏内の

甲状腺被曝を避けるために、安定ヨウ素剤を

配備するなど対策をとる放射性ヨウ素剤対策

地域、いわゆるＰＰＡの対象地域とされてい

るところでございます。当町といたしまして

は、町民の安全・安心を守る観点から、原子

力発電所の有事に際し、町の役割を明確にし、

原子力防災対策を講ずる必要があると考えて

いるところでございます。 

 今後も、従来のＥＰＺに相当する新たな緊

急時防護措置を準備する区域、ＵＰＺのさら

なる拡大と、ＰＰＡの内容の一層の見直しが

図られるよう、引き続き国、県に対して要望

してまいりたいと、このように考えている次

第でございます。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水議員。 

○10番【清水文雄君】 私は先日、今回のこ

の防災指針の見直しということで、経済産業

省の担当者からお話を聞く機会がございまし

た。その中で確認をさせていただいたんです

が、今回のＵＰＺ30キロ圏、あるいはＰＰＡ

50キロ圏というのは、それはあくまでも一つ

の目安なんだと。福島の現状を見れば、この

何キロ圏、何キロ圏というのは、30キロ圏、

50キロ圏というのは一つの目安であって、そ

の地域の特性によって変わってしかるべきだ

という見解もいただきました。 

 そういう意味では、町民の安全・安心を守

る立場から、ぜひとも今町長申されました防
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災域の拡大に向けて取り組みを強めていただ

きたいというふうに思います。 

 また、議会では11月７日に、志賀町にある

北陸電力志賀原子力発電所を視察をしてまい

りました。議員全員で視察をさせていただき

ました。中身は省略をいたしますけれども、

当日、西野所長様、堀田石川支店長様が大変

丁寧に説明をいただきまして、その中で最後

に懇談をする場があったんですけれども、そ

の中で私は、町長は安全協定の締結に積極姿

勢を示しておる。そういう意味では、締結に

向けて対応をお願いをしたいということを伝

えてお願いをしました。堀田石川支店長のほ

うから、話はお聞きをしていると。お話を正

式に聞いて、真摯に対応していきたいという

旨の返答がございました。 

 町として、町長は北陸電力株式会社に対し

て、安全協定の締結に向けてこれからどのよ

うに、具体的にどうしていかれるのか。安全

協定を結ぶために、これは時間もかかると思

います。中身がいろいろございますから。同

意事項も入れるのか入れないのかも含めて、

中身の話もあると思いますから、どのように

進めていくのかを具体的にお聞きをしたいと

思います。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの質問に

お答えしたいと思います。 

 現在、北陸電力との安全協定の締結に向け

まして、北陸電力から安全協定に関する情報

収集を行いながら、町幹部職員の志賀原子力

発電の視察について、この間、調整をしてき

たところでありまして、先般ご返事がありま

して、12月26日に視察を受け入れていただく

ということでありますので、町幹部職員こぞ

って視察に行きたいと、このように思ってお

るところでございます。 

 それから、安全協定の内容につきましては、

現在、北陸電力と石川県及び志賀町で締結し

ております志賀原子力発電所周辺の安全確保

及び環境保全に関する協定では、計画等に対

する事前了解や異常時における連絡、立入調

査などに関する項目が盛り込まれておりまし

て、現在、停止中の原発の再稼働には県及び

志賀町の同意が必要となっているわけでござ

います。 

 私は、町民の安全・安心を守る立場といた

しまして、北陸電力の安全協定を締結する際

には、原子力発電所の安全対策の変更などが

あれば速やかな情報の提供と事故等異常時に

は直ちに北陸電力から直接正確な情報の提供

を受ける事項を盛り込むことが最も重要だと

考えているところでございます。 

 今後、周辺自治体の動向も注視をしながら、

北陸電力との安全協定の締結に向けて積極的

に取り組んでまいりたいと思っているところ

でございます。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水議員。 

○10番【清水文雄君】 安全協定、町民の安

全・安心を守るという意味でも、ぜひとも内

灘町と北陸電力株式会社が結ぶ、そのための

努力をお願いをしたいというふうに思います。 

 中身については相手のあることでございま

す。ただ、町民の安全・安心を守るという意

味では、先ほど申されました再稼働に向けた

合意事項なんかも含めて私は結ぶべきだとい

うふうに思っておりますので、よろしくお願

いをしたいというふうに思います。 

 次の質問に移らさせていただきます。 

 町の原子力防災体制についてお伺いをいた

します。 

 この質問については、前回９月議会で質問

をさせていただきました。９月議会が過ぎて、

羽咋市で10月１日に羽咋市防災総合訓練とい

うのが実施をされました。当日は私もその訓

練を、原子力防災の中身があるということで

視察、見学をさせていただきました。現地へ

行ったら、内灘町からも総務のほうから３名、

そして消防からも５名が見えられておりまし



 －39－

て、本当に朝早くからご苦労さまというふう

に思ったわけでございます。 

 訓練は８時半ごろ、能登半島中心部を震源

とするマグニチュード９、震度７の地震が発

生をして、一ノ宮、上甘田地区の被害が集中

をして多数の被害が出たという想定のもとに

行われたものであります。 

 さらに、３月11日に発生した東日本大震災

の教訓を生かして、昨年までの訓練に新たに

津波避難訓練と原子力事故避難、スクリーニ

ング、除染訓練も新たに追加されておりまし

た。 

 最初にお聞きをしたいんですけれども、当

日、大変朝早く見学、視察をされましたその

感想を、原子力防災の面、そして消防の面か

ら、どのような感想を持たれて今後生かして

いかれるのか、それぞれお聞きをしたいとい

うふうに思います。 

○議長【夷藤満君】 出川常俊総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 去る10月１日に

行われました羽咋市防災総合訓練には、町職

員を派遣して各種訓練を視察させております。 

 訓練では、火災防御訓練、水防訓練、倒壊

家屋救出訓練等のほかに、地震による原発事

故を想定し、被曝の有無を測定するスクリー

ニングや除染訓練、避難訓練、それからヨウ

素剤搬送訓練等、原子力防災に関する訓練も

今回初めて取り入れられておりました。 

 今回の訓練の中でも特に原子力防災に関す

る訓練は、原子力災害時におけるおのおのの

対応を確認をするという面から大切なもので

あり、このような訓練を行うことが必要であ

ると、派遣職員ともども認識をいたしたとこ

ろでございます。 

○議長【夷藤満君】 津幡博消防長。 

   〔消防長 津幡博君 登壇〕 

○消防長【津幡博君】 清水議員の羽咋市の

防災訓練の視察をしてどう感じたかというこ

とについてお答えをいたします。 

 ことしの３月11日に発生しました東日本大

震災、これまでの想定をはるかに超える被害

がありました。多くの犠牲者を出しておりま

す。その中には消防職団員も含まれており、

改めて地震並びにその地震による津波の怖さ

を認識しております。 

 そうした中で、ことし実施されました羽咋

市の防災訓練が、従来の訓練に加えまして原

子力災害を取り入れたものということをお聞

きしまして、消防としてどうかかわっていか

れるのかということを確認するために職員を

派遣したものでございます。 

 訓練につきましては、今ほど議員ご質問の

中にもありましたとおりの訓練でございまし

た。東日本大震災にありましては、宮城県の

釜石東中学校が、津波を想定した避難訓練を

繰り返し実施しておったおかげで、在校して

いた生徒が一人も被災しなかったという事例

もございました。訓練を指導する私ども消防

としましては、今後も町民に対して訓練の大

切さを広めていかなければならないというふ

うに感じた次第でございます。 

 平成23年度の内灘町の総合防災訓練につき

ましては、台風の影響も考慮しまして実施さ

れませんでしたけれども、これまでに町内の

ほとんどの地区で訓練を実施しておりまして、

防災に関する認識度は非常に高まっていると

いうふうに感じております。 

 来年度の町の防災訓練につきましては、今

年度、国から貸与されますエアテントも応急

救護所として活用するなど、また地震や津波

災害に加えまして原子力災害等が発生した場

合にどのように応用できるのか、そういった

ことも調査研究していかなければならないと

いうふうに検討していきたいと思っておりま

す。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ありがとうございま

す。 

 ことしは訓練が実施できなかったというこ
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とでございますけれども、それじゃ町として

原子力防災を含めた来年に向けた防災訓練の

具体的な進め方の考え方を、今それぞれお示

しがあった中身も踏まえてお尋ねをしたいと

いうふうに思います。 

○議長【夷藤満君】 出川常俊総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 町として原子力

防災を含めた町防災総合訓練の具体的な進め

方についてお答えをいたします。 

 町の防災訓練は、地域防災計画に基づきま

して例年実施をしております。現在、本町の

地域防災計画の中には原子力防災に関する事

項は盛り込まれておりません。 

 国では、防災指針の改定作業を現在進めて

おり、県は並行しまして県地域防災計画の改

定作業を進めていっているところでございま

す。県の計画変更を受けまして、新たに原子

力防災の対象となった自治体は、原子力防災

計画に基づく避難計画や通信連絡体制等を整

備し、安定ヨウ素剤の配備などを進めていく

こととなります。 

 今後、国、県の動向を見きわめながら、来

年度の町防災訓練には、今回視察しました羽

咋市防災総合訓練の原子力防災に関する訓練

項目の中で実施可能な訓練項目を取り入れて

まいりたいと考えています。 

 よろしくお願いします。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水議員。 

○10番【清水文雄君】 そういう意味では、

私９月議会でも原子力防災を訓練の中に入れ

るべきだということをお願いをいたしました。

その上での羽咋市の訓練への視察の派遣、そ

して今の答弁につながっているというふうに

思います。ぜひとも来年度に向けてお願いを

したいというふうに思います。 

 ただ一つですけれども、今部長のほうから

ございましたけれども、私もこれ前の質問で

言っておったんですけれども、県の防災計画

が出て、それを見てから町が決めるというふ

うに部長言われましたけれども、たしか法律

が変わりまして、町は独自でその計画をつく

れるというふうになったというふうに思いま

すので、前も私、たしか防災訓練に原子力防

災を入れるべきだというふうに質問させてい

ただいたときに、やっぱり県のほうは余り町

で動いてくれるなというような、ちょっと表

現悪いんですけれども、県が決めて、あんた

らが決めるんやとういうよな姿勢でございま

したけれども、今、たしか法律が変わって、

地方分権一括法の改定が多分されているはず

です。11月１日か。それで変わっているとい

うふうに思いますが、そのところを確認をし

て、やっぱり町が自分たちの町民の、住んで

いる町民の安全・安心を守るんだということ

で、内灘町は内灘町でやっぱりやっていくべ

きだというふうに思いますので、ぜひともそ

の点検討をお願いしたいと思います。 

 次の質問に移るわけでございますが、先ほ

ども言いましたけれども、国の原子力安全委

員会、放射性ヨウ素防護地域、ＰＰＡですね。

これを50キロ圏というふうにして新設をされ

る動きにあります。 

 指針が多分そういうふうに出ると思います

ので、町としての備蓄のあり方、あるいは配

布体制についての考え。私は最低でもやっぱ

り保育所、小中学校、子供たちはやっぱり吸

収しやすいという面もありますので、そこへ

の対応を強めてほしいということでお願いし

ておったんですが、９月議会の答弁は医科大

とも相談をしてやっていくということでお聞

きをしておったんですが、その後、どういう

ふうな考えで今現在進んでいるのか、お聞き

をしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 出川常俊総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 防災指針の改定

案では、本町は原発から約50キロ圏内の甲状

腺被曝を避けるために安定ヨウ素剤を配備す

るなどの対策をとる放射性ヨウ素剤対策地域
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とされており、安定ヨウ素剤の配備について

対応をする必要があります。 

 安定ヨウ素剤は、放射能対策に高い予防効

果がある反面、副作用のリスクもございます

ので、備蓄上の管理体制を図るとともに、服

用マニュアルの作成や職員研修など取り扱い

には十分な対策を講ずる必要があると考えて

おります。 

 今後、ヨウ素剤の配備につきましては、国

の防災指針の改定作業を注視しながら、今ほ

ど申し上げましたことを踏まえ、まずは町内

の保育所や小中学校への配備について進めて

まいりたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ぜひとも早急にお願

いをしたいと思います。 

 次の質問ですけれども、やっぱり地震、津

波、台風、集中豪雨あるいは雪害などの自然

災害、原発事故などの複合災害への対策面を

強化をして、これからまさに先ほど町長が申

されました町民の安全・安心を守っていくこ

とがこの自治体に、内灘町に求められている

というふうに思います。 

 どこの自治体もそうなんですけれども、限

られた人員の中でこれらの対策に対応してい

かなければならんということで職員の皆さん

も大変だろうというふうに思うわけでござい

ますけれども、また財政面、予算面もあると

いうふうに思いますが、現在、総務課でその

都度、その都度と言ったら悪いんですけれど

も、起きたらぱっと対策をやるとか、担当は

決まっておると思うんですけれども、そうい

う体制になっておるんですけれども、町とし

て原子力防災も含めた、こんだけやっぱり災

害が多いということもございますし、そうい

う意味では防災対策を専属にするそんな部署

等の配置が、設置が必要なんではないかなと

いうふうに思います。先ほど申したようにさ

まざまな面での検討が要るというふうに思い

ますけれども、その町の考えについてお尋ね

をして、この原子力関係の対策の質問終わり

たいと思うんですけれども、お願いをいたし

ます。 

○議長【夷藤満君】 蓑外史男副町長。 

   〔副町長 蓑外史男君 登壇〕 

○副町長【蓑外史男君】 ただいまの清水議

員の質問にお答えします。 

 現在、庁舎の４階にあります408会議室が災

害対策本部を設置した場合の拠点ということ

で「防災対策室」という名称があります。た

だ、これはあくまでも災害が起きた場合の活

動の拠点ということであります。 

 今お話のありましたとおり、最近は防災あ

るいは災害そのものが非常に巨大化するであ

るとか、あるいは想定外のものも考えられる。

そんなことで、非常に防災対策というのは重

要であるということは改めて認識いたしてお

ります。 

 現在、総務課のほうで安全担当ということ

で３名が一応配置されておりまして、いずれ

も兼務ですが、防災、防犯、交通安全、そし

て国民保護法ということに対応する体制をと

っております。こういう担当の人員の強化に

ついては、これから図っていきたいというふ

うに思います。 

 ただ、防災対策室を独立して組織するとい

うことについてはもう少し検討していきたい

と思いますが、人員の強化に含めまして、や

はり専門家の知恵が、収集をちゃんとできる

ようなそういう体制も含めて対応していきた

いというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ぜひとも住民の安全・

安心を守るために、できるところから対策を

強化をしていただきたいというふうに思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 それでは次に、食品の放射線に影響する学

校給食についてお尋ねをいたします。 

 今、粉ミルクからのセシウムの検出がされ
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るということで、大変子育てされている方々

は不安に感じておりますし、福島原子力発電

所の事故でかなり広い範囲にわたって放射線

が拡散をされているということが現段階でも

わかっております。これからもまだ広がって

くるんだろうというふうに思います。 

 とりわけその食品、食べ物ですね、口にす

る食べ物の放射能汚染というのが今大きな課

題になっていますし、これからも、とりわけ

子供たちの安全・安心を守るという意味では

重要な課題になってくるだろうというふうに

思います。 

 児童生徒を放射能被害から守るために、学

校給食に使用する食材のあり方について、今、

産地表示とかいろいろ言われていますけれど

も、町として給食に対する放射能汚染の対策

をどんなふうに今現在とっていらっしゃるの

か、まずはお聞きをしたいというふうに思い

ます。 

○議長【夷藤満君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 清水議員の学校給

食における食材の放射能の対応についてのお

尋ねにお答えいたします。 

 内灘町教育委員会では、６月15日から給食

用の野菜等につきましては、北関東の福島、

茨城、群馬、栃木、千葉県産のこういった地

域からの野菜は給食には用いないということ

にいたしまして、納入業者にもその旨伝えて

実施をいたしております。 

 それから９月からは、放射性セシウムに汚

染された稲わら等を飼料に用いた可能性があ

る牛肉が出回ったといったような問題から、

牛肉につきましても、これは牛肉そのものの

使用を今のところ控えておりまして、豚肉、

鶏肉等で代用した献立といたしております。 

 それから魚につきましては、これまでサケ、

マス等は北海道産、その他はほとんどが外国

でとれた冷凍魚を用いておりまして、近海魚

は使っていないということで、今後とも魚等

については産地について留意をしているとい

う状況でございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水議員。 

○10番【清水文雄君】 北関東、東北の産地

のものは使ってないということで、肉は９月

から牛肉は入れてないと。魚も近海ものは扱

ってないということでございますが、やはり

今言われているのは、子供たちが口にするも

のに対する放射能汚染がどうなっているのか

ということが大変、冒頭に申しましたけれど

も、子育てをしていらっしゃる方たちが不安

に感じていらっしゃいます。 

 そういう意味では、松本市なんかは毎日農

産物を測定をしていると。その基準も、国は

500ベクレルという基準であるわけでござい

ますが、松本市の教育委員会はウクライナ基

準というのを設けまして40ベクレルにしてい

ると。もちろん共同給食センターのところで

測定器を使ってはかっているということでご

ざいますが、国が今の文科省が500ベクレルと

いうのを40ベクレルに、これはちょっと何か

混乱した情報が飛んでいるらしいですけれど

も、機械を40ベクレルはかれるものを設置せ

いということで、何か17都県に通知を出した

ということも報じられておりますけれども、

いずれにしても国も40ベクレルというのをほ

ぼ基準にしつつあります。 

 そういう意味では、やっぱり放射性セシウ

ムなんかの影響というのが大きな課題になっ

てくるだろうというふうに思いますし、この

石川県でもやっぱり不安をお持ちの方々がた

くさんいらっしゃいます。これは内灘町でも

やっぱり食に関しての関心というのが話に聞

きますし、そういう意味ではやっぱり子供た

の安全・安心を守るという意味で、町として

給食センターに放射線測定器を、サーベイメ

ーターの測定器を設置をして子供の安全・安

心を守っていく考えがないのか、お尋ねをし

たいというふうに思います。 



 －43－

○議長【夷藤満君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 今ほどの清水議員

からの放射線検査測定器の給食センターへの

配備の考えはないかということでございます

けれども、今ほどご質問の中にもありました

ように、12月１日から文科省は１キログラム

当たり40ベクレル以下というものが目安なん

だよということを表明しておりまして、一般

に暫定規制値として定めている野菜類等の

500ベクレルに比べてはるかに低い、いわゆる

ウクライナ基準を文科省は用いることにした

と。用いることにしたといいますか、目安に

したという状況でございます。 

 ところが、この検査機器を配備することに

ついては、国は17都県を補助の対象にします

よということで、富山、石川からこちらのほ

う、西のほうはその該当県に入ってないわけ

でございます。 

 これが配備されて、すべての食材について

40ベクレル以下ということが確認できれば本

当に安心な状況になるわけなんですけれども、

この検査機器そのものが約300万円とかなり

高価なものでありますので、国の補助対象が

そういった17都県ではなく、もっと広げても

らえるような状況が来るんではないかなと期

待もして願ってもいるんですけれども、そう

いったことで国の助成措置が拡大されて内灘

町まで設置されるそれまでの間は、当面の間

の措置として先ほど申し上げましたように野

菜類は石川県産を中心に、あるいは石川県で

ない場合は石川県以西の地域から仕入れると

いうような措置で今対応しているところでご

ざいまして、国に対してもあらゆるチャンネ

ルを通じて、その検査機器がより広い地域に

拡大し、補助対象になるようにお願いをして

いきたいなと、そんなように思っています。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水議員。 

○10番【清水文雄君】 今、配備に向けて努

力していくということでございます。しかし

やっぱり、毎日毎日がどうなっていくかとい

うのが、放射線の拡散状況というのがちょっ

とわかりませんので、そういう意味ではやっ

ぱり食材を月に１回でも測定をするとか、測

定をしていくというところの面の対策も含め

てぜひともお願いをして、私の質問終わらせ

ていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【夷藤満君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 明日の本会議は午前10時から開き、引き続

き町政に対する一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午後２時46分散会 
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事 務局書記 助  田  有  二 君

 

○議事日程（第３号） 

  平成23年12月９日  午前10時開議 

 日程第１ 

  町政一般質問 

   ７番 恩 道 正 博 

   12番 渡 辺   旺 

   ９番 能 村 憲 治 

   11番 水 口 裕 子 

   ４番 生 田 勇 人 

   13番 八 田 外茂男 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【夷藤満君】 皆さん、おはようござ

います。 

 ただいまの出席議員は、16名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【夷藤満君】 本日の会議に説明のた

め出席をしている者は、６日の会議に配付の

説明員一覧表のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【夷藤満君】 日程第１、町政に対す

る一般質問を行います。 

 質問時間は一人30分以内ですので、時間内

にまとめるようお願い申し上げます。 

 また、傍聴の皆様には、議員が質問してい

る際は静粛にしていただき、立ち歩いたり、

退席しないようお願い申し上げます。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ７番、恩道正博議員。 

   〔７番 恩道正博君 登壇〕 

○７番【恩道正博君】 皆さん、おはようご

ざいます。 

 傍聴の皆様には大変ご苦労さまでございま

す。 

 議席７番、恩道正博です。 

 平成23年12月議会に質問の機会をいただき

ました。通告に従いまして一問一答方式で質

問を行います。 

 まず第１に、国の東日本大震災の復旧・復

興予算に伴い、町の財政への影響についてお

伺いをいたします。 

 各省庁は、この９月に平成24年度概算要求

の概要を発表しましたが、我が国の最優先課

題である東日本大震災からの復旧・復興及び

原子力災害の速やかな収束に向けられており

ます。そういった中で、地方財政への影響が

懸念されるわけであります。 

 町も社会保障費の民生費や義務的経費の増

加が見込まれる中で、地方財政が厳しく先行

きがわからない中で、今後の町の重点施策の

実行と財政の健全化を進めていく上で、町の

財政への影響はどのように考えるのかをお伺

いをいたします。 
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○議長【夷藤満君】 高木和彦まちづくり政

策部長。 

〔まちづくり政策部長 高木和彦君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【高木和彦君】 ただ

いまのご質問に私のほうからお答えをいたし

ます。 

 国の平成24年度予算に対する各省庁の概算

要求が出そろい、一般会計概算要求額は東日

本大震災からの復旧・復興対策にかかわる経

費や経済再生など効果的な施策に重点配分す

る特別枠、日本再生重点化措置を合わせまし

て98兆4,686億円という過去最大の要求額と

なりました。 

 税収の大幅な伸びが期待できず、また新規

国債発行額の限度もあり、今後数兆円規模で

の圧縮が求められている状況であります。 

 この状況下にあって、地方財政を所管する

総務省は、平成24年度の地方財政の課題を次

のとおり３点にまとめております。１点目は、

地域主権改革に沿った地方の一般財源総額の

確保と地方財政の健全化であります。２点目

は、東日本大震災にかかわる地方の復旧・復

興事業費及びその財源の別枠での確保。３点

目は、社会保障・税一体改革の推進でありま

す。具体的には地方の一般財源総額について、

実質的に平成23年度地方財政計画の水準を下

回らないように確保することであります。ま

た、極めて厳しい地方財政の現状を踏まえ、

地方交付税総額を適切に確保することにあり

ます。 

 さらに、東日本大震災から復旧・復興に当

たっては、被災団体が全力で取り組めるよう

にするとともに、被災団体以外の地方自治体

の負担に影響を及ぼすことがないよう、復

旧・復興事業費及びその財源については通常

の歳入歳出とは別枠で整理し、国費による措

置を大幅に拡充した上で地方財源を確保する

ということが掲げられております。 

 加えて、個別の課題として子ども手当の今

後の制度設計、平成22年度の税制改正による

地方の増収分の取り扱いなどもあり、地方財

政にとってはまだまだ不透明な状況であると

認識いたしております。 

 本町の財政状況につきましては、初日提案

理由の所信の中で町長から申し上げましたが、

健全化判断比率等の指標で見れば、公債比率、

将来負担比率ともに安定はいたしております

が、町の基金が減少する中で公債費の償還が

今ピークを迎えていること。また、民生費な

ど社会保障費の増加によって平成24年度の町

の予算編成は引き続き厳しいものと思ってお

ります。 

 今後とも国の予算編成状況を注視するとと

もに、地方六団体等を通じ、地方財政の健全

化に向け、地域の実情を国に訴えてまいりた

いと考えております。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 ７番、恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 ただいまの答弁では、

24年度の町の財政もなかなか厳しいというこ

とで、これまでいわゆる財政改革ですか、そ

れをやってきましたけれども、改めて引き続

きその改革を進めていっていただきたいと思

います。 

 次の質問に移らせていただきます。 

 町会の街灯をＬＥＤ照明に取りかえ更新す

る場合に補助制度の設置についてお伺いをい

たします。 

 今、ＬＥＤ照明を取り巻く環境は、この３

月11日大震災以降激変しております。また、

改めて見直されております。国難とも言える

東日本大震災、そして原発事故、そして計画

停電の実施と大停電を回避するための節電対

策が進められております。 

 ご存じのとおり、ＬＥＤ照明が従来の蛍光

灯に比較して消費電力と二酸化炭素が約２分

の１に削減、寿命が４万時間と長寿命と高耐

久性という環境性と省エネ性を兼ね備えたも

のであります。昨今の照明市場において、省

エネ、節電への関心の高まりなどから高効率
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かつ小容量の開発が進み、社会的にも導入の

拡大が期待されております。 

 また、各電力会社は、これまでの公衆街路

灯20ワットまでの料金区分を、新たに10ワッ

ト以下の新料金の設定の認可を受け、この12

月１日から適用されております。北陸電力管

内においても同様に20ワットまでの料金区分

を細分化し、10ワットまでの新料金区分を設

定しております。 

 ここで、ＬＥＤ照明と従来の白熱電球や蛍

光灯に比べますと、１つには、寿命が４万時

間と長く、街灯の点灯時間で比較しますと、

蛍光灯は約２年、ＬＥＤは約10年の寿命とな

ります。それによって交換作業も少なくなり、

特に高所での交換する際の危険と費用から解

放されます。２つには、蛍光灯は微量ではあ

りますが水銀蒸気を含みますので産業廃棄物

としての管理対象となり費用が発生しており

ますが、ＬＥＤランプにおきましては強化プ

ラスチックなどの樹脂性のため破損の心配が

ないことから経済的であるということ。３つ

目には、紫外線をほとんど含まないので虫が

寄りつかないなど防虫効果があること。第４

には、マイナス20度の低温環境でも発光効率

が低下をしないで、蛍光灯のように不点灯が

ないこと。５つ目には、視認性が高く、デザ

イン性がすぐれているという特徴があります。 

 しかし、デメリットとしましては、価格が

従来の蛍光灯に比べ高いことが挙げられます

が、最近では国内メーカーも競って量産体制

に入っており、普及するにつれ、今回も新た

にＬＥＤ10ワットの防犯灯も出てきており、

価格も下がってきております。 

 今、内灘町に設置されております街灯で、

各町会管理のものが約2,250カ所あると聞い

ております。これに基づきまして私の計算で

は、現在の街灯がすべて20ワットの蛍光灯と

仮定し、これをすべて10ワットＬＥＤ照明に

交換した場合、いわゆる新料金の設定で計算

しますと、電気料金の削減額は年間約227万円

にもなります。削減率は約46.9％となります。 

 また、ＣＯ２削減量は年間１本当たり30キロ

グラム、全体では約66トン、削減率は64.3％

にもなります。同様に、原油換算では年間約

34キロリットルの削減となります。 

 そこで、各町会が管理しております街灯、

防犯灯を経年による劣化などで従来の蛍光灯

からＬＥＤ照明に取りかえる場合、町は補助

制度を設けて積極的にＬＥＤ照明の設置を働

きかけ、ＣＯ２削減に向けた地域活動を強力に

推進することを提案しまして、町の考えをお

伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 恩道議員の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 ご提案の町会の街灯をＬＥＤ照明に更新す

る場合に、町の補助金制度を設置したらどう

かと、こんなお話でありました。 

 町では、ＬＥＤ照明の設置につきまして、

省エネによる経費の削減及び環境への配慮の

観点から、今推進をしているところでござい

ます。町管理の街路灯につきましては、ＬＥ

Ｄ照明の消費電力の低さや、従来の照明灯に

比べて長時間使用できるという点から、現在、

医科大通りの水銀灯の一部を順次ＬＥＤ照明

に交換しておるところでございます。 

 また、平成22年度には、地球温暖化対策等

推進事業補助金を活用いたしまして、当町の

庁舎１階駐車場や庁舎の正面の部分をＬＥＤ

照明に交換しておりまして、このようにして

私たちはＬＥＤ照明の導入を積極的に図って

いるところでございます。 

 現在、町が実施しております各町会等の管

理している街灯に関しての補助金につきまし

ては、内灘町公衆街路灯維持管理料金等に係

る補助金等交付要綱という何か難しい名前な

んですが、その要綱によりまして、町会等が

管理する街灯１本当たり300円の維持管理補

助金及び電気料金の３分の２を補助している
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ところでございます。 

 また、その同要綱によりまして、新規に設

置する街灯には設置する地域の町会等に１割

の負担をお願いをしているところでございま

す。 

 議員ご提案の各地域の街灯を蛍光灯からＬ

ＥＤ照明へ交換する場合の補助金制度につい

てでありますが、現在、さまざまな製品が開

発されておりまして、照明の明るさや耐久性

及び消費電力などによります電気料などの中

長期的な対費用効果につきましても検証しま

すとともに、今後、省エネや環境問題等に積

極的に取り組まれる地域といいますか町会、

区会を対象に補助金制度のあり方について前

向きに検討していきたいと、このように考え

ている次第でございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 ７番、恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 今の町長の答弁では、

積極的に進めている町会にこれから補助金制

度の導入を考えているというお答えでよろし

いんですね。 

 それと、確かに今答弁の中でありましたＬ

ＥＤ照明が出てきましてからまだ２年、３年

で、確かに各メーカーのものにはばらつき等

いろいろありますけれども、今後、エコの町

を進めるという大きないわゆる内灘町の目標

がありますので、そこら辺もひとつ改めて、

今ありました進める町会も含めながら、今後

そのほかについても街灯にかかわらずひとつ

どのような進め方があるのかもちょっとお聞

きをしたいと思いますが。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 恩道議員の一般質

問ですが、議員ご承知のとおり、私たちはエ

コタウンを目指す町としてさまざまな省エネ、

環境問題に取り組んでいるところでございま

して、今言う街灯に関していえば、地域版環

境ＩＳＯを取得している町会あるいは区会が

それぞれあるとか、そんなことで町の施策そ

のものをご理解していただく町会、区会はふ

えているということでありますから、町民の

皆さんの中にそのことをより広く浸透させて

いくためにも、今言ったＬＥＤの照明を積極

的に導入していくということは言うに及ばず

ということでありまして、ただ、初期投資の

問題も含めて財政的にもかなり厳しいことも

ありますから、そのことも検討しながら従来

どおりの気持ちでエコタウン内灘を目指して

頑張っていきたいと、このように考えている

ところでございます。 

 ぜひ、恩道議員からもいろんな面でご支援

いただければありがたいと思っています。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 答弁が終わりました。

よろしいですか。 

 ７番、恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 今町長の答弁でエコ

タウンを目指すということで、またいろんな

面でもエコを目指して頑張っていただきたい

と思います。 

 私の質問はこれで終わります。 

○議長【夷藤満君】 12番、渡辺旺議員。 

   〔12番 渡辺旺君 登壇〕 

○12番【渡辺旺君】 おはようございます。

12番、渡辺でございます。 

 平成23年第４回内灘町議会定例会に町政一

般質問の機会をいただきましたので、あらか

じめ通告してあります２点について質問をい

たします。 

 質問の形式は全問一括によります。答弁に

当たります町長及び関係部課長は、具体的か

つ明快な答弁を賜りますようお願いをいたし

ます。 

 まず初めに、中学校の必修化される武道に

ついてお伺いをいたします。 

 平成24年度から中学校の保健体育で武道が

必修化されることになると聞いているが、私

個人としてはいいことだと思います。 
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 そのうち柔道でいいますと、今や国際スポ

ーツ柔道といいまして世界で共通しているわ

けでございます。柔道は、講道館柔道創始者、

嘉納治五郎先生が興した柔道、教育、体育と

その科学性、合理性、社会性、教育性を融合

させたいわゆる「精力善用」「自他共栄」を

道標する人の万物の霊長たるゆえんは、自己

の目的を自覚して、これを実現する能力を具

備しているところにあります。しかも人は社

会を離れて存在するものではなく、社会の恩

によって生きているのであるから、人間最大

の事業は、この社会の恩に報いることであり

ます。そのためには活力が必要であり、そし

てその活力の宿るところが身体であります。

その身体を鍛練して強くしなければならない

ということが嘉納治五郎先生の言葉でありま

す。 

 柔道、教育、体育と３つ合わせたものを学

習することは、中学生にとってよいことであ

り、また実技のみではなく教育すること、文

武両道の道を行かねばなりません。 

 一方、中学校では必修化されることで隠れ

た才能を持っている人がいるかもしれません。

そんな人を中学校の部活に入ってもらい部活

動を活発化させて、今や柔道は内灘町にとっ

て切っても切れない内灘町のスポーツです。

全国的にもすばらしい選手を数多く輩出をし

ております。 

 その柔道は、小学校のときは柔道教室に入

って活躍している人たちが、中学校に入り部

活に入る。そういうことの繰り返しをしてい

る。それだけにさきに言った隠れた人材を見

つける、そういう人がいるということは、そ

の実技プラス教育をして、そして必修化され

ることが大切であります。 

 今、柔道ばかり言いましたけれども、剣道

も一緒ではないかと思います。そこで、柔道、

剣道で、どちらを必修化、採用されるのか。

柔道、剣道などを行うときに必要な道具、例

えば柔道着などの購入はどうするのか。学校

で購入して個人個人に貸すのか。これだと肌

に直接身につけるものであり、衛生面からも

問題があります。それとも、個人に買っても

らうのか。これも大変なお金がかかります。

教育委員会はどのような考えをお持ちでしょ

うか。 

 次に、街路樹の手入れについて、また干拓

地の松の木の赤枯れについてお伺いをいたし

ます。 

 今は、はや東京では初雪が降ったというこ

とですが、12月、二十四節気の大雪も過ぎ、

12月５日、イロハカエデの落ち葉を観測した

と出ております。しかし１カ月前、11月17日、

イチョウの紅葉を観測したと金沢気象台が発

表しました。その時分は、イチョウやケヤキ

の並木は、見る者に対しては大変きれいであ

ると。12月に入るとそれが落ち葉となり、木

だけが残ります。これは毎年の繰り返しであ

り、しかし、落ち葉のころ、その木の下にあ

る家には気の毒なくらい大変なんです。毎日

が落ち葉拾いが日課です。これも町の景観か

と思い、我慢をしております。 

 その街路樹についてちょっと言いますけれ

ども、町道幹１号向粟崎大根布線、通称医科

大通り、ケヤキ約82本、イチョウ261本、計343

本があります。順次、アカシア交差点より向

陽台交差点まで桜並木とケヤキ約38本。向陽

台交差点より鶴ケ丘３丁目交差点までケヤキ

約34本、イチョウ約19本。鶴ケ丘３丁目交差

点より役場前交差点まで、ケヤキ約10本、イ

チョウ約179本。役場前交差点より放水路まで、

イチョウ約63本があります。そのほかに放水

路より白帆台入り口までケヤキ約61本。白帆

台地内にはケヤキ約97本がございます。鶴ケ

丘西１号線及び幹５号鶴ケ丘中央線にイチョ

ウ約111本。町道幹３号向粟崎線、イチョウ約

103本等々があります。 

 ほかにまだたくさんございますが、特に鶴

ケ丘３丁目交差点より役場前交差点、また町

道幹５号鶴ケ丘中央線の街路樹は伸び放題に
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なっております。 

 場所は違うんですが、ことし８月18日19時

ごろ、街路樹が電線に触れて付近一帯が１時

間ほど停電になっております。そのときの様

子は、火花が飛び散り、火災になるのではな

いかと付近の人は言っておりました。 

 今申し上げました地区、特に２カ所につい

て町の大通りですので、ケヤキの木は広い場

所で自然のまま枝を伸ばしたいのが木ですが、

しかし、そこには手入れをして、剪定をして

やる。そこでご存じでしょうが、剪定とは、

果樹、庭木などの育成や果実を均一にし、樹

形を整えるために枝の一部を切り取ることで

ございます。 

 今後、街路樹の管理はどのようにするのか

お伺いをし、ちなみにかほく市の内日角保育

所の前通り、金沢市の木越北交差点、野々市

市、白山市などなど街路樹を剪定してきれい

にしてあるところがたくさんございます。 

 次に、河北潟地内の松の赤枯れについてお

伺いをいたします。 

 放水路より津幡方面に約２キロまでに約75

本、内灘町よりかほく市内方面約564本、かほ

く市より西部承水路沿いに室まで約85本、宮

坂から西荒屋放水路沿いに約220本等々が、干

拓地内の松の木はほとんど全滅をしておりま

す。あの状態を担当課は知っているのか。も

しわかっているのなら、今のうちに関係機関

に話をして抜本的に方策を考えていく必要が

ございます。 

 来春になるとその道路両側に桜並木も桜街

道として名所になると思いますが、その対策

をお願いをいたします。 

 また、通告はしてございませんが、これは

冬期間に入り、ことしもラニーニャ現象が見

られ、日本も激寒になると予測されておりま

す。特に年末より年明けにかけ大雪になると

言われています。 

 ことしの１月31日に降った雪のようになら

ないように今から準備をし、想定外になった

と言われないように除雪対策を手抜かりのな

いようにお願いをいたします。 

 終わります。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 渡辺議員の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 私のほうからは、中学校で必修化される武

道について、全般的に答弁をしたいと思って

います。 

 教育基本法の教育理念に、伝統と文化を尊

重するという項目が新たに規定をされ、その

教育の場における具体的な取り組みの一環と

して、中学校の体育に武道が取り入れられた

ことは議員おっしゃったとおりでございます。 

 武道といえば「礼に始まり礼に終わる」と

いう言葉がありますように、子供たちの規範

意識をはぐくむ上で極めて有効かつ重要な教

育的要素を持つものであります。 

 まだまだ成長過程の中学生が、武道を通し

て伝統や文化に関する教育を受けるというこ

とは、心身の発達や成長のために非常に重要

なことであると思っているところでございま

す。 

 青少年の健全育成や技術向上の観点からも、

これまでも内灘町少年柔道教室では、心身と

もに鍛えられ成長し、日本を代表する選手を

数多く輩出してきたのではないかと思ってい

るところでございます。古いところでは、国

際大会でも大活躍をいたしました下出選手、

また高校時代に日本代表として国際大会でも

活躍され、現在は内灘中学校で柔道の指導に

当たっている本出先生、そして最近では鶴ケ

丘小学校６年生の藤田慶二君が相撲でも柔道

でも全国大会で上位の成績をおさめていると

ころでございます。 

 内灘少年柔道教室の皆さんが全日本選抜少

年柔道大会に出場し、入賞を果たすなどの活

躍もあるわけでございます。このほかにたく

さんの柔道教室卒団生がインターハイや国体



 －51－

等々で活躍されているわけでございます。本

当に私たちにとっては誇りであります。 

 これらの輝かしい成績は、半世紀以上の長

きにわたって本町柔道界の豊富な伝統をつく

り、またその土壌をはぐくんでこられた多く

の先達のご尽力のたまものであり、内灘町が

誇るべき大切なスポーツ財産であると思って

いるところでございます。 

 今後は、体育の種目の一つに柔道が必修と

されることによりまして、議員がおっしゃい

ましたように隠れた才能を持った人が全校生

徒の中から見出せる契機になるかもしれませ

ん。そうした人が柔道の魅力に引かれ、本町

の豊かな柔道の土壌の中でさらにその才能が

磨かれ、中学校の部活動を活発化する原動力

になっていくことも期待されるわけでござい

ます。 

 さらには、単に柔道によって鍛えられたわ

ざや体ばかりでなくて、規範意識といった心

をしっかりと持った全校生徒の模範的な生徒

が育っていくこともまた期待をしている一つ

であります。 

 私からは以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平教育次長兼学

校教育課長。 

〔教育次長兼学校教育課長 長丸一平君 登壇〕 

○教育次長兼学校教育課長【長丸一平君】 私

のほうからは、渡辺議員ご質問の柔道、剣道

等を行うときに必要な道具の購入についての

部分についてお答えいたしたいと思います。 

 平成20年３月改訂の学習指導要領を受け、

平成24年度から男女とも体育の種目の一つに

武道を必修として行うことが定められており

ます。 

 武道の種目には、柔道、剣道、相撲が種目

としてございます。その種目の選択や用具に

係る費用については各学校の判断にゆだねら

れていることから、それぞれの自治体におい

てもその取り扱いはさまざまであります。 

 そこで、河北郡市校長会では、武道の種目

の検討を平成21年中に行っております。そし

て、柔道を河北郡市の武道の種目とすること

といたしました。内灘町を含む河北郡市では、

柔道着の購入は個人負担でお願いしており、

１着の購入費用は2,900円であります。 

 柔道着は直接肌に身につけるものであり、

衛生面からも個人所有が適切であると考えて

おります。制服や体操服と同じふうに考えて

おります。どうかご理解賜りたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 私のほう

から、街路樹の管理についてお答えいたしま

す。 

 街路樹は、安らぎと潤いのある町並みを形

成し、都市生活に欠かせない都市施設の一つ

と考えております。住民の方々には、秋の落

ち葉拾いや夏の除草、水まきなど年間を通し

てご協力をいただいております。まことにあ

りがとうございます。 

 街路樹の剪定につきましては、歩行者の妨

げになる枝の枝落としや宅地へ入るような枝

の落としなど、また樹形を整える基本剪定を

定期的に行っております。 

 今後はより一層街路樹管理に努め、樹形の

整っていない街路樹などの剪定を行い、町並

みの景観保全に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、干拓地内の松枯れについてお答えい

たします。 

 干拓地内の松林は河北潟干拓土地改良区が

管理を行っております。ことしは特に松くい

虫の被害による立ち枯れが多く目につきます。

河北潟干拓土地改良区では、これまでも松の

伐採を行っておりましたが、今年度は本数が

多くて追いつかないというような状況と聞い

ております。 

 今後は、補助事業を活用して順次伐採を行

い、また薬剤散布などを行い予防措置をとる

とのことでありました。 
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 いずれにいたしましても、今後とも河北潟

干拓土地改良区と連絡をとっていきたいと考

えております。 

 最後ですけれども、桜の件なんですけれど

も、内灘町から津幡町に行く道路の干拓地内

の両わきに桜が植わっております。それにつ

きましても適正に管理し、桜の名所になるよ

うに、そういった管理に努めてすばらしい桜

並木にしていきたいと、そのように考えてお

ります。 

○議長【夷藤満君】 12番、渡辺議員。 

○12番【渡辺旺君】 一問一答でないもので

すから、教育委員会の柔道着は個人負担だと。

これも2,900円ほどと言いましたけれども、大

変親御さんにかかったら負担が大きいわけで

すから、特に父兄の方と十分相談した上でひ

とつよろしくお願いをいたします。 

 それから、街路樹の件について、剪定をす

るということですけれども、これは鶴ケ丘３

丁目の松の木の問題にしても、剪定をすると

言いながら、これを坊主にしてしまっておる

んです。あれは３年計画で21年度から23年度

まですると言いながら、２年間は一番先に切

って、一番道路側の松の木を１本残せと。そ

うすることによって交通事故、冬になると北

風がすごい寒い。そういうことから１本だけ

残せということを言っておったんですが、そ

れが結果的には４本坊主にしてしまって、そ

してああいうことに全部刈ってしまったとい

うことを今申し上げましてもだめですけれど

も、これを部長は違いますけれども、前にあ

ったことをよく話をしなかったらだめです。 

 きのうも一般質問にありましたけれども、

そういうことを話をしなかったら、新しく議

員になられた方はそういうことはわからない

わけですから、それをするということになっ

ておりますから、これから剪定をしてひとつ

よろしくお願いをいたします。 

 一括ですから、これで終わります。 

○議長【夷藤満君】 ９番、能村憲治議員。 

   〔９番 能村憲治君 登壇〕 

○９番【能村憲治君】 傍聴の皆さん、足元

の悪い中、ようこそ議場へお越しいただきま

して、ありがとうございます。 

 ９番、能村憲治。 

 平成23年第４回定例会において町政に対す

る一般質問の機会を得ましたので、通告に従

って一問一答方式で質問をさせていただきま

す。 

 私からは大きな項目として、１つ、除雪対

策、そして今ほども話がありましたクロマツ

440本の伐採、そして高齢者見守り、要するに

緊急通報装置の３項目について質問をいたし

ます。 

 質問に入る前に訂正がございます。皆さん

のお手元には、クロマツ300本とあるところを、

実際には440本ということでございますので、

改めさせていただきますのでよろしくお願い

をいたします。 

 まず最初に、除雪対策についてお伺いをい

たします。 

 除雪対策については、過去にはもう何回と

なく質問しておりますが、自然が相手である

ということからでしょうか、なかなか万全な

処置が講じられていないのが現状でございま

す。 

 ことしの１月末から降った雪は、量が多か

ったせいもあり、除雪後の道路状態に対し住

民から多くの苦情が殺到いたしました。また、

除雪車両の初期出動に問題がなかったのか等

の声もよく聞かれました。これらの苦情、意

見を生かすべく、ことしの除雪対策の取り組

みが期待をされるところでございます。 

 ことしの冬も予報によると例年以上に寒波

の襲来があるようでございます。町は12月１

日に除雪作業本部を設置し、冬の到来に備え

る体制に入っておりますが、私から次の３点

についてお伺いをいたします。 

 まず１点目として、除雪車両の確保につい

てでございます。 
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 年々減少している公共工事の中、建設業者

の経済状況は思わしくなく、重機を手放した

り、修繕に多額の費用を要するため修繕をし

なかったりというようなことが重なり、重機

の数が減少しております。 

 河北市では５台の除雪車を購入して対策を

とっているということでございますが、内灘

町では除雪車両の確保ができているのかどう

か、お伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 ご質問に

お答えいたします。 

 ことし１月末の大雪の際に、町民の皆様に

多大なご不便をおかけいたしました。そのと

きの反省点を踏まえ、機械除雪の出動時期を

原則午後10時とすること、コミュニティバス

路線の除雪を強化すること、また道路パトロ

ールを充実することなどを今年度の道路除雪

計画に盛り込みました。 

 除雪作業は町会や住民の方々のご理解、ご

協力なしには成り立つものではありません。

今年度も町会及び住民の方々と連絡を図りな

がら除雪作業を実施してまいりますので、ご

協力のほどよろしくお願いいたします。 

 まず、除雪車両の確保につきましては、昨

年と同じ33台を確保することができました。

この体制で町内一斉除雪を行っていきたいと

考えております。 

○議長【夷藤満君】 ９番、能村議員。 

○９番【能村憲治君】 ２点目に、まず歩道

の除雪についてをお伺いをいたします。 

 歩道は、車道除雪を優先する余り、ところ

どころに多く雪が積み上げられております。

そのため、通学する児童が車道を歩かざるを

得ない状況にあり、大変危険でございます。 

 ことしも歩道除雪機が７台で歩道を除雪す

るわけでありますが、重要なのは通学時間帯

に歩道除雪ができているかということでござ

います。この点についてどのような体制にな

っているか、お伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 歩道除雪

についてお答えいたします。 

 歩道除雪機械は７台保有しております。医

科大通り、内灘駅から内灘海水浴場に行きま

す鉄板道路とか、清湖大橋から内灘町までの

県道松任宇ノ気線など幹線道路の歩道除雪を

行う予定としております。 

 町内一斉除雪を行う午後10時から歩道除雪

を開始いたしますが、雪の状況によりまして

は通勤通学の時間に間に合わない、そういっ

たことの可能性もあると考えております。そ

のようなこともありますので、今後は交通量

の多い医科大通りや主要な交差点の歩道は排

雪も検討しながら、なるべく早い時期に歩道

のスペースを確保できるよう対応していきた

いと、そのように考えております。 

 また、歩道除雪を今７台で行っておるんで

すけれども、ことしの除雪作業を見ながらそ

の増設も検討するかどうか、そういったもの

についてはことしの状況を見ながら増設につ

いて検討していきたいと、そのように思って

おります。 

○議長【夷藤満君】 ９番、能村議員。 

○９番【能村憲治君】 歩道除雪機が７台、

少し少ないんじゃないかというようなことか

ら、歩道除雪機をふやしたいというような答

弁であったと思います。多ければ多いほど除

雪作業をするに当たって、よりよい除雪がで

きるというように思いますので、ぜひその増

設のほうを検討していただきたい、このよう

に思います。 

 ことしはどうも除雪機械が手薄というよう

なことも報じられております。できる限り多

くの除雪機を取りそろえていただきたいと、

かように思います。 

 ３点目、毎年のことでございますが、雪の

置き場について、要するに雪のストックヤー
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ドについてお伺いをいたします。 

 毎年、雪の置き場がないために歩道や交差

点付近に高く積み上げられており、大変交通

の面で危険でございます。 

 そこでこれは提案でございますが、例えば

民間の空き地を借り上げて利用することや、

また当町には公園がたくさんございます。こ

こに積み上げる方法がとれないかということ

でございますが、公園はフェンスで囲まれて

おりますが、冬の間だけ除雪車が入るところ、

その分だけ一時的に外しておく。そして、奥

のほうへ雪をストックするというようなこと

ができれば相当の雪が除雪されるんじゃない

かなと、このように思います。 

 また、町は他の方法でいいことを考えてお

られるのでしたら、そのあたりもお伺いをい

たしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 雪置き場

についてお答えいたします。 

 民間の空き地や公園を町内一斉除雪の際に

雪置き場に活用することは、大雪の除雪作業

を行う上で有効なことと考えております。 

 ただし、課題といたしましては、雪にごみ

や土砂がまじりますので、それをどう処理す

るか。また、公園に重機やトラックが入るこ

とにより、クレー舗装や芝生が傷むというよ

うなことも考えられます。 

 議員ご質問の公園を雪置き場にするという

ような案につきましては、近隣市町の対応や

先ほどの課題の整理を行い、来年度以降の除

雪体制に反映させていきたいと考えておりま

す。 

○議長【夷藤満君】 ９番、能村議員。 

○９番【能村憲治君】 ぜひまたそのあたり

検討をよろしくお願いをいたします。 

 次の質問に移ります。 

 次の質問は、先ほども訂正させていただき

ましたクロマツ440本の伐採についてお伺い

をいたします。 

 昨日は太田議員が、また本日、渡辺議員が

いろいろとこの件について質問があったよう

に思いますが、私のほうからは医科大通りの

クロマツ伐採に至った理由と経過、その影響、

そして今後の対策についてお伺いをしたいと

思います。 

 医科大通り、鶴ケ丘４丁目交差点から鶴ケ

丘５丁目交差点の東側、鶴ケ丘３丁目地内に、

幅約５メートル、長さ約400メートルにわたり、

松の木、クロマツ440本が植えてありました。 

 この松は、昭和50年代初めに、飛砂防止や

防風対策のためにアカシアからクロマツに植

えかえたものでございます。つまり、アカシ

アは根の張りぐあいが小さくて、住宅街では

風で倒れるおそれがあるとともに、秋には葉

がすべて落ちてしまい、防風には適さないな

どの理由からすべて松に植えかえたものと伺

っております。 

 樹齢は35年から40年くらいで、高さが約10

メーター、幹周り１メーター、大きいもので

はそれ以上あるものでございます。成長中と

いうことの松であります。このクロマツ、こ

とし10月にすべて伐採がされてしまいました。 

 クロマツは、花はハマナス、鳥はタカとと

もに、昭和54年に町木として制定されており

ます。 

 ところで、内灘町史にクロマツについて次

のように掲載されております。「内灘町は古

くから飛砂で苦しめられ、スガキを用いて飛

砂防止に当たったが思わしくなく、明治の後

期にネム、アカシア、クロマツ、グミなどが

植栽された。中でもクロマツは１年を通じて

緑を絶やさず、飛砂防止に役立つこと大であ

った」云々と制定理由が掲載してあるわけで

ございます。 

 町木として制定されているクロマツをなぜ

すべて伐採したのかについて、多くの住民か

ら疑問の声が上がっております。そこで、伐

採に至った理由をお伺いをいたします。 
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○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 医科大通

りの松を伐採した経緯についてのご質問にお

答えいたします。 

 昭和50年代に植えました松苗が大きく育ち、

松葉が海からの風で民家の屋根に落ち、雨ど

いが詰まるなど長年ご迷惑をおかけしており

ました。一昨年、町と町会が話し合い、３カ

年計画で伐採することにいたしました。財源

といたしましては、県の緊急雇用創出事業を

活用して実施したものです。 

 内灘町は土地区画整理事業で鶴ケ丘地区や

大清台、向陽台といった町を内灘砂丘の地に

整備してまいりました。建設当時の昭和40年

代、50年代には、飛砂防止や防風の目的で、

生命力の強い松を多く植えました。 

 現在、内灘町はその宅地に住宅が建ち並び、

当時と状況が変わっております。今後は地域

住民の住環境の保全を図りながら、町有山林

の管理を行い、緑あふれる潤いのまちづくり

を行っていきたいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 ９番、能村議員。 

○９番【能村憲治君】 あんまり理由になっ

ておらんように思いますけれども、３年前に

町会と話をして伐採するということに至った、

このように経過を話しされたわけでございま

す。３年前に決まった。話はそれ以前から進

められていたことは当然でございますわね。 

 ３年であそこにある松の木約440本を１年

で３分の１、２年で３分の１、残りが約140

本、ことし残っていたわけでございますね。

先ほど渡辺議員からも話がありましたように、

残った松の木、10メートルくらい、ましてや

35年から40年かかって大きくなった松の木。

その松の葉っぱが地元の家にかなり迷惑をか

けておると。これは今のこの現場だけじゃな

くて、内灘町至るところにそういうところが

ございますわね。そういった意味から、最後

に140本残っていたそれまで全部切る必要が

あったのかどうか。私は専門家に聞くところ

によると、松の木、そのあたり百四、五十本

は、頭をきっちりと剪定、先ほど渡辺議員か

らも話があったような剪定をすれば、ほとん

ど影響がないといったら失礼でございますが、

小さくなるというふうなことをお聞きをして

おるわけでございます。 

 したがって、何とか最後の140本というもの

に対して、町内会の人に理解をいただいて、

すべて伐採するというようにならないような

方法がとれなかったのかどうか、再度お伺い

をいたします。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 全部切る

必要がなかったのではないかというようなご

質問にお答えいたします。 

 ３カ年計画で切るということで、毎年３分

の１ずつ切った経緯がございます。今年度、

その状況を見ながら判断しておったんですけ

れども、今年度４月に、町会と話をいたしま

して全部切ると。切った後にカイヅカイブキ

を植えるというような話をしておりまして、

それに基づいて伐採をしたものです。 

 低く剪定したりいろいろな方法はなかった

のかというご質問なんですけれども、一度低

目に剪定いたしまして枯れた経緯もございま

して、そういったことも踏まえまして伐採を

したものであります。 

 町有山林は鶴ケ丘地区以外にもございます。

町有山林等につきましては、いろいろその場

所場所で状況が違います。そういったものの

状況につきましては、それぞれの場所、それ

ぞれの地域の特性等を勘案しながら、地域の

方々と話し合って、その住環境の保全という

のが、当初は先ほども言いましたように飛砂

とか防風という役割があったんですけれども、

家並みが建ち並び、そういった状況になった

段階で町有山林のあり方といたしましては住

環境の保全というものをそれぞれの場所場所
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で、近隣の住民の方あるいは町会の方々と話

し合いをしてその保全について努めてまいり

たいと、そのように考えております。 

 結果といたしましては、鶴ケ丘地区につき

ましては、現在見ていただくようにああいう

形ですべての松を切り、カイヅカイブキを今

月中に植える予定としております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 ９番、能村議員。 

○９番【能村憲治君】 今の件でございます

が、内灘町のメーン通りということもござい

まして、本当に440本、緑を伐採されたという

ことを本当に悲しく思う町民の一人でござい

ます。 

 今後はしっかりそういうことのないように、

また他の地区でもそういう地元からの多少な

りとも苦情もございましょう。しかし、300

本、400本というまとまった樹木を伐採すると

いうのは本当に地元の声だけであっていいも

のかどうか。このあたり再度、町長にひとつ

お聞きをしたいなと、このように思いますの

で、よろしくお願いします。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 今ほどの質問であ

ります。 

 内灘町民にとってクロマツというのは町木

であると。その意味で、伐採時にはあちこち

からやっぱりいろんなご意見をいただいてい

るわけでありまして、我々もそんな意味では

苦慮しているわけであります。一方で、その

存在する町会の皆さんから、ぜひとも住環境

を守るために切ってほしいというそんなお話

も多くあるわけでございます。 

 その際にどうするかというのは、やっぱり

今おっしゃったように難しいという話はある

んですが、よくよく町会の皆さんとお話をし

て、そしてできれば残せるものは残していく

というそのことを前提にこれからも話し合い

をしていきたい。そして、大事なクロマツで

すから残していくというそのことを前提にし

た対応の仕方をこれから指導していきたいと、

このように思っているところでございます。 

○議長【夷藤満君】 ９番、能村議員。 

○９番【能村憲治君】 町長、ぜひ景観もあ

ることでございます。景観というのはお金で

買えれるもんじゃございません。そういうと

ころも、また景観は地元内灘町内だけのもの

でもないと、このように思うところがござい

ますので、またひとつそのあたりよろしくお

願いします。 

 次に、内灘町は「人にも地球にも優しい町」、

これを基本理念に、住民、事業者、行政が一

体となり温室効果ガス排出の抑制に取り組ん

でおります。2020年度までに年間約２万トン

のＣＯ２削減を目標として努力しておるとこ

ろでございます。 

 クロマツ伐採によって、これらに対する温

室効果ガスなどのことでございます。影響を

どのように考えているのか、お伺いをいたし

ます。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 ただいま

のご質問にお答えいたします。 

 松を伐採すれば、植物は二酸化炭素を吸収

しております。そういった面では松を約400

本切りましたので、その影響はあると思いま

すが、先ほども申し上げましたようにカイヅ

カイブキを約240本植栽する予定としており

ます。 

 その温室効果ガスにつきましては、その差

の分が大気中に増加する、二酸化炭素温室効

果ガスがふえるのではないかと考えておりま

す。しかし、二酸化炭素の削減という意味で

は、保安林の植栽でありますとか、さまざま

な植林を他のところで緑化を進めております。

今年度は霊園にも桜を植えたいというような

予定もしておりますし、そういった町全体で

緑化を進め、温暖化防止について町として緑
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を使った、また違った意味での温室効果ガス

の削減等を進めていきたいと。私ども都市整

備部といたしましては、公園、町有山林、県

有保安林、いろいろなもので緑化を進め、そ

の削減に向けて努力していきたいと、そのよ

うに思っております。 

○議長【夷藤満君】 ９番、能村議員。 

○９番【能村憲治君】 よくわかりました。 

 この件、最後のほうでございます。 

 今、伐採した松の木。その松の根っことい

うのがあのあたりにしっかりと埋まっておる

というような状況であるその上で、先ほどの

イブキを植えるということで、その後で植え

る木にその根っこが邪魔にならないのか。大

変そのあたりまで危惧をしているわけでござ

います。どんなもんでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 ご質問に

お答えいたします。 

 カイヅカを植えますけれども、当然根っこ

が残っております。その植えるに当たっては、

すべてあるわけでなしに、その根を外すよう

な形でカイヅカを植えていきたいと、そのよ

うに考えております。 

○議長【夷藤満君】 ９番、能村議員。 

○９番【能村憲治君】 それでは、次の質問

に移ります。 

 高齢者見守り、いわゆる緊急通報装置につ

いてお伺いをいたします。 

 平成22年９月議会で、当町の緊急通報装置

の利用状況とその成果、対応、そして今後の

あり方について質問をいたしました。町の答

弁は、今後は24時間体制の活用方法を調査、

検討し、利用者、また受ける側の利便性を図

っていくというようなことでございました。 

 緊急通報装置とは、ひとり暮らしの高齢者

が急病や災害時などの緊急時に適切な対応を

図り、事故を未然に防ぎ、老人福祉の増進と

安全な生活環境づくりに努めることを目的と

したものでございます。 

 平成元年に当町がこの制度を導入し、現在

27台が設置されていると伺っております。現

在使用されている機器は、一般電話に取りつ

け、ワイヤレスリモコン、ペンダント型があ

りますが、家の中だけしか使用できないもの

でございます。 

 また、緊急通報装置の順位が、まず近隣の

親類、次に民生委員、そして消防署とつなが

ることになっております。しかし、利用者の

状況を確認できないことが多く、そのために

救急車と消防車が同時に出動しているのが現

状でございます。21年度では２回、22年度で

は４回ありました。これらのうち、誤報が３

回あり、救急車も消防車も必要なかったわけ

でございます。このような状態では、本当に

緊急事態が発生したとき支障が考えられると

ころでございます。 

 そこで最近、この緊急通報装置は大変進歩

してきております。家の中のみならず、ペン

ダント型なら外出先でも使用でき、ボタンを

押せばコールセンターにつながり、24時間体

制で待機している看護師などと連絡がとれ、

救急車の手配も受けられるようになっている

と聞いております。 

 また、室内の天井や壁にセンサーを設置す

ることで、利用者が倒れて動けなくなったと

きには、センサーがそのことを感知してコー

ルセンターにつなげ、適切な処置がとられる

ようになっております。 

 県内では、既に半数近くの市町がこの装置

を導入しておると伺っております。当町でも、

現在の機器の効果などをしっかりと評価した

上で、新しい機械の検討が望まれると思いま

すが、この点いかがでしょうか、お伺いをい

たします。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの質問に

お答えしたいと思います。 
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 私のほうから、高齢者の見守りについての

ソフト面からのことについて答弁をしたいと

思います。 

 今日の地域社会におきましては、少子・高

齢化や核家族化の急速な進展によりまして、

住民のライフスタイルの多様化やプライバシ

ー意識の高まりなどから、身近な交流コミュ

ニケーションが希薄化するところでございま

す。そして、家族や地域で支え合う機能が弱

まってきている感じがしているわけでござい

ます。こうした状況は、ひとり暮らしの高齢

者等におきましては不安や孤立感を抱え、一

人で悩む人がふえることによりまして、ひき

こもりや孤独死などの社会問題を引き起こす

要因にも実はなっているところでございます。 

 隣近所の人たち、さらにすべての町民がお

互いを理解し合い、認め合い、そして支え助

け合うという気持ちが人間関係のきずなを築

き、家族的な地域社会をつくっていくものと

考えているところでございます。高齢化社会

にあって、このような地域社会を築いていく

ためには、高齢者に対する緊急通報装置など

のハード面を含めた公的制度の支援はもちろ

ん必要でありますが、ソフト面におきまして

は地域における高齢者の見守りと支え合うネ

ットワークづくりを進めていくことがますま

す重要になってきていると、このように考え

ているところでございます。 

 なお、内灘町におきましては、来年度から

地域福祉計画の策定に取り組んでまいります

が、その中で地域の公民館や集会所など、地

域の社会資源を活用いたしました地域福祉活

動の拠点づくりを進め、あわせて高齢者の見

守り体制の整備と支援策を検討してまいりた

いと、このように思っているわけでございま

す。 

 あと、緊急通報装置の答えについては担当

から答弁したいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 私から、緊

急通報装置の設置についてのご質問にお答え

いたします。 

 緊急通報装置の設置につきましては、おお

むね65歳以上の単身世帯または高齢者のみの

世帯の方で、心臓病などの疾患により緊急を

要する方を対象に設置している状況でござい

ます。 

 現在設置してあります機器につきましては、

緊急時にボタンを押すだけで事前に登録され

た家族や民生委員、さらに119番へと自動発信

されるものでございますが、議員ご指摘のと

おり、緊急内容が火災なのか、また救急なの

かわからない点や、緊急時にあっても本人が

ボタンを押さない限り機能しないということ

も現実問題としてあるわけでございます。 

 今後、高齢化と核家族化による高齢者世帯

の増加に伴い、高齢者の事故も増加すること

が予想され、事故を未然に防ぐという観点か

らも、緊急通報装置の充実は重要な問題であ

ると考えております。 

 なお、議員からご提案のありました人の動

きを感知する人感センサーと連動したシステ

ムなど、高齢者の見守りに関する機器などに

つきましては、現在、民間各社において多種

多様な製品の開発が進められております。内

灘町におきましても、平成22年第３回定例会

において能村議員より機器の見直しについて

のご質問を受け、これまで新たな機器などに

ついてその内容や導入に係る費用などを調査

してまいりました。 

 また、増加する高齢者からの各種相談など

に対応するため、24時間対応可能な相談セン

ターの設置につきましても、あわせて現在検

討している状況でございます。 

 今後は、緊急通報装置の機器の見直しなど

について、さらに調査、検討を重ねるととも

に、高齢者の方が地域で安心して生活できる

よう早急に見守り体制の整備充実を図ってま

いりたいと考えております。 
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 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 ９番、能村議員。 

○９番【能村憲治君】 以上で私の質問を終

わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口裕子議員。 

   〔11番 水口裕子君 登壇〕 

○11番【水口裕子君】 2011年12月一般質問

を通告に従って行わせていただきます。 

 八十出町長は６月議会で脱原発を表明され

て以来、約束どおり県への働きかけを続けて

くださっていることに感謝と敬意の思いをあ

らわしたいと思います。ありがとうございま

す。しかし、谷本石川県知事の対応は極めて

冷淡で、礼を失したものであると言わざるを

得ません。 

 知事は、６月の原子力防災地域（ＥＰＺ）

拡大の申し入れに対しては、「国の指示をま

つ」「北陸電力を招いて勉強すればどうか」

などと県民の安全を守る立場としてのやる気

が見られず、危機管理意識が欠如した対応で

した。 

 ９月の申し入れには、県の町長会の場で予

定されていましたけれども、その町長会との

懇談会を突然キャンセルし、今度はＵＰＺ拡

大の申し入れを予定していた八十出町長初め

県内の全町長さん全員が肩すかしを食った形

になりました。 

 北陸中日新聞によれば、谷本知事はこの突

然のキャンセルの理由を公務のためであると

して「詳しいいことまで話して丸裸になる必

要はない」と明らかにしませんでした。県下

の町長全員そろっての懇談会は、知事にとっ

ては大切な任務のはず。それ以上に大切な公

務とは何だったのか、明らかにしていただき

たいものです。 

 以上のことを踏まえて、まず原子力発電所

の諸課題について５点一括してお聞きします。 

 １番、谷本知事の「国の指示まち」対応に

ついてどう思われますか。 

 ２番、知事が県の町長会との懇談を突然キ

ャンセルしたことについてはどうですか。内

容はあらかじめ知事に伝えられていたのでし

ょうか。 

 ３番、国の原子力安全委員会は緊急防護措

置区域（ＵＰＺ）を30キロメートルに広げる

案を示しました。きのう、清水議員もお話し

されたとおり、県に裁量が任されております

が、知事の態度からいってこのまま黙ってい

たら40キロ圏の内灘町はらち外に置かれてし

まうと思います。早急に県知事へもう一度、

三度目の申し入れをしていただきたいが、い

かがでしょうか。 

 ４番、ＵＰＺ拡大に消極的な石川県の対応

を見るにつけ、安管協と言われる原子力安全

協議会というのがございますが、むしろこの

原子力安全協議会への参加を申し入れてはど

うかと思いますが、考えをお聞かせください。 

 志賀原発の運転再開の最終的な決定はここ

の安管協でされます。現在は、志賀町の町長

と議会議長、隣接自治体の首長さんがメンバ

ーに加わっています。 

 福井県若狭町や小浜市では、独自に自治体

として安管協を設置していますが、内灘町と

しては県の安管協への参加を申し入れていた

だければと思います。 

 この５点に、もう１点ございます、済みま

せん。 

 それから、12月５日、奥能登広域圏事務組

合がありまして、珠洲市、輪島市、能登町、

穴水町の首長さんが原発防災や安全協定につ

いてもその場でお話を協議されたと聞いてお

ります。この奥能登の２市２町で連携し、今

後県に対しては統一して要望していく事項と

各自治体ごとの要望事項に整理していくこと

に、その広域事務組合の場で決めたそうです。 

 奥能登地区のこの動きに比べて、内灘町周

辺自治体の動きの鈍さにはがっかりしていま

すが、八十出町長には県へ申し入れるに当た

り、能登地区の他の自治体への働きかけをさ
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れているのでしょうか。今後の見通しについ

てはいかがお考えでしょうか、お聞かせ願い

ます。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 水口議員の原子力

発電所の諸問題について、ただいま５点です

かね。 

○11番【水口裕子君】 はい、５点です。 

○町長【八十出泰成君】 質問がございまし

た。これ順番にお答えすればよろしいんでし

ょうか。それでよろしいでしょうか。 

○11番【水口裕子君】 はい。 

○町長【八十出泰成君】 まず、県知事に対

して「国の指示まち」対応ということで、私

がどう思っていますかということであります

が、言うまでもありませんが県知事は県民の

幸せを願ってさまざまな判断をされていると

思っているわけでありますが、私といたしま

しては町長として町民の安全・安心を守る立

場で、福島原発事故の経験からＥＰＺの拡大

をお願いしたところでございます。 

 知事におかれましては、県民の声としてそ

うした我々の声をぜひ国に届けていただきた

い、このように思っていましたけれども、か

ないませんでした。そのような意味において、

残念だというふうに思っているところでござ

います。 

 次に、県知事が町長会を欠席されたという

ことであります。多分、10月31日に来年度の

予算要望に対する懇談があったときの話なん

ですが、その会を欠席されたということにつ

いてどう思うかということでありますが。言

うまでもありません、これも。県知事は、さ

まざまな公務の中で緊急を要することという

のは多々あるわけでありまして、その中で判

断されたのではないかということであります。

そして、そのことの結果として、今回の町長

会を欠席されたものと、このように思ってい

るところでございます。 

 それから、知事に対して従来のＥＰＺの拡

大、新たに言えばＵＰＺの拡大をしてほしい

というそのことに対してどうかということで

ありました。 

 さきの町長会でも、平成24年度予算要望の

中で従来のＥＰＺからＵＰＺに変わったこと

もあわせて要望をしているところであります。

実際に知事がおったわけではないんですが、

町の要望として届けさせていただいたところ

でございます。そのさきの町長会で、今言っ

たように要望させていただきました。 

 そして、昨日の清水議員の一般質問にもお

答えしたとおり、国の防災指針の改定作業と

石川県地域防災計画の改定作業を注視しなが

ら、従来のＥＰＺに相当する新たな緊急時防

護措置を準備する区域、いわゆるＵＰＺの対

象のさらなる拡大と放射性ヨウ素剤対策地域、

いわゆるＰＰＡの内容の一層の見直しが図ら

れるよう要望をしてきたところでありますが、

今後も引き続き国、県に対して要望してまい

りたいと、このように考えているところでご

ざいます。 

 それから、県の原子力安全協議会に参加し

てはどうかというお話でありました。石川県

の原子力安全管理協議会は、志賀原子力発電

所周辺の安全確保及び保全に関する協定書に

基づきまして、周辺の市や町の首長などが委

員として組織されたものであり、委員は同協

議会規定によりまして石川県知事が選任し委

嘱をするものであり、現段階では同協議会へ

の参加につきましては考えてはいないわけで

ございます。 

 それから、能登地区の自治体への働きかけ

をしてみてはという話でありますが、以前に

もお話をしましたけれども、ある会議の席に

能登地区の首長さん全員おそろいで協議する

場があったわけでありますが、その折に、内

灘町の要望について、実は我々はＥＰＺの拡

大を考えているんだと。ぜひ、首長さん同士

が同意をいただいて、能登地区全体で要望す
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ればもっと力強い形になるんではないかとい

うことでお伝えした覚えがあるわけでありま

す。 

 今後もさまざまな状況があると思うんです

が、必要な場合には働きかけを行っていきた

いと、このように考えているところでござい

ます。 

 今言われた５点については、このような答

弁でございます。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ありがとうございま

す。 

 今後も働きかけを続けてくださるというこ

とで、特に能登地区の周辺地域の皆さんとそ

ろってこういった申し入れができるというこ

とは、今町長もおっしゃいましたように、も

っともっと力強い働きかけになると思います

ので、今後もぜひとも県への働きかけととも

に、周辺自治体へのかほく市、津幡などへの

働きかけをお願いします。 

 ６点目でございますけれども、この北電へ

申し入れてくださいということは、きのう、

清水議員が詳しく質問されたので、ただ１点

だけ確認しておきたいと思います。 

 北陸電力との安全協定は、志賀原発再稼働

について、石川県と志賀町だけでなく、内灘

町にも物が言えるようにという思いがあって

申し入れされるのだと確認しておいてよろし

いでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 今ほど安全協定、

志賀原発安全協定を結ぶときに再稼働も考え

ていないのかというお話でありますが、私は

その再稼働に対してそれぞれの地区の首長に

対する報道からインタビューといいますか問

いかけを聞かれたことがあるわけであります

が、そのときにもお答えしたんですが、極め

て重要な課題でありますので慎重に対応して

ほしいと、こういう話をしてきました。 

 それを今言うように、協定の中へ盛り込む

かどうかというのはまだ検討の最中でありま

して、そのときになってまた考えていきたい

と、このように思っています。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 この安全協定の内容

にもいろいろあるわけですけれども、やはり

ただ防災の協定を結ぶというそういうふうな

形だけでなく、やはり物が申せるような形に

していっていただきたいと強くお願いしてお

きたいと思います。 

 次は、飯舘村について次の２点をお伺いし

ます。 

 福島原発から40キロの飯舘村は未来の内灘

の姿だと何度も申し上げてまいりました。こ

の村が震災以前は原発にどのような対応をし

ていたのか。原発、震災が起きてどう動いた

か。どのような放射能汚染被害を受けている

か。そして、今どう考え、どう対応している

のか。実際に町長に見てきていただきたいと

思いますが、いかがでしょう。 

 トップがその目で見、耳で聞き、体で感じ

てこられることは、きっと今後のまちづくり

と防災について役立つことではないかと思い

ます。いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 今ほどの飯舘村を

見に行ってはと、こういう話でありましたが、

実は先月の11月30日でした。開催されました

全国町村長大会に、被災地からの訴えという

ことで、今ほどお話ありました福島県の飯舘

村の村長さん、それから南三陸町の町長さん、

お二方から被災地の現状、そしてこれからの

支援の訴え、こんな話を聞きまして、被害が

随分大変なんだなとこのように思ったところ

でございまして、ますます我々として機会が

あれば応援ももちろん続けていかないかんの

ですが、現地へ行って皆さんのお話も聞いた

り、そしてどんな状況になっているのかとい
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うことを首長自身が見に行くことも大事だと

思っているわけでございます。 

 そんな意味で、ぜひとも機会があったらで

きるだけ早い時期にお伺いしておきたいと思

っているところでございます。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 済みません。２点と

いいながら、もう１点抜かしました。 

 内灘町民にもその体験を共有できるように、

飯舘村周辺からどなたかをお招きいただいて

お話を聞かせていただくようなそういう機会

を設けていただきたいが、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 今ほども申しまし

たように、早い機会に飯舘村へお邪魔したい

と。そのときに、そのような話も含めて、で

きれば来ていただいて皆さんにお話ししてい

ただければありがたいかなと、このように思

っているわけでございます。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ありがとうございま

す。ぜひそのような機会を期待いたしており

ます。 

 次に、志賀原発再稼働について住民投票を

ということをもう一度取り上げます。 

 前の議会でも取り上げましたけれども、志

賀原発の運転再開を認めるか認めないか、内

灘町民にも意思表示の場があるべきだと住民

投票の実施を求めましたけれども、そのとき

には町に原発を建てるかどうかという状況な

どではないので、住民投票にはなじまないと

いう答弁でした。 

 しかし、この半年間、原発事故が起きれば

距離など関係なく大きな被害を受けることが

より明確になり、電力不足がデマ情報であり、

原発の電気がなくなっても大丈夫だというこ

とがはっきりしつつあります。それなのに、

私たちは経済界を牛耳る原子力村の構造を変

えることができず、いつ運転を再開するかも

しれないという不安の中にいます。 

 きのうのニュースでは、志賀原発２号機の

安全評価再点検が終わり、間もなくストレス

テストの結果も提出されるというふうなこと

でした。 

 このままずるずると再開を認めることにな

ったら、子供たちの世代に申しわけがないし、

彼らの精神的にもよい影響を与えるはずがあ

りません。若者たちは、何や、おじさん、お

ばさんたちは偉そうに言ってても、結局長い

ものに巻かれるだけやと思うでしょうし、子

供らの心と未来を守るために、私たちにも意

思表示の場があるべきだと思うのです。 

 私は福島原発震災以降、「脱原発を町長だ

けに押しつけない」と言い続けてきました。 

 再度お伺いします。内灘町民に志賀原発運

転再開について可否を問う機会をつくってい

ただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 町民は脱原発を支持しています。この結果

をもって、強く県や北陸電力に対峙していた

だきたいと思いますが、考えをお聞きいたし

ます。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの質問で

すが、今ほども議員もおっしゃいましたけど、

第２回の定例会で申し上げたとおり、原子力

発電所を内灘町へ誘致する、そういうことで

町が二分するような内容であれば住民投票に

より賛否を問えばよいとそんなふうに思って

いるところでございますが、今回の志賀原発

の再稼働の是非について住民投票を行うとい

うのはなじまないのではないかと、このよう

に考えているところでございます。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 町長の発案でそうい

った住民投票するということは少しなじまな

いかもしれません。しかし、大阪と東京でも

電気の消費地の住民として原発をどうするの

か、電気を消費するだけでいいのか、自分た
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ちの意思表示をしっかりとあらわさなければ

いけないということで、大阪と東京で住民投

票をしようという活動が、あした10日から始

まると聞いております。 

 この住民投票を始めた今井一さんは、石原

東京都知事一人、大阪府知事一人がこのこと

を決めるのではなく、みんなが原発をどうす

るのかを話し合い、みんなで決める、みんな

で考えるということが大切なのだと言われて

います。 

 開かれたまちづくりを標榜する内灘町は、

その場を設定できる数少ない自治体だと思っ

ております。町が町制50周年に発布したいと

しているまちづくり条例に、住民投票条項が

あると聞いておりますが、このことと関連し

てどのように考えればいいのかお答えくださ

い。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 住民投票について

質問がございました。 

 住民投票につきましては、地方自治法第74

条の規定によりまして、選挙権を有する者の

50分の１の連署により、町長に対して住民投

票条例の制定を請求することができ、議会の

議決を受けた条例により住民投票を行うこと

になります。 

 こういうことでありまして、今、水口さん

言われるように、再稼働の可否についてぜひ

してほしいということであって、そのことで

議会も意思決定について賛同するということ

であれば住民投票を行うということになるん

だろうと、このように思っています。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 今、地方自治法にも

そのような決まりがあるというふうなお答え

だったと思いますけれども、私がお聞きした

いのは、それがありながら、まちづくり条例

に住民投票条項があるというのはなぜなのか。

そこのところの思いをお聞かせ願いたいとい

うことでございますけれども、いかがでしょ

うか。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの質問に

お答えしたいと思います。 

 町民会議からのまちづくり基本条例の素案

につきまして先般出されたわけでございます

が、その中で住民投票制度が盛り込まれてい

るわけでございます。これは町民参画協働の

まちづくりの推進をする中で、自治運営の基

本的事項の制度として盛り込み、住民が自治

法以外にも住民投票を町の条例で身近に理解

することも大事であるという考えであると私

は理解しているところでございます。 

 しかしながら、この住民投票制度の執行に

際しましては、まず議会、町が十分に多面的、

総合的に議論を尽くし、住民への情報提供を

しっかりして、その上で意見が二分するよう

な事案になれば執行するものととらえている

ところでございます。 

 今の志賀原発の再稼働への賛否を問うこと

に住民投票制度を持ち出し、住民に意見を問

うような事案、状況でないと私は考えている

ところでございます。 

 むしろ、住民投票制度の多用はかえって住

民の皆さんの混乱を招きかねないということ

もありまして、制度の執行に際しましては議

会議決も必要なものですから、慎重に、かつ

議会の十分な議論の中で検討するものと、こ

のように考えているわけでございます。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 私がこの住民投票の

質問をするようになった６月議会の折には、

やはりまちづくり条例にそういった住民投票

の条項があるということで、こういった方法

もあるんだということに気がついて、こうや

って一般質問で取り上げさせていただきまし

た。それだけ身近になったということだと思

います。 
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 多用してはいけないというそういうおしか

りもあったわけですけれども、心して使って、

もしできましたら使わせていただきたいと思

います。 

 では、この項の最後に、給食に関連して３

点お伺いいたします。 

 町の環境フォーラムで、『もし世界が100

人の村だったら』という本で有名な池田香代

子さんがいらっしゃいましてお話の冒頭に、

「この秋、絶対に口にしてはならないとされ

たクリ、ギンナン、キノコ、山菜、川魚、イ

ノシシ。これらは、この列島に人が住み始め

たときから幾千年、幾万年もの間、豊かな滋

養をはぐくんでくれたものです。それがすべ

て食べてはならないというほどに汚染されて

しまった。こんなことは、この列島の自然が

かつて経験したことはありません。それほど

の大罪を、大きな罪を私たちの時代は犯して

しまった」と絞り出すようにおっしゃいまし

た。私には池田さんの血の涙が見えるようで

した。 

 そこでお伺いします。１番、11月20日、県

内の各学校給食の放射性物質回避のための取

り組みについて北陸中日新聞が特集しました。

内灘町は「福島を初め周辺の作物は購入しな

いように指導している」という県内ただ１つ

の自治体でした。この町の取り組みはどのよ

うな考えのもとで行われたのか、お答えくだ

さい。 

 また、町内の保育所等ではどのように取り

組まれているか。私立の保育園の子供たちも

同じように取り組まれているのか、お答えを

お願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 水口議員の給食と

放射線汚染の問題についてのご質問にお答え

いたします。 

 食品衛生法で定める食物の放射性物質に関

する暫定規制値は、放射性セシウムの場合、

飲料水、牛乳、乳製品では１キログラム当た

り200ベクレル、それから野菜類や穀類、肉、

卵、魚、その他のものにつきましては１キロ

グラム当たり500ベクレルと、そのように規定

をされております。 

 しかし、私どもは学校給食に含まれる放射

性物質の濃度につきましては、子供は新陳代

謝が極めて盛んであることから、放射能感受

性が大人に比べてはるかに高いこと。あるい

は、まだ内臓が未成熟であることから、飲食

による内部被曝にも大人に比べてその危険性

が高いなどとするそうした学問的な知見を重

視いたしまして、たとえ１キログラム当たり

500ベクレルという国の定める暫定規制値の

範囲内であったとしても、子供たちが食べる

学校給食の食材としては可能な限りそれを避

けるべきとの判断をいたしました。 

 学校給食の給食食材の放射線測定機器が設

置されるまでの間の措置として、野菜類など

は石川県産を中心に用い、県内産で確保でき

ない場合は石川県以西のものを用いるように、

そのように努めているところでございます。 

 それから、保育園、それから幼稚園といい

ますか、そういった学校以外の施設等につき

ましても、同じように教育委員会としては町

内にある幼稚園に対してこういった物の考え

方で対処願いたいと、でき得るならばと。同

じように保育所、保育園につきましても、民

生部局のほうから同じような対処をいたして

おります。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 内灘町の子供たちは

大変よい状況に置かれていると思いました。 

 今お聞きした町の対応は、子供たちを内部

被曝から守るという点で大いに評価できるこ

とだと思います。近隣自治体では、先進例と

して取り上げられるかもしれません。しかし、

これからは対策がもっと複雑にならざるを得

ません。 
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 きのう、清水議員も取り上げていらっしゃ

いましたけれども、重なる部分もありますが、

いま一度取り上げさせていただきます。 

 大気中の放射能は消滅はしないけれども、

半減期に従って時間とともに減っていくこと

はだれでも今では知っております。けれども、

例えば魚は小さな魚を中くらいのものが食べ、

それを大きな魚が食べというふうに食物連鎖

によってプランクトンが１ならば、大きな魚

は１万倍にもなるというそういう研究結果も

出ておりますけれども、食物連鎖により濃縮

されるのに農作物のように産地がはっきりは

いたしません。残念ながら、今後積極的な産

地偽装が行われることも考えられないわけで

はないわけです。 

 また、セシウムの被害ばかりが言われてい

ますが、今後魚の骨にはストロンチウムが濃

縮され、摂取した幼い世代ほど内部被曝の被

害が出てくることになります。 

 この被害を最小に抑えるためにどのような

対策が考えられるかという問いを準備してい

たのですが、昨日、魚は北海道産、外国産を

利用している。牛肉は使っていないという答

弁がありました。 

 しかし、汚染は魚や牛肉だけでなく、３日

前には粉ミルクから１キログラム当たり30ベ

クレルのセシウムが検出され、40万缶が交換

になるというニュースが流れました。最も影

響を受ける赤ちゃんに飲ませるミルクが汚染

されていたのです。今も教育長からお答えが

あった中にありましたが、細胞分裂が最も盛

んで、最も影響を受ける赤ちゃん。その口に

入るべき粉ミルクが汚染されていた。これか

らもどんな食品から汚染が見つかるかわかり

ません。 

 そこで、放射線測定器のことをきのうもお

聞きになったのですが、もう一度、もう一度

お願いをしたいと思います。 

 11月に金沢市が購入した測定器は300万円。

緊急雇用の補助金で２名を雇用したそうです。

300万円は町にとって大きな額であるとは思

います。けれども、４年や５年で終わる問題

ではないので、子供の給食に使う食材を測定

するために、町として購入を考えるべきでは

ないかと思います。再度考えをお聞きします。 

○議長【夷藤満君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 水口議員のご質問

にお答えいたします。 

 まず、ストロンチウムの問題につきまして

は、まだ昨日の段階でも答弁していませんの

で、これについてまずお答えをしたいと思い

ます。 

 ストロンチウム90と給食食材の関係でござ

いますけれども、ストロンチウム90は、水口

議員ご指摘のように魚の体内でも骨に多く取

り込まれるという性質を持っております。放

射性物質であるストロンチウム90のその性質

から、人間の場合でも主として骨にそれが蓄

積されるというふうに言われております。そ

して、骨に取り込まれて半永久的に内部被曝

を与え続けて、骨がんとか、あるいは白血病

を発症させる、そういうおそれがあると指摘

をされています。 

 そこで、私どもといたしましては、それら

を子供たちが学校給食によって経口摂取する

というようなことがないように、放射性物質

の測定機器が設置されて食の安全が確認され

る体制が整うまでの間は、給食食材の選定に

留意し、また調理に当たっては骨のまま摂取

するようなそういう水産物を避けるよう措置

を考えております。 

 それから、放射線量の測定機器の購入でご

ざいますけれども、昨日の清水議員のご質問

にもお答えいたしましたように、１台が300

万円近くするというものであり、しかも現段

階では石川、富山以東といいますか以北とい

いますか、の17の都県に国の補助で配備され

るというような状況でございますので、これ

らにつきましては何とか配備の範囲を17都県
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ではなくもっと広がるように、いろんな角度

から国に対して要望していきたいと、そのよ

うに考えておりまして、今のところ町単独で

の実施といいますか、測定器の購入設置は難

しいと考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 再度、放射線測定器

についてお尋ねします。 

 粉ミルクの汚染を見つけたのは、公的機関

が見つけたのではなく、七尾市のお寺の住職

さんが子供を守るために全国からの浄財、寄

附を募って立ち上げたＮＰＯ二本松「市民放

射能測定室」というところでした。 

 国は頼りにならない。自衛するしか子供を

守る手だてはないのです。来るか来ないかわ

からない国の補助金を待っていては遅いので

す。今思い切って購入すれば、給食の食材す

べてを自前で測定することができます。これ

こそ子供の命を守るために後に禍根を残さな

い一番の取り組みではないでしょうか。 

 せっかく今、食材のことに関して、セシウ

ムに関して、ストロンチウムに関して、いろ

いろ細かく配慮してくださっているわけです

から、もう一歩進んで放射線測定器の購入を

いま一度考えていただきたい。 

 もう一度言いますが、国は子供を守らない

のです。町が守るしかないのです。いま一度

答弁をお願いします。 

○議長【夷藤満君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 放射線測定機器の

購入について、国の補助待ちではなく町単独

で設置してはどうかと、再度のお尋ねでござ

います。 

 この件につきましては、昨日と今ほども申

し上げましたように、現段階ではやはり国に

対して、これは原子力災害というのは国が非

常に大きな責任を負うというふうに私は認識

しています。ですから、これは被害を受ける

一つ一つの自治体が、あるいはその自治体住

民がその経費を負担するような性格のもので

はなく、やはり国において17都県ではなく、

もっとその食材。なぜなら国が定める目安と

いうのは40ベクレル以下と言っています。と

ころが、その機器が設置されていない府県は

500ベクレル以下であるならば暫定規制値内

のものとして出回ってくるわけですから、非

常に矛盾した形になっていると私は思うんで

す。 

 ですから、こういう国の放射線測定器の配

置に関する物の考え方を本当に私たちは現場

の者として訴えていって、そういう同じ国民

が40ベクレル以下のものを食べられる学校給

食の子供たちと、500ベクレル以下のものであ

るということで流通してくるものを食べる学

校給食の子供たちと、そういうのが出るとい

うのはやはりどう考えても理不尽だというふ

うに認識しています。 

 したがって、この矛盾といいますか理不尽

さは、本当に言葉を尽くしていろんなチャン

ネルで働きかけて、内灘町民だけがその財政

負担を負うようなことがないように、いまし

ばらく努力する。その間には、今ほど申し上

げましたようなそういった産地であるとか調

理の仕方であるとか、そういったことの工夫

で何とかやり過ごしながら、国の機器の配備

をまちたいと、そのように考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 購入してから、その

購入資金を国とか東電に求めていくというや

り方もあるかと思いますけれども、今はそこ

まで全体の状況が進んでいないかと思います。

とにかく、ありとあらゆる場をつかんで、そ

ういった今教育長がおっしゃったような取り

組みが進むように、ありとあらゆるところで

声を上げていただきたいと思います。私たち

も声を上げていかなければならないとまた思

っております。 
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 では次に、牛肉もとらないというふうなお

話でございましたけれども、牛肉をいつまで

も食べないで、豚と鶏だけで過ごすというわ

けにもいかないのではないかと思いますが、

金沢市は県内産の牛は県が検査しているので、

県外産の牛肉の全戸の検査を始めたというこ

とです。 

 県のほうの情報はもう把握されていると思

いますが、金沢市にも情報提供をお願いして

いただきたいと思いますが、いかがですか。 

 この項の最後としてお伺いします。 

○議長【夷藤満君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 牛肉の放射線量測

定検査についてでございますけれども、金沢

市が現に行っているということでございます。 

 石川県における検査の状況は、金沢市食肉

衛生検査所でその検査をしておりまして、そ

の基準値以上であれば石川県保健環境センタ

ーにおいてさらに精密検査を実施する。そし

て、放射線量が暫定規制値以上であれば公表

することになる。異常がなければ市場に出回

るというような、そのような形態をとってお

りまして、このような検査の情報につきまし

ては特に市町へは報告されないということに

なっております。 

 議員のご質問の放射線量の検査結果につい

て、町により必要に応じて石川県に情報の提

供を依頼するとか、あるいは関係機関のホー

ムページの情報を確認するとか、そういった

状況での対処を今のところ考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 情報把握は非常に大

切ですけれども、先ほど教育長みずからおっ

しゃったように、その暫定基準というものが

非常にあやふやで、それを認めていいのかど

うかということもございます。確実な情報を

把握していただくようにお願いをいたしてお

きます。 

 では次に、町の緑の保護について移りたい

と思います。 

 木の伐採が続いているがという、その今後

の方針はということについては、渡辺議員、

能村議員から詳しく質問がありましたので省

かせていただきます。ふだんからの手入れが

非常に大切なのだということがよくわかりま

した。そのような日常からの管理をしっかり

していただくようにお願いしておきたいと思

います。 

 町の緑の保護について２番目でございます

けれども、３番目になりますか、昨年６月議

会で遊歩道にアカシアをふやせという質問を

いたしまして、ふやしていきたいという約束

をしっかりといただきましたけれども、その

後どうなったか、お聞かせください。 

 遊歩道を利用されている方たちに、より一

層の環境整備のために植栽の協力を求めれば

どうかという提案もしましたが、検討の結果

はどうなりましたでしょうか、あわせてお伺

いをしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 アカシア

の植林の件についてお答えいたします。 

 アカシアの植林につきましては、従来もボ

ランティアの方々に植栽をしていただいてお

ります。町でも林帯遊歩道にアカシアを植え

る予定をしております。その植栽の方法につ

きましては、議員からも提案あったようなボ

ランティアを広報あるいはホームページで募

集いたしまして、来年の３月にそのアカシア

の植栽を実施したいと、そのように考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ありがとうございま

す。 

 ただ、その３月という時期がどうなのかと

いうことを、落葉樹なので３月でよろしいん

でしょうか。その点は専門家でお話ししてい
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ただければいいと思います。よろしくお願い

いたします。 

 次に、来年は内灘闘争60周年を迎えるに当

たり、権現森とその霊園周辺にあるトーチカ

などを文化財指定してくださいということを

一般質問いたしまして、積極的に取り組むと

いう答弁をいただいております。一度、途中

経過も伺いましたが、来年60周年が近づいて

おりますが、その後の進捗状況についてお伺

いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 水口議員の権現森

のトーチカ、いわゆる試射場の関連施設の文

化財指定のその後の状況についてのご質問に

お答えいたします。 

 議員ご質問の権現森と河北斎場西側のアカ

シア林帯内にある着弾地観測所２カ所を町の

文化財に指定してはどうかとのご質問につき

ましては、内灘海水浴場の射撃指揮所跡も加

えまして、昨年９月の一般質問におきまして

町長がお答えいたしましたとおり、その所有

権の状況等を調査するとともに、文化財とし

ての位置づけを本町の文化財保護審議会にお

諮りするということでお諮りをしたところで

ございます。 

 その結果、審議会では、これら試射場関連

施設の３カ所につきましては、本町にとって、

また全国的にも基地反対闘争の大変重要な歴

史遺産であり、戦跡遺跡に準ずるものとの判

断をされました。そして、町の文化財として

ぜひ指定すべきとの旨の答申をいただいてお

ります。 

 町では、文化財保護審議会のこの答申の趣

旨を尊重しまして、今後、土地、建物の所有

者である財務省や石川県との協議を進めまし

て、文化財指定に向け具体的な手続を進めて

まいりたいと考えております。 

 そして、その審議会の答申にもありますけ

れども、本町が全国に発信する内灘闘争の記

念碑的な遺構
い こ う

として大切に維持管理し、保存

し、後世に内灘町から平和のとうとさを伝え

ると、そういうふうにしてまいりたいと考え

ております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ありがとうございま

す。 

 文化財に指定されて、トーチカ跡だけでな

くその周辺の環境も守っていかれると本当に

ありがたいと思います。 

 先般、私が取り上げておりました砂利採取

が続いておりましたトーチカのあたりでは砂

利採取は済みましたけれども、余りにもきれ

いに整地され過ぎて、何か風情がなくなった

といいますか、その前のときには「兵どもが

夢の跡」というふうな、そういった内灘闘争

のそのときの思いが、その人たちの思いが伝

わってくるような風情がありましたけれども、

今では何か本当にすっきりとし過ぎまして、

これでいいのかなというふうに私には感じら

れます。ぜひ、そのトーチカの周辺の自然も

あわせて守っていただくようにお願いします。 

 このことに関しましては、トーチカとあわ

せて権現様と呼ばれた権現森の保護にも前向

きに保護していきたいという答弁をいただい

ておりました。これが次の質問になります。 

 提案理由の初日の説明で町長も、「砂に覆

われた不毛の大地で、過酷な自然と闘いなが

ら生活してきた先人たちの並々ならぬ努力と

英知によって、連綿
れんめん

と内灘は守られてきまし

た」と述べておられました。 

 戦後、砂丘地の払い下げを受けるために、

住民の汗によって内灘砂丘の上に幅100メー

トルもの広い防風と防砂のための林帯がつく

られ、一面がアカシアの林になり、内灘の発

展が進んだことは、今では昔の話になってし

まいました。私を初め新しい住宅地に住む者

は、町の緑と引きかえに、ここに住まいを持

つことができたのだということを心にとどめ
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て、もう残り少なくなってしまった町の緑を

守り育てていかなければならないと思います。 

 自然が豊かな内灘町とよく言われますが、

美しい眺望は借り物の山であり、海であり、

潟であって、町の自然と呼べるものはまとま

った緑は今ではほとんどないに等しいのです。 

 権現森はもう森とは呼べないかもしれない

けれども、生物の観察ができるキジがいて、

クワガタがいて、本当に残り少ない大切なと

ころで、小学生の夢教室などが開かれ、白帆

台保育園の子供も訪れます。 

 権現森11.5ヘクタールは、昭和48年に県が

公園に指定しています。この権現森公園と霊

園公園との真ん中にある町道を広げてインタ

ーをつくるというふうな話が今浮上しており

ますが、それは残り少ない町の緑をますます

減らし、権現森だけでなく霊園公園と一体に

なった自然をつぶしてしまうことになるので

はないかと危惧しております。そこにすむ鳥

や虫たちへの影響は考えられましたでしょう

か。 

 清水（しょうず）というわき水を、これは

町道のすぐそばの霊園のところにあると聞い

ております。その清水というわき水を保護し

てほしいという要望も届いております。これ

らの影響はいかがでしょうか。 

 住宅に根っこは生えていません。町の緑が

どんどん削られていくのを見るにつけ、砂し

かなかった不毛の時代に戻っていくように思

えてなりません。経済効果ばかり追い求める

私たちは、近い日に自然からしっぺ返しを受

けるのではないでしょうか。 

 権現森は将来、町の宝となる日が来ると一

生懸命手入れをしている方がいらっしゃいま

すが、私も同じ気持ちです。 

 権現森、そして霊園公園周辺の保護につい

て、町の姿勢をお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 権現森、

霊園の自然の保護に関するご質問にお答えい

たします。 

 戦後の内灘町の航空写真が町にあります。

その写真を見ますと、権現森が内灘砂丘で唯

一の緑であったことが一目瞭然でわかります。

現在もコブシの大木や桜、エノキ、タブノキ、

マユミ、シロダモなど自生する野趣
や し ゅ

あふれる

森となっております。 

 町といたしましては、権現森の自然は重要

なものと考えており、風致公園として保全し

ておるところであります。公園の一部にサイ

クリングロードを整備しておりますが、それ

以外のところは従来の飛砂防備保安林として

そのまま県の指定を受けておりまして、保安

林整備として植林も進められておるところで

あります。 

 道路整備につきましては、住民のコンセン

サスを得られた後、石川県とその協議につい

てする予定でありますが、いずれにいたしま

しても町といたしましては権現森や霊園の貴

重な自然を守るため、その影響を最小限にす

べきと考えております。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ぜひ町の、先ほども

言われました古くからある唯一の緑、まとま

った緑であります。守っていっていただくよ

うにお願いして、次の質問に移りたいと思い

ます。 

 次は、障害者の支援ということでお願いし

ます。 

 相談員の配置についてでありますが、これ

は発達障害の方の相談支援ということでお願

いします。発達障害者の支援について、２点

お伺いします。 

 まず第１点、障害の中でも最近大きな問題

になってきているのが発達障害で、内灘町が

他に先駆けて始めた５歳児健診では、疑いも

含め、軽度発達障害の発現率は、平成20年度

6.5％、平成21年度9.1％、昨年度は12％とい

うことで急激な増加を見ております。 
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 最近、発達障害者へのペアレントメンター

による家族支援ということが言われます。こ

れは専門家とは違い、発達障害児を持つ親が、

診断前後の親に対して、同じ親として話を聞

くこと、共感すること、地域の情報を提供す

ること、さまざまな疑問や不安にこたえるこ

とを目指して制度化されようとしているもの

です。 

 身体障害や知的障害のある人には既に相談

員の制度があり、身体障害があるとか、身内

に知的障害の人がいるとか、同じ立場の人が

相談員になっていて大変好評な存在だという

ことです。 

 名称はどうであれ、発達障害の子を持つ親

に対して、町として相談員制度が必要になっ

てきているのではないでしょうか、お伺いし

ます。 

 そして、２点目でございます。福祉避難所

についてですが、町の福祉避難所としては夕

陽ケ丘苑が指定されていますということが北

川悦子議員の質問に対して答弁されておりま

すが、知的障害や発達障害の人の中には夕陽

ケ丘苑で高齢者や乳幼児などと避難所をとも

にすることは難しい人が含まれると思われま

す。 

 福島の大震災における避難所でも、走り回

ったり奇声を上げたりして避難所にいられな

くなり、車の中や壊れかけた家庭で過ごした、

そういった発達障害の子供さんを持つ家庭が

幾つも報告をされています。この方たちには

空間的なバリアフリーは余り必要ないと思わ

れるので、例えばうちなだの里や児童センタ

ーなど、またその他適当なところがあれば福

祉避難所としての提携を町として結んでいた

だきたいが、いかがでしょうか。 

 この２点についてお伺いいたします。 

○議長【夷藤満君】 北雅夫町民福祉部担当

部長。 

  〔町民福祉部担当部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【北雅夫君】 ただい

まのご質問の中から、私のほうからは発達障

害の相談員についてお答えをいたします。 

 議員ご質問の中でもありましたように、内

灘町では北陸地方では唯一の５歳児健診を実

施しておりまして、発達障害の子供の早期発

見に努めております。さらには、この健診を

通しまして子供とその保護者に対し、保健セ

ンターを中心に保育所、学校、専門医療機関

等の連携充実を図りまして、乳幼児期から学

童期まで一貫した支援体制を構築しておると

ころです。 

 保護者に対する相談あるいは支援事業の一

端を申し述べますと、保健センターでは担当

保健師が保護者のさまざまな相談に応じるほ

か、保護者同士が抱えている課題について話

し合ったり、支え合う機会を設けております。

また、臨床心理士などの専門家による保護者

相談事業も行っております。さらには、保育

所や学校でも支援会議を設置いたしまして、

それぞれきめ細やかな相談あるいは支援事業

などを実施しているところでございます。 

 このように内灘町では各機関が連携、協力

して、発達障害を持つ子供の健やかな成長と

その保護者を支援し、成果を上げているとこ

ろは皆様ご承知のとおりかと思います。 

 さて、議員ご質問の発達障害相談員、最近

ではペアレントメンターということですが、

内灘の保護者の相談に応じることができるよ

うになりますれば、保護者にとってはその思

いを共有し、保護者目線での支援が期待でき

ることから、現在の相談あるいは支援体制が

より一層充実したものになるというふうに認

識いたしております。 

 しかしながら、このペアレントメンターに

つきましては、石川県においてはその養成を

県の外郭団体が来年の１月から開始予定であ

りますが、今後の活動予定につきましては現

在のところ未定であるというところでござい

ます。 

 このようなことから、今後は県の関係機関
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と連携しながら、内灘町の保護者がペアレン

トメンターと相談できる体制づくりができる

うよに鋭意調査、検討してまいります。 

 いずれにいたしましても、町では今後とも

各機関が連携いたしまして、発達障害の保護

者と子供、このお二人の方にそれぞれの思い

に寄り添いながら、抱えている課題を一緒に

考えて解決していく姿勢というものを大事に

してまいりたいというふうに考えています。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 出川常俊総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 私から、福祉避

難所の設置についてお答えさせていただきま

す。 

 内灘町地域防災計画では、一般の避難所で

は健康の維持、確保が困難な障害者や高齢者

の方々を受け入れる福祉避難所の指定及び受

け入れ支援体制の整備を図ることとしており

ます。 

 それを受けまして、特別養護老人ホーム夕

陽ケ丘苑を福祉避難所に指定するため、社会

福祉法人内灘町福祉会と平成23年10月１日に、

災害発生時における福祉避難所の設置運営に

関する協定を締結をいたしました。 

 今後もさらなる福祉避難所の指定に向けま

して、町内及び近隣の市町の障害者や高齢者

を受け入れることが可能な福祉施設と今後協

議をしてまいりたいと思っています。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 今の答弁は少しちょ

っと私の問いかけと違っていたんではないか

と思うんですけれども、避難所をふやしてく

ださることは非常に結構なことなんですけれ

ども、高齢者とか体の弱い方、そういった方

と一緒に同じところに発達障害の子供さんを

持つ家庭がいては、なかなかうまく両立でき

ないと。そういう例が福島の震災で避難所で

見られたと。だから、発達障害の人たちを主

に収容というか、してくださるそういう避難

所を夕陽ケ丘苑とは別に設けてはどうかとい

うことをお聞きしたと思うんですけれども、

いかがでしょう。 

○議長【夷藤満君】 出川常俊総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 私もその夕陽ケ

丘苑と別のところのそういう施設とそういう

協議をしていきたいと、そういうふうに答弁

をさせていただきました。 

○議長【夷藤満君】 11番、水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ちょっと聞き漏らし

たので、申しわけありませんでした。 

 では、よろしくお願いいたします。 

 最後に、避難所マニュアルづくりについて、

９月議会で女性の代表は入っていますかと。

女性の視点というのが防災に対して大変大事

ですよということを申し上げまして、女性の

代表は入れましょうということにお返事いた

だきました。 

 今また広報で募集がなされているようであ

りましたけれども、このマニュアルづくりに

障害者や高齢者の代表とか声を出してくださ

る方はいらっしゃいますでしょうか。 

 そのことについて最後にお伺いいたしまし

て、私の質問はこれで終わりになりますが、

よろしくお願いします。 

○議長【夷藤満君】 出川常俊総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 避難所運営マニ

ュアルを現在作成をしていく準備中でありま

すけれども、そのための検討委員会につきま

しては、来年１月から委員会を設置しまして

協議をする予定であります。 

 委員会の構成につきましては、地域の代表

である町会区長会の代表、指定避難所の公民

館と学校の代表、障害者や高齢者などの福祉

団体を構成する社会福祉協議会及び民生児童

委員協議会の代表、そして公募の委員と県及

び町の行政機関、計10名による委員の構成を

予定をしております。 
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 障害者や高齢者福祉に深く関連を持ちます

社会福祉協議会や民生児童委員協議会の代表

者にも参加していただき、障害者や高齢者の

立場に立った意見が得られるものと考えてお

ります。 

 ご理解のほどよろしくお願いします。 

○11番【水口裕子君】 終わります。 

 ありがとうございました。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【夷藤満君】 この際、暫時休憩いた

します。 

 再開は午後１時30分といたします。 

           午後０時23分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後１時30分再開 

    ○再   開 

○議長【夷藤満君】 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 ４番、生田勇人議員。 

   〔４番 生田勇人君 登壇〕 

○４番【生田勇人君】 議席番号４番、生田

勇人です。 

 平成23年第４回定例会におきまして一般質

問の機会を得ましたので、通告内容に従い一

問一答方式にて質問をします。町長初め執行

部においては明快なる答弁をお願いいたしま

す。 

 それでは、早速質問に入らせていただきま

す。 

 １問目は、白帆台保育園の増加への対応は

ということで質問します。 

 近年の北部開発においてその象徴とも言え

る白帆台団地は、平成13年９月に販売が行わ

れてからはや10年の歳月がたちました。1,050

区画もの大型区画整理で、ことし10月末の世

帯数は349世帯と、10年かけてその約３分の１

の区画に町内外から、特に近年は町の定住促

進施策が実り、この不況の時代においても建

設ラッシュを思わせるほどの住宅建設着工が

進んでおります。 

 新規団地というものは、これまでの内灘町

の団地造成の歴史を見てもわかるとおり、若

い世代の方々が多く移ってこられ、白帆台に

おいても町民体育祭などで見るとおり、若い

世代を中心に形成された地区となっておりま

す。小さなお子さんがいる家庭、新婚の家庭、

そんな家族構成が大半を占め、団地内に保育

園があるということも定住決定の大きな要因

となっているのではないでしょうか。 

 当該地区にある白帆台保育園は、平成18年

に宮坂保育所との統廃合により着工され、平

成19年４月に開園をいたしました。開園当時

の団地世帯数は約152件でありましたが、園児

数120名の定員が、４月開園時には105名、そ

して同じ年の同年11月には121名と、開園１年

に満たない時点で既に定員を超える状況とな

っていました。 

 これは新しい保育園、特別保育を行ってい

る保育園ということで、当時の大根布保育所

管内などから三、四十名程度の希望園児を受

け入れていたことによる要因はあったにしろ、

開園２年目あたりから白帆台、宮坂地区の保

護者の間では、定員がいっぱいで保育園に入

れないとか、兄弟別々の保育園に行かなけれ

ばならなくなるという情報が交錯し、不安を

あおりました。その不安は、今現実のものと

なっております。 

 さきにも言いました定住促進施策が実を結

ぶ、あるいは施策を実行する以前にこういう

ことは予測できたのではないか、そう感じま

す。 

 まさか白帆台に引っ越してきて、地区にあ

る保育園に子供を預けることができないとは

夢にも思わなかったという声をよく聞きます。

直接白帆台保育園に行き、泣きながら入園を

懇願される保護者の方もいたと聞いておりま

す。 

 今年度、平成23年度当初入園希望者数は156
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名と、適正定員の120名を大きく上回る状況だ

ったそうで、今年度は当初より近隣に大根布

保育園、はまなす保育園も開園し、今までの

大根布保育所管内などより通園していた園児

については了解をいただき、そちらのほうに

移行していただいた経緯もあって、なおこの

結果となっております。 

 それ以降も白帆台では世帯数はふえている

状況なので、今年度の入園申し込みを終えた

現段階での入園希望者数はどうなっているか、

まずお聞きしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 生田議員の質問に

お答えしたいと思います。 

 今ほど白帆台保育園の現況がどうなってい

るかというお話でありました。 

 宮坂、白帆台地区にお住まいのお子様で、

来年度、保育所に入園希望されているお子様

は、10月31日現在で５歳児36人、４歳児42人、

３歳児42人、２歳児35人、１歳児26人、ゼロ

歳児９人の190人のお子様がいるわけでござ

いますが、そのうち白帆台保育園に入園希望

されているお子様は168人となっているとこ

ろでございます。その意味では、定員が120

ですので、現況でいいますと48人が調整しな

けりゃならんということになっているところ

でございます。 

○議長【夷藤満君】 ４番、生田議員。 

○４番【生田勇人君】 どうもありがとうご

ざいました。 

 10月末で350世帯、単純に言いますと1,050

区画あるわけですので、残り700区画というこ

とになります。時の経済状況なんかによって

は、昨年、ことしなんかの近年ほどの人口増

加はなかなか予想するのは難しいんじゃない

かとは思いますが、10年で350世帯ということ

を考えると、白帆台団地は高度成長期なんか

に一気に定住した団地とは違いまして、これ

から10年、20年かけて徐々に人口が伸びてい

く団地なのかなというふうに感じます。 

 やはり定住年齢は若い世代が多く推移する

ことも予想されるんですが、長い目で見ると、

それは各年代がバランスよく居住する熟成さ

れた団地となるのではないかと感じます。現

在お住まいの子供たちが10年後、20年後に、

また我が子を保育園に、しかもその間も人口

が伸びてくると。そこには現状の保育園での

キャパシティでは今述べたような問題が今後

も続いていくこととなります。 

 園児定員120名の中、23年度現在は141名を

受け入れていると伺っております。国が定め

る基準上では限界に近いものとなっておりま

す。このために、特別保育の一環である一時

保育等も受け入れられないという状況が現在

続いております。やはり適正定員に近づけ、

あとの受け入れ分については、年度途中で定

住された児童の受け入れや特別保育を充実さ

せる枠として残しておくことが望ましいと考

えます。 

 このような白帆台保育園の現状を町はどう

考え、解決していくのか。また、町立保育所

の多くは入所希望児が定員割れの状況の中で

の町の今後の保育所運営計画をあわせてお聞

きいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 生田議員の質問に

お答えします。 

 白帆台保育園の現状を踏まえた今後の保育

所運営計画についてということであります。 

 私は、平成20年に、町民の皆さんに提示を

いたしましたマニフェストの中で、暮らしや

すさナンバーワンのまちづくり、活力あるま

ちづくりを掲げてまいったわけでございます。

そのマニフェストを実現する施策の一つが、

定住促進策でありました。 

 定住促進の最重要地区は白帆台地区としま

して、北部地区土地区画整理組合や石川県住

宅供給公社と協調して強力に取り組んでまい
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ったところでございます。この取り組みが、

多くの若い世代を白帆台に定住へと導いたと

確信をいたしているところでございます。 

 今後さらに、白帆台地区の人口が伸びると

いうことが期待をされているところでござい

ます。しかしながら、議員ご指摘のとおり、

平成19年度に開設した白帆台保育園は年々入

所希望者が増加しておりまして、平成24年度

の入所希望者は宮坂地区と白帆台地区の方だ

けで既に定員を上回っているところでござい

ます。 

 先ほどのお話にありますように、せっかく

転入してきたのに地域の保育園に入れないと

いう不満の声も現実に上がっているのであり

ます。 

 平成24年度は、保護者の方々にご理解を得

ながら調整をさせていただかなければならな

い状況でございますが、子育て支援施策の充

実と白帆台の定住促進を進める当町といたし

まして、白帆台地区の保育環境の拡充は喫緊

の課題だと、このように思っているところで

ございます。 

 今後の内灘町の保育所運営計画につきまし

ては、保育所民営化検討委員会の計画に基づ

いた鶴ケ丘保育所と鶴ケ丘東保育所の民営化

を進めるとともに、町の財政から見たら大変

厳しい状況でありますが、白帆台地区でのも

う一つの保育園の建設も前向きに検討してい

かなきゃならんと、このように思っていると

ころでございます。 

○議長【夷藤満君】 ４番、生田議員。 

○４番【生田勇人君】 どうも答弁ありがと

うございました。 

 今お聞きしましたところ、来年度は鶴ケ丘

やと。昨年度以降については喫緊の課題とし

て白帆台にもう一つということも考えていた

だけるということで、大変ありがたく思いま

す。 

 今の保育園は定員というのは一体どれだけ

まで幅があるのかわからないんですけど、例

えば１平米当たりどれだけとか、何人とか、

何平米当たり何人とかそういう規定があると

思いますので、今の保育園の状況を考えると、

増築なんかは少し難しいんじゃないかなとい

うそういう考えもいたしますので、またそう

いうのを転入してくる人、それとあと今小さ

いお子さんを持っておいでる方に示しながら

今後進めていっていただけたらなと思います

ので、よろしくお願いします。 

 それでは、次の質問に移らせていただきた

いと思います。 

 現在、町が取り組んでいる体育施設使用料

金の見直しについてお聞きいたします。 

 この質問は、昨日、北川議員も同様の質問

をされましたので重複する点もあろうかと思

いますが、よろしくお願いいたします。 

 去る11月11日に、内灘町体育施設使用料見

直し検討委員会から、体育施設の利用料金の

見直しについての基本的な考え方及び改定案

として答申が町長あてに提出されました。 

 この見直しのきっかけは、体育施設管理費

の公費負担減として体育施設利用者の受益者

負担ということの促進をし、その一部を充当

するといった内容だったかと存じます。 

 現時点での改定案で、使用料を徴収した場

合、現行の使用料制度と比べ幾らぐらいの町

の公費負担減、いわゆる収入の増となるのか、

まずお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平教育次長兼学

校教育課長。 

〔教育次長兼学校教育課長 長丸一平君 登壇〕 

○教育次長兼学校教育課長【長丸一平君】 こ

の体育施設使用料の見直しは、本町スポーツ

を一層進展させ、あわせて町のスポーツ環境

がよりよいものとして持続発展することを目

指して行うものであります。 

 先般、答申された使用料見直し検討委員会

の改定案では、現行の使用料に比べ高くなっ

たもの、また低くなったものがございます。

これは明確な算定根拠により施設間の不均衡
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を是正するとともに、近隣市町体育施設使用

料との均衡も考慮し、さらに個別ケースに配

慮することが困難であることを踏まえ、基本

的な考え方やあり方を示されたものでありま

す。 

 議員お尋ねの検討委員会が示した改定案を

現状の使用実態に当てはめた場合の使用料金

でございますが、一般、少年を合わせまして、

また定期利用団体の方で雨天時に体育館と重

複予約されている方もおり、それらを加え、

年間で計算しますと、減免前で約2,800万円。

当然答申の中にも減免規定がうたわれており、

それに当てはめますとおよそ1,200万円が使

用料収入というか、町の税金の削減というこ

とになります。 

○議長【夷藤満君】 ４番、生田議員。 

○４番【生田勇人君】 どうもありがとうご

ざいました。 

 1,200万円ということでしたが、やはりこの

使用料見直しは、特にスポーツ少年団の活動

に大きく影響を及ぼすのではないでしょうか。 

 私ちょっと例に挙げてみたいんですけど、

少年野球を例に挙げて、平成23年度の体育施

設使用計画をもとにまず試算してみました。

これは単純な計算なんですけど、平日週２回

の練習で、スポ少の100％減免である週７時間、

今の改定案ですね、それを消化してしまいま

して、土日の練習は使用料50％減免にて行わ

れることになります。土日では、日中１日当

たり平均約９時間程度の練習ですね。２日間

で大体18時間になると思います。２時間を

2,000円の半額、1,000円ということになりま

すが、それを乗ずると土日で9,000円の試算と

なります。それを単純に月４週、そして１年

間12カ月を乗ずると、年間43万2,000円もの金

額が少年野球、各１団体の平均な負担として

のしかかってくることになります。 

 これは年間通じてグラウンドを使用したと

仮定した金額算出なんですが、野球にしろサ

ッカーにしろ、屋外スポーツや競技時間の長

いテニスとかそういうような団体では往々に

してこのような状況になると考えられるわけ

です。 

 そこで、先ほどお聞きしました1,200万円の

収入増額分のうち、スポーツ少年団の負担と

なるものはどれぐらいの金額になるでしょう

か、お聞きいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平教育次長兼学

校教育課長。 

〔教育次長兼学校教育課長 長丸一平君 登壇〕 

○教育次長兼学校教育課長【長丸一平君】 少

年団のほうの収入はというご質問でございま

す。 

 減免後の金額で240万円の収入を見込んで

おります。これは先ほど申しました野球やサ

ッカーの場合、雨天時の体育館も押さえてあ

りますので、その中に90万円、そういった重

複予約の分も含まれております。 

○議長【夷藤満君】 ４番、生田議員。 

○４番【生田勇人君】 240万円ということで、

この90万円分については晴天時に練習できな

かった場合の体育館も一緒に押さえてあると

いうことで理解すればいいということでした

けど、このような負担が1,200万円のうち240

万円とはいいますけど、こういう負担が大き

くなると競技によっては必然的に月謝を値上

げする以外、施設使用料を町に支払いする方

法はなく、プラッツの年会費や競技団体への

登録料、そして少年団の月謝に今の分の上乗

せと保護者に対する負担もふえ、少人数の団

体ではその負担がさらに大きくなると。あげ

く、金沢なんかのトップ選手指導のクラブチ

ーム等との金額負担が近づけば、スポーツ人

材や人口の流出が起きてくるのではないか、

そう懸念するものであります。 

 内灘町のスポーツ少年団は、きのう、太田

議員も言われましたけど22団体あり、その多

くは必要最低限の費用を賄うべく少額の月謝

をいただいているところが多く、監督、コー

チの指導者もボランティアで運営されている
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ため、現在の町のスポーツ人口が成り立って

いると認識します。 

 その中で、内灘の名を知らしめるべくトッ

プアスリートの育成に取り組み、そうした指

導を受けた子供たちが、また指導者として帰

ってきて、指導もさることながらみずからも

生涯スポーツへの参加と拡大を担っていくサ

イクルとなっているのではないでしょうか。 

 こういった観点から、この使用料見直しは

スポーツ人口の減少、流出を引き起こし、ト

ップアスリートの育成や生涯スポーツの推進

など、当町が掲げるスポーツの町内灘の基本

理念と相反する結果を生み出さないか、そう

懸念するものであります。 

 町の体育施設管理費、公費負担が平成21年

度ベースでは5,656万7,000円となっており、

維持管理費や人件費をもとに、この費用の中

にはもちろんプラッツの運営管理委託料も含

まれていることとは思いますが、このプラッ

ツについても現状のままでよいのか。現状の

ままではただ単に公共施設管理公社の仕事を

取り上げただけではないかとの感もいたしま

す。 

 私、１期目４年間は文教福祉常任委員会に

所属しておりましたものですから、視察研修

等で他市町の総合型地域スポーツクラブ、そ

ういったところにも何度かお伺いしておりま

す。その中で、お隣かほく市のスポーツクラ

ブパッレトさんの視察に行ったときに、その

職員の人数と活気に驚かされたことを思い出

します。運営状況は極めて良好で、人件費は

町からの補助を受けず、職員数がたくさんお

りましたけど、採算がとれているということ

でした。もちろん視察に行ったときは平日な

んですけど、平日にもかかわらず、女性の方

が子供を安心してキッズルームに預け、学生

を中心とするボランティアとも連携して運営

努力をしているとのお話を伺うこともでき、

大変活気あふれるクラブハウスとなっており

ました。 

 当町には、このようなクラブハウス的な集

約施設は存在しないものの、改修された総合

体育館にはキッズルームもあり、こういった

施設を活用し、だれでもが体育施設を使いや

すく、親しみやすい総合型地域スポーツクラ

ブプラッツの運営努力が今必要とされており

ます。 

 町もこのプラッツのあり方をもっと真剣に

考えていかなければならない。スポーツ人口

の増加が会員の増加につながり、この体育施

設利用料の見直しにも大きく影響してくるも

のではないでしょうか。 

 ことし６月に国より公布されたスポーツ基

本法でも、地方公共団体の努力義務として地

方スポーツ推進計画を定めることが明記され

ておることから、トップアスリート育成や生

涯スポーツの推進など、そして今ほど述べた

ように総合型地域スポーツクラブのあり方な

ど、当町のスポーツ推進の将来的な指針とな

る計画を先に示し、そして使用料、時間、減

免規定などもっともっと各種団体と意見交換

や議論をすることがスポーツに親しむ町民の

ために必要であると感じますが、町の考えを

お聞きいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平教育次長兼学

校教育課長。 

〔教育次長兼学校教育課長 長丸一平君 登壇〕 

○教育次長兼学校教育課長【長丸一平君】 ス

ポーツ少年団のあり方でお話がありました。 

 検討委員会の中でもスポーツ少年団のあり

方の議論がございました。発育途上の子供の

心身に過度な負担をかけないよう、練習量を

こなすのではなく、質の高い練習方法を考え

た時間設定を行い、練習や、また学業である

勉強、そしてコミュニケーションのとれる遊

び、そういったバランスのとれたライフスタ

イルが子供たちに必要ではないかということ

から、減免回数、現在、３回７時間というこ

とが決まっていった経緯がございます。 

 また、今回提出された答申書の中には、ス
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ポーツ推進に関する基本計画がないというこ

とも当委員会から指摘をされております。 

 町では、いつでも、どこでも、だれでも気

軽にスポーツのできる環境を整えていく必要

があると考え、チャンピオンシップを目指す

スポーツ活動と、目的、年齢、体力に応じた

健康体力づくりを目指す生涯スポーツとの両

面から施策を検討しまして、さらには総合型

地域スポーツクラブの位置づけや体育施設の

環境整備のあり方、指導者育成方針などを盛

り込んだ内灘町スポーツ推進計画を速やかに

作成したいと考えております。 

 なお、体育施設使用料金の改定につきまし

ては、検討委員会からの答申内容を十分尊重

しながら、減免規定や運用規定について今後

とも施設利用団体と協議を重ねまして、また

スポーツ推進計画の策定も並行して取り組ん

でまいりたいと思いますので、よろしくお願

いいたしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 ４番、生田議員。 

○４番【生田勇人君】 どうもありがとうご

ざいました。 

 推進計画等々、並行して進めていっていた

だけるということで、先ほどお聞きしました

スポーツ少年団の負担金額280万ですか、90

万は重複して含まれておるということでした

けど、この金額を調整することによって町に

とっては公費負担減より、逆にスポーツに親

しむ人口の低下などプラッツ会員の減等々も

含めまして、逆にマイナス効果になるんじゃ

ないかという影響も及ぼすことも考えますの

で、またその計画、そして体育施設利用料金

の見直しについては、並行して十分な議論を

進めていっていただきたいなと思います。 

 私の質問はこれで終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 13番、八田外茂男議員。 

   〔13番 八田外茂男君 登壇〕 

○13番【八田外茂男君】 それでは、平成23

年第４回定例会におきまして町政への一般質

問をさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

 今回の私の質問は、内灘インターについて、

この１点のみとさせていただきます。町長初

め担当部課長につきましては、明快な答弁を

お願いを申し上げまして、早々に質問に入ら

させていただきます。 

 本年９月議会におきまして、私は関連質問

で内灘インターについての場所について町長

にお伺いさせていただきました。その答弁が

今現在でも変わってないのか、再度町長のほ

うから答弁をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 八田議員の質問に

お答えしたいと思います。 

 せっかくの機会ですから、この間の経緯も

含めてお話をさせていただきたいと思います。 

 内灘料金所である既設の内灘インターは、

能登方面へのハーフインターであり、平成18

年度から石川県に対しまして、私たちは金沢

方面へのインター整備を要望してまいったと

ころでございます。 

 内灘料金所が河北潟放水路に隣接をしてお

りまして、インターの一部が橋梁となり、多

額の工事費が必要になることから、その建設

場所は白帆台中央部とし、そこに金沢方面へ

のハーフインターを新たに整備することによ

って、既設の内灘インターとあわせてフルイ

ンターとする案を平成21年に議会にお示しを

したところでありました。 

 能登有料道路が平成25年４月に無料化され

ることは既に決定されましたが、ことしに入

りまして、北陸新幹線金沢開業の効果や有料

道路無料化による交通量の増加に対応するた

めに、平成27年３月までに能登有料道路大根

布ジャンクションから白尾インターまでを４

車線化することが石川県より発表されたとこ

ろでございます。 
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 町といたしましては、金沢方面インターと

能登方面インターが別の場所にあると利用者

が混乱すること。４車線化事業で新設する橋

梁工事とあわすことで工事費が削減されるこ

と。交通量がふえれば白帆台の住環境の悪化

が懸念されることなどを考慮いたしまして、

総務産業建設常任委員会に諮り、内灘料金所

でのフルインター整備を行うことを町の方針

として石川県と協議を重ねてまいったところ

でございます。 

 その結果、内灘料金所でのフルインター事

業が補助事業として可能になりまして、国の

社会資本整備総合交付金を財源としてインタ

ー実施設計費を９月議会に上程をしたところ

であります。 

 しかしながら、９月議会での総務産業建設

常任委員会の審議の中で、今後の町の将来を

考えると白帆台中央部でのフルインター整備

が最適であるとの意見が多数を占めたわけで

ございます。 

 町といたしましては、閑静な住宅地を目指

して整備を進めた白帆台は特に子育て世代が

数多く住まわれ、町としましては交通量がふ

えれば住環境の悪化が懸念されますし、厳し

い町の財政状況にあって、補助事業の採択が

可能かどうかなどさまざまなハードルがあっ

たわけでございます。 

 ともあれ、総務産業建設常任委員会審議を

踏まえ、住民説明会が議会終了後に開催され

ると伺っているところでございます。その推

移を私としましたら見守っていきたいと、こ

のように思っておるところでございます。 

 以上から、９月議会から今定例会までに町

として内灘インター整備事業における建設場

所及び整備手法について変更があったかとい

いますと、今申し上げましたとおり変更した

点はないわけでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 13番、八田議員。 

○13番【八田外茂男君】 計画については変

更がないということでございましたけれども、

総務産業建設常任委員会の、また白帆台地区

及びその説明会の推移を見ながらということ

でございましたけれども、ちょっと違う観点

で今回は質問させていただきたいというふう

に思います。 

 それでは、財政担当者にちょっとお伺いさ

せていただきたいと思います。 

 今ほど町長が言いましたとおりに、内灘イ

ンターでのフルインター化。総務産業建設常

任委員会で提案されています白帆台中央イン

ターでのフルインター化。委員会資料を見ま

すと、両方とも約６億900万の事業費というふ

うになっております。概算でございますから、

ざっくり６億という感じで事業費を算定して、

国からこの補助が出た場合、一体町がどれだ

けの負担をしなければいけないのか。 

 前回、９月議会に清水議員が10億で聞いて

おりますけれども、今回６億でその数字をち

ょっと教えていただきたいなというふうに思

いますので、財政担当者、お願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 田中徹企画財政課長。 

   〔企画財政課長 田中徹君 登壇〕 

○企画財政課長【田中徹君】 八田議員の事

業費の負担の件についてお答えをいたしたい

と思います。 

 事業費を６億円といたしまして、国の補助

事業に採択されたという仮定で試算、試しの

計算をいたしますと、町の負担額は起債等ご

ざいますので約2,700万円という計算になり

ます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 13番、八田議員。 

○13番【八田外茂男君】 2,700万というのは

建設時の初年度の数字だと思いますので、当

然起債残高で、そのうち交付税として入って

くるものを除いた金額もあわせてちょっとお

聞きしておかんと、本当の町の負担にならな

いんじゃないかということを思いますので、

本当に20年なら20年、その起債を償還するま
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での総額を教えていただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 田中徹企画財政課長。 

   〔企画財政課長 田中徹君 登壇〕 

○企画財政課長【田中徹君】 町の負担の起

債の利子も含んでの総額ということでよろし

いでしょうか。 

○13番【八田外茂男君】 はい。 

○企画財政課長【田中徹君】 町の総額の負

担でございますが、今ほど申し上げました１

年目の町の負担額2,700万円、それから起債が

約２億4,300万円ということになりまして、そ

の起債の利子も含めますと20年間償還で計算

しますと約３億1,000万円という計算になり

ます。そのうち交付税算入額が約6,300万円と

いうことでございますので、町の純粋な負担

といいますか総額は２億4,700万円という計

算となります。 

○議長【夷藤満君】 13番、八田議員。 

○13番【八田外茂男君】 今、財政担当者か

らの説明がございました。６億の事業をする

のに町が20年間で約２億4,700万余りの費用

をかけなければいけない。これだけの費用を

かけてまで、本当にこのインターが必要なの

かということも考えなきゃいけないと思いま

す。 

 町長は提案理由の中でも、大変財政が厳し

いんだと。県内の中では、早期健全基準や実

質公債費比率など県内の自治体の中ではいい。

そうおっしゃっていますけれども、これだけ

国政が先行き不透明な時代に、決してこの数

字で安閑としておれる時代じゃないというの

は町長自身が一番わかっておいでると思いま

す。 

 現実に平成22年度一般会計の決算において

投資的経費にどれだけ一般財源が投資できた

のか。また、23年度では幾らほどの財政を取

り崩して、残高が財政調整基金、どれだけに

なるのか。その辺もちょっと確認のためにお

聞きしたいと思いますので、財政担当者、お

願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 田中徹企画財政課長。 

   〔企画財政課長 田中徹君 登壇〕 

○企画財政課長【田中徹君】 八田議員の質

問にお答えいたします。 

 平成22年度の内灘町の一般会計の決算の中

で、投資的事業に充当した一般財源、約４億

4,700万円でございます。 

 それから、財政調整基金の件でございます

が、平成22年度末で約７億3,100万円でござい

まして、今定例会、平成23年12月補正後の本

年度における増減見込み額は約３億2,200万

円の減額、マイナスということが予想され、

23年度末、本年度末の残高は約４億900万円と

なる見込みでございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 13番、八田議員。 

○13番【八田外茂男君】 今説明がありまし

たとおりに、財調が大変厳しくなってきてお

るというのは町長自身も議員の皆さんもわか

っていると思います。 

 そういうわけで、今町が６億の事業に対し

て本当にゴーを出していいのか。そういうこ

とも踏まえて、私自身も９月議会の、先ほど

町長が言いましたとおりに1,200万の議案が

提出されました。私もこれに対して賛成をさ

せていただきました。 

 しかし、９月からこの12月の間に全員協議

会等、また特別委員会等でいろんな議論がさ

れた中で、本当にもう一度内灘インターのあ

り方、必要性を考えるときじゃないのかな。

町が約２億4,700万の投資をして、町の将来に

なるのか。将来の子供たちに自信を持って言

えるのか考えなきゃいけない、そういう思い

で今回質問させていただいております。 

 内灘インターは現実的には白帆台の販売促

進のため、また北部開発のために、何年前で

したか、先ほどの町長の話でしたか忘れまし

たけれども、議会のほうから一般質問等で提

案されて、町が真剣に議論というか計画を詰

めてきたと思っております。 
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 またその当時、議会としては、当然能登有

料道路は県の施設であり、県の事業主体で進

めていただくというのが前提で、議会でも一

生懸命県に申し入れをさせていただいており

ました。しかし、９月議会の答弁でもありま

したとおりに、インターのフルインター化は

特定の地域のインターのため地元負担という

答弁も出ておりましたけれども、県はそうい

う方向で進んでまいったわけであります。 

 当然、町として３億、６億、そんなお金を

出せるわけじゃない。町単独でこんなインタ

ーをつくるということは不可能というふうに、

残念ながら半分あきらめるような認識でおっ

たわけでありますけれども、昨年、先ほど町

長が言いましたとおりに、今年度初頭に、県

は新幹線効果を石川県全域に広めるために、

能登有料道路を無料化及び４車線化を進める

ということで、急遽補助事業としてならでき

るよというふうになってきた。 

 ここで、補助事業という手法をとるという

ことで町の財政が少しでも負担が減って事業

ができるならという思いでスタートはしたと

思います。しかし、もう一度本当に町がどこ

までこのインターに対して負担をしていいの

かということをやっぱり考えなきゃいけない。 

 そういうことを考えますと、まずその白帆

台インターのフルインター化で、金沢方面に

利用する方、どういう人が考えられるのか。

先ほども言いましたとおりに、白帆台の方、

北部の方、また総合公園を利用される方が、

金沢方向、それも県庁もしくは白山市方向に

行く方のみが使用されるのかなと。まだ細か

いその地域というのはあると思いますけれど

も、本当にあこに住まわれる方すべてが使う

わけではない。そういうことを考えますと、

いかがかなと。確かにあの道路ができれば、

金沢に出ることに対しての白帆台はすごい利

便性は上がります。 

 先日の全員協議会の中で、あの道路を使っ

て内灘町に何がメリットがあるんだという質

問もありました。確かに内灘のコンフォモー

ルに直接つながるスロープもございません。

そういう面で考えてみますと、本当に将来に

対して責任ある行政をするためには、ぜひと

も町長にこの計画について再度考える必要が

あるんではないかなという思いがあります。 

 でも、私自身もやっぱりインターは必要と

いう考えはいまだには変わっておりません。

なぜなら、やっぱり利便性が上がる。また、

内灘町の南部、こちら放水路より南側ですけ

れども、少しでも流入交通量といいますか通

過交通量を減らすという観点からいっても、

交通安全、町民の安全を守るということも考

えれば当然必要なインターということを考え

られます。 

 当然、そういうことも踏まえて町は考えて

いると思いますけれども、６億というお金に

対しての、事業に対しての費用対効果という

か経済効果とかそういうものをどういうふう

に考えておるのか。当然、国の補助事業であ

ればＢ／Ｃという考え方も出てきます。その

辺の考え方についてどういうふうになされて

いるのか、その辺をまずちょっと聞きたいと

思いますので、担当部長、お願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 ただいま

の投資効果とかＢ／Ｃ、費用便益等について

お答えいたします。 

 道路の費用便益、いわゆるＢ／Ｃと言って

おります。投資してその効果がどれだけある

かということ、そんなものをそれぞれ事業採

択なり新規に事業するときには算定いたしま

す。それにつきましては国土交通省で定めま

した基準がありまして、それに基づいて算出

をいたします。 

 その算出方法ですけれども、検討期間は50

年間でＢ／Ｃを算出いたします。その便益に

つきましては、走行時間短縮便益、走行経費

減少便益、交通事故減少便益といったそうい



 －81－

ったものを総便益として50年間の便益を出し

ます。費用につきましては、その50年間のメ

ンテにかかる費用でありますとか、当然投資

にかかるそういったもので出すものでして、

特殊的な、ちょっと専門的な業務になります

ので、この業務につきましてはインターチェ

ンジの位置が決定いたしました段階でコンサ

ルに発注する予定としております。現段階で

はそういった数字は把握はしておりません。 

 投資効果、八田議員もおっしゃっておった

んですけれども、当然、金沢方面のアクセス、

金沢の南部方面への交通アクセスが向上する

ことによりまして、当然白帆台の定住促進に

直接つながるもの、そういったものが北部地

区の活性化あるいは内灘町の元気につながる

ものと考えております。 

 その経済的な数字的なものについては、今

申し上げましたようにちょっと出しておりま

せんので、ご理解のほどよろしくお願いいた

します。 

○議長【夷藤満君】 13番、八田議員。 

○13番【八田外茂男君】 確かにＢ／Ｃは今

からということですけれども、高いから必要、

低いから必要ないというものではないと思い

ますけれども、これは政治的な判断、将来的

な内灘町の像を描いて必要なものは必要とい

うことになるとは思います。 

 ただ、必要だからといって大きな投資をし

ていいのか。これはまた違う問題だと思いま

す。これは議会も含めて執行部も真剣に、や

っぱり少ない費用で大きな効果が得られるよ

うな知恵を出す。これこそ議論やと思います。

そういう議論を進めるためにも、当然、現在、

総務産業建設常任委員会が一生懸命議論をさ

れております。総務産業建設常任委員会は、

白帆台の販売促進のためにも、やはり白帆台

中央インターという権現森に通じるところで

のフルインター化というのを提案されていま

す。この定住促進及び商店の誘致、そういう

観点からいけば、当然の議論だと思います。 

 ただ、前回の関連質問で言いましたとおり

に、都市計画という観点でいけば、住宅地の

真ん中の、要は住宅地のメーン道路に幹線道

路をつけるのはいささかどうなのかなという

疑念が私は感じております。 

 ただ、白帆台インターをつけることによっ

ての販売促進につながるというのは間違いは

ないと思います。 

 そこで、ぜひとも町長にというか、町に再

度原点に戻り、白帆台中央インターの場所で

ハーフインターということを考えられないの

か。 

 ７月の全員協議会で出された資料を見ます

と、概算費用が約３億から４億というふうに

出ておりました。そう考えれば、当然、今の

計画より投資金額が少なくなります。その辺

で、先ほど町長が言いましたインターが離れ

る、そういう面で利用者に誤解を招くおそれ

があるから、内灘料金所でフルインターを考

えましたということがありましたけれども、

それ以上に当然執行部のほうでそうなった場

合の長所、短所というものをしっかり把握し

た上でそういうふうな方向を出したと思いま

すので、まず長所、短所というものを精査し

たと思いますので、それをちょっと教えてい

ただけますか。担当部長、お願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中西昭夫君 登壇〕 

○都市整備部部長【中西昭夫君】 町長も答

弁されたと思いますけれども、私ども内灘料

金所のフルと白帆台中央部のハーフというこ

とで、ハーフをつくることによってそれぞれ

の機能を合わせてフルという考え方もありま

した。料金所でフルにするに当たりまして、

そういった短所とかいろいろの課題を整理を

いたしました。 

 私どもが検討したものは、当然利用者が混

乱すると。乗り口とおり口がそれぞれ能登方

面、金沢方面が別々になりますと利用者が混

乱するということ。また、利便性が当然落ち
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ますので、利用者の利便性とかそういったも

のを考慮して、内灘料金所でどうかというこ

とで検討をしております。 

 白帆台ハーフと白帆台でのフルというのは

まだ比較したことないんですけど、今考えま

すと、ハーフというのはやはり建設費は安く

なる。権現森のハーフは交通量も当然金沢方

面に行くだけの交通量になりますので、フル

よりも交通量が少なくなるのではないかと、

そういったことを考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 13番、八田議員。 

○13番【八田外茂男君】 ちょっとわかりに

くいような感じもしたんですけど、事業費的

には安くなるというのは明らかだと思います。 

 利便性が悪くなる。これは本当に利便性が

悪くなるのかなと。やっぱり知恵を出せば、

私は利便性上がるどころか、町のＰＲになる

ようなことができるんじゃないのかな。少な

くとも今、第２農免道路でしたっけ。今はそ

んな言い方しませんけれども、あの道路を使

うことによって総合公園の横を通ります。こ

ういう施設が町にありますよというＰＲの一

つにもなるんではないのかな。だから、そう

いうものを利用して知恵を出せば、決してこ

の距離は、利便性が悪くなるというものじゃ

ないと思うんです。 

 だから、そういうふうにして皆さんと一緒

になって知恵を出していけばいいんではない

かと。当然、事業費が３億で済む。これは町

にとってもいいことではないかなと。 

 ここで一応確認のために財政担当者にお聞

きしたいと思います。事業費が半分になった

ら、町の負担も半分になるのか、その辺間違

いないのか、ちょっと確認だけお願いいたし

ます。 

○議長【夷藤満君】 田中徹企画財政課長。 

   〔企画財政課長 田中徹君 登壇〕 

○企画財政課長【田中徹君】 今の事業費の

件についてお答えいたします。 

 事業費が半分になれば当然町の負担も半分

になります。 

○議長【夷藤満君】 13番、八田議員。 

○13番【八田外茂男君】 当然のことで半分

になる。これはやっぱり大変町にとっては喜

ばしいことではないのかな。 

 先ほど言いましたように半分になるという

ことになれば、１億2,000万の町の負担でイン

ターができる。利便性は当然上がる。将来的

には何ら不都合はないんではないのかな。こ

れこそ行政運営という形で知恵を出しながら

進める方向ではないのかなと。 

 先ほどから生田議員が言いましたとおりに、

保育所の建設というのを新たに考えなきゃい

けない。また、白帆台の小学校の建設、また

総合公園の第３次拡張の温浴施設及び体育館、

また鶴ケ丘保育所の民営の支援、及び公共施

設、公民館等の耐震化工事、国民健康保険の

赤字に対する支援。今から財政支援をしてい

かなければいけないことが山ほどあります。

こんなときに少しでも町の財政を有効に利用

する、そういう考えでやっぱり事業を進めて

いかなきゃいけないんではないでしょうか。 

 そういうことを考えて、町長として当然、

こういうものに対してのトップとしての責任

はあるわけですから、もう一度原点に戻り、

白帆台中央の場所でハーフインターという考

え方ができないのか、再度お伺いいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 八田議員の質問に

お答えします。 

 議員ご提案の白帆台中央部でのハーフイン

ターでございますが、先ほど申しましたよう

に一時は町が検討したインターでございます

から、その利便性あるいは弊害等々も十分検

討した中身でございます。 

 そんな意味では、フルインターよりも今お

っしゃったように建設費が安く抑えられると

いうことで、厳しい町の財政を考えた場合に
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はいいのかなということと、あわせて交通量

の増加の問題で、白帆台のフルインターにつ

いては非常にその問題ありと。そして、地域

の皆さんもそれに対して非常に心配が多いと

いうこともありましたので、そのことを加味

すると一つの方策、ハーフインターでしたら、

そんなことも考えるわけでございます。 

 しかしながら、現実に総務産業建設常任委

員会がそれぞれの審議を踏まえながら、住民

説明会を開催しようと、こういうことで住民

のコンセンサスを得ようとしているわけです

から、町長としましたらその推移をしっかり

と見守っていきたいと、この気持ちでありま

す。 

○議長【夷藤満君】 13番、八田議員。 

○13番【八田外茂男君】 確かにこの案に関

しましては総務産業建設常任委員会で議論を

されておりますし、当然議会の推移を見るの

は行政としては当たり前の話だと思いますし、

現在、18日に予定されています地元説明会に

対しての推移、当然必要だと思いますけれど

も、やっぱり今から将来の本当に内灘町のこ

とを考えて、財政効果をどう上げていくかと

いうことをやっぱり真剣に考えていかなけれ

ば、必要だからといって２億4,000万余りのお

金を本当に投資していいのかということはや

っぱり重要な問題だと思います。 

 これは本当に町民の生活、やっぱり安全に

も影響が及ぼす問題でもありますし、来年度

には多分消防庁舎の設計等も考えられとると

思います。本当に山積みの問題があるわけで

すから、推移という言葉は聞こえはいいんで

すけれども、できればこの案３つに対して真

剣にちょっと考えてほしい。真剣にちょっと

というのは言い方悪いですけれども、真剣に

考えていただきたい。ぜひとも思いますので、

また総務産業建設常任委員会の中でもぜひと

も委員会で議論していただければと思います。 

 ここでお願いして終わるわけには本当はい

かんのですけれども、その辺の町長の推移と

いう言葉でありますので、私もその推移を見

ながら次の議論に参加したいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 以上で通告による質問

が終わりました。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【夷藤満君】 この際、暫時休憩いた

します。 

 再開は午後２時45分からといたします。 

           午後２時30分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後２時45分再開 

    ○再   開 

○議長【夷藤満君】 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 これより通告に関連する質問を行います。 

 質問は通告の趣旨に沿うもの、補足するも

のに限り、１人１問のみで５分以内とし、再

質問は認めませんので、ご注意願います。 

 発言は挙手の上、通告による質問した議員

の名前、質問の内容を述べた後、関連質問を

行ってください。また、１分前に呼び鈴で合

図をいたしますのでご容赦願います。 

 それでは、質問ございますか。 

 １番、太田臣宣議員。 

   〔１番 太田臣宣君 登壇〕 

○１番【太田臣宣君】 先日の清水議員のま

ちづくり基本条例の制定についての関連質問

をさせていただきたいと思います。 

 きのう、町長の答弁の中に議会と町民会議

との意見交換会を経て答申を受けるというふ

うな答弁をいただきました。私、６月に議員

になって、それ以前から１年半をかけていろ

いろ協議してやってきたという中で、大変長

いこと時間かけてやってきたなという思いは

あります。 

 しかしながら、条例の一つ一つの文言に対

しても、まだ委員会の中でも全協の中でもし
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っかりと議論してない中で、またそれと意見

交換会という場を設けていただくということ

もありますので、そういう議論をしっかりと

経た上で条例の制定をしっかりとやっていた

だきたいという思いがあります。 

 意見交換会をこれからどのような間隔でや

るのかということを町長のほうに伺いたいな

と思います。もしくは執行部でも構いません。

よろしくお願いします。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 太田議員の関連質

問にお答えしたいと思いますが、まず１年半

かけてというお話でした。 

 町会区長会の方からすれば、21年の２月に

講演会を初めてやられてきましてからもう２

年以上になるんです。そんな意味では、もっ

ともっと時間かけてやっているんだと思うん

ですが、議会に正式に提案されて素案が出さ

れたのが６月ということですから、私は議会

の中でどんな議論しているかというのはよく

わからないんですが、うんと議論されてきて

おるという前提で言えば、今、最終的になか

なか結論が出てないという状況の中で、今議

会で提案したいという私の思いも含めて話し

ますと、何とかその結論を得て、今議会で提

案させていただくような格好になればという

ことでありますけれども、それをどんな形で

どんなふうにするかというのは私が知る限り

ではないもんですから、担当の部長からお話

しさせますけど、そんな自分の気持ちがある

ということだけ太田議員にお知らせしたいと

思っています。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦まちづくり政

策部長。 

〔まちづくり政策部長 高木和彦君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【高木和彦君】 まち

づくり基本条例につきまして、私、担当部長

としまして昨年の４月から町民会議の皆さん

を公募して、そして町長から委嘱をいたしま

して、一緒に勉強しながら、他の自治体の自

治基本条例などを参考にしながら、皆さんで

議論しながら素案をつくってきました。それ

で、ことしの６月に素案がまとまりましたの

で議会のほうにご説明をしました。 

 その間に、町民会議のほうでは各小学校校

下ごとに意見交換会を実施しております。ま

た、広報、ホームページでパブリックコメン

トの募集もしました。我々行政側でも町の例

規審査委員会で細かく専門的に、言葉の表現

の仕方とか条文の整合性を調製させていただ

きました。それらの意見の修正等したものを

８月の議会のほうにまたご説明させていただ

きました。 

 その間、本日まで総務産業建設常任委員会

では本当に熱心にご審議をいただきました。

本当にありがとうございます。 

 なお、議会のほうへの説明としましては、

やはり提案する執行機関である我々のほうで

説明するということに基づいて説明してきた

わけですが、予定としましては本12月議会に

提案をしたいということは町民会議の方々に

も申し上げてまいりましたので、今その答申

を出すということが待たれておるところであ

ります。 

 ただ、議会のほうでの常任委員会のまだ全

体としての合意というところに至っておりま

せんので、直接、町民会議の代表の方と懇談

の機会をお願いしたいということで常任委員

長にお願いをしてまいりました。月曜日、常

任委員長にお願いして、議長の許可も得まし

て、本日、町民会議の代表の方と全員協議会

の議員の皆さんでお話をしていただける機会

をつくっていただきましたので、まずそこで

お話をしていただきたいというふうに思って

おります。 

 それ以上の予定については、現在のところ

はまだ予定はいたしておりません。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 そのほかに関連質問ご



 －85－

ざいませんか。 

 ２番、中島利美議員。 

   〔２番 中島利美君 登壇〕 

○２番【中島利美君】 議席番号２番、中島

利美です。よろしくお願いいたします。 

 昨日の清水議員の一般質問のまちづくり基

本条例に対して関連質問させていただきます。 

 まちづくり町民会議や条例検討委員会の皆

様には、それぞれに大変お忙しい中、今日ま

で議論をいただいたことにまず敬意を表した

いと思います。 

 しかし、町長の提案理由説明の中にも、50

周年の節目にとありましたが、まちづくり町

民会議が設立されてから約１年半、地区意見

交換会やパブリックコメントなどで町民の皆

さんからさまざまなご意見をいただいてきた

はずです。町民が注目、また期待をしている

とありましたが、多くの町民はまだまだ疑問

や不安を抱えているのが現状ではないでしょ

うか。 

 ここに、町民の方々から寄せられましたご

意見を読ませていただきたいと思います。こ

れは町の広報のインターネットから抽出した

ものや、私たち議員に提出していただいたも

のの中からの意見です。 

 この条例を一部の町民で定めてよいのか。

まちづくり基本条例をつくる意味がわらかな

い。町民会議委員の思いと一般町民の思いに

温度差を感じる。条例の第一印象は難しいと

いう感じがある。内灘町は町会または公民館

を通じて住民が住みよくなっていると思う。

既に出前講座、町長談話室など行政と町民と

の協働の町となっているように思う。この条

例をつくることによって、ふなれな仕事も町

民に任されることになるように思う。何をす

れば協働になるのか全く見えてこない。この

ような意見がたくさん寄せられています。 

 町民の声に何の説明や解決、そして理解も

ないまま策定に向けて慌てているようにさえ

感じます。まちづくり基本条例案の中にも、

町民の意見を募り、それらの意見を考慮して

意思決定を行うものとするとあります。 

 全国では、慌ててつくって後で住民から苦

情が来たり、審議途中で廃案になったりと、

問題を抱えている自治体も数多くあります。 

 町制50周年が目前にあるかもしれませんが、

この条例が本当に町民のための町民がつくる

条例であるならば、もっとゆっくりと時間を

かけ議論されるべきではないでしょうか。 

 昨日の町長の答弁の中にも、意見交換会を

踏まえてとありました。私は議員の一人とし

て、まちづくり町民会議の皆様と今後もっと

意見を交わし、よりよい条例づくりになれば

と思っています。 

 しかし、近ごろでは町民会議の皆様も多々

の事情で出席者が随分減ってきていると伺っ

ております。今後、議会との意見交換会が予

定されるのであれば、41名の委員の方々には

せめて３分の２以上の出席をもって意見交換

会とさせていただきたいと思います。 

 付託されております総務産業建設常任委員

会でも、勉強会や視察などを行い一生懸命取

り組ませていただいております。担当職員に、

この条例は何のためにつくるんですかとお尋

ねしたところ、「町長のマニフェストだから

です」とはっきり答えられました。その答弁

に私はがっかりしました。 

 委員の皆様が今日まで取り組まれてきたご

苦労を無駄にしないためにも、この条例は町

民のための町民がつくる条例になってほしい

と願っております。 

 町長のお考えをぜひお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 中島議員の質問に

お答えしたいと思うんですが、さっきからも

聞いていますけど、中島さん、何でそんなマ

イナス面だけを取り上げるのかと思って不思

議でならないんです。 

 当初、このまちづくり基本条例を提案する
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といいますか、それを取り組むというときに

は、恐らくこんな後ろ向いた話はなかったと

思うんです。それを受けて、それぞれが担当

に分けて頑張っていこうということで始まっ

たわけでありまして、まず町民会議の皆さん

にその趣旨を全体で議論しながら、時には机

をたたいたり、そんなこともしながら積み上

げてきたという経緯なんですよね。 

 今ほど言われましたご意見がある。反対意

見がある。反対意見でなくて質問なんですね。

地域へ行って話を聞いたら、わからん人はわ

かりませんと言うんですよ、それはもちろん。

だからわからんというのは、それは質問なん

ですから、わかるためにどんな説明をするか

ということが大事なので、多分出席した執行

部も町民会議の皆さんも説明しているんだと

思うんですよね。 

 だから、そんな意味では、これまで町民に

広がっとるわけでも余りないんですから、一

つ一つのことについて把握しているというの

はなかなかないんだろうと思うんですけど、

これは条例がつくったからすべてオーケーと

いうんじゃなくて、それをまさに仏を入れて

いくということですから、そんな意味でどん

どんどんどんと中身を強化していくといいま

すか、浸透させていく。この種の議論だと思

うんですよ。 

 だから、常に古くなったものは変えていく。

悪いものは変えていく。そんな方向だと思う

んですよね。だから、完璧なものがなかった

らできないというんじゃなくて、何の法律で

もそうなんですけど、国会でも法律いろいろ

ありますけど、それは全部が全部国民の皆さ

んわかっているわけじゃないんですよね。だ

けど、そのことが始まって、それからその法

律一つ一つに浸透させていくというそんな努

力が必要なんではないかなとこのように思っ

ているわけでございます。 

 先ほど中島さん言われましたけど、だれの

ためかと。町長のマニフェストのためやと。

マニフェストというのは何でしょうか。町民

の皆さんと私、町長になるときに契約するこ

となんです。既に選挙はマニフェスト時代だ

ということは、全町どころか全国的にも認め

られている話なんですよ。国会議員の皆さん、

あるいは知事、市長、町長、すべてがマニフ

ェストを出して、自分の契約として。そんな

ことできなかったら、できなくていいんだじ

ゃなくて、そのことをできなかったらなぜで

きなかったかをきちんと言っていくというの

は、だからマニフェストというのは私たち自

身の責任なんです。 

 それは私、八十出泰成町長の問題ではなく

て、町自身の問題だというふうに思っている

んです。そのことを町民の皆さんが信じてい

ただいたということですから、私はそのマニ

フェストに忠実にこなしていくために努力す

ると、そんなことだと思っているわけであり

ます。 

 まだまだ言いたいことたくさんありますけ

ど、要は前向いて、せっかく新しい若い議員

なんですから、前向いて、こんなふうに努力

していこうよと。足らざる点をお互いに議論

していこうよというそんな姿勢をぜひとって

いただきたいなと、このように思っていると

ころでございます。 

 あと足らざる分は担当部長からもお話があ

ると思いますが、私からはこれだけです。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦まちづくり政

策部長。 

〔まちづくり政策部長 高木和彦君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【高木和彦君】 少し

補足して答弁させていただきます。 

 地区の意見交換会は、町民会議の皆様が主

催して行いました。ですから説明も受け答え

も町民会議の皆さんで行っております。一部

我々も傍聴しておりまして答えた分もござい

ますけれども。 

 それで、先ほどいろいろご質問あるいは町

民の意見としてあったもの。確かにそのとお
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りでありまして、条文自体はやはりかたいで

すし難しいものですから、一回条文を説明し

たから、すぐに皆さんが理解できるというと

ころには至らないと思います。それで、なぜ

まちづくり条例が必要なのかわからないとか、

表現が行政の用語で書いてありますので難し

いとか、そんな意見は当然出てきたわけであ

ります。 

 答えれることはその場で町民会議の皆さん

がご説明いたしております。限られた時間で

したので、出席した皆さんに一言ずつ意見だ

け聞いて返してないこともあります。そうい

ったことはすべてそのまま広報やホームペー

ジで明らかにしてきたところです。 

 一応そういったことは、意見のあったこと

は、また次の町民会議で皆さんでご意見があ

りましたということも踏まえて議論をしてき

たわけですけれども、そういった過程でどこ

まで議論をしていけばいいのかということは

あります。 

 法律にしても条例にしても、すべて国民や

町民に全部浸透させてから提案するというも

のではないと思うんです。つくられた法律や

条例を、その後公布してからしっかり国民、

町民に広めていくということもありますので、

そういった意味でこの条例はできた後もお互

いに育てていく条例かなというふうに理解し

ております。 

 言葉は足りませんかもしれませんが、以上

であります。 

○議長【夷藤満君】 そのほかに関連質問ご

ざいますか。 

 ないようでしたら、これにて関連質問を終

わります。 

 これにて一般質問を終了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【夷藤満君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 お諮りいたします。明10日から14日までの

５日間は、議案調査及び議案委員会審査のた

め休会といたしたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、明10日から14日までの５日間は休会

とすることに決定いたしました。 

 なお、来る15日は午後１時から本会議を開

き、各常任委員長の報告を求め、質疑、討論

並びに採決を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでございました。 

           午後３時04分散会 
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